
渋谷駅から１駅

http://www.shokuryo.ac.jp/dietitian

〒154-8544
東京都世田谷区池尻 2-23-11
TEL：　03-3424-9113

「感動と美と歓びを創出する」スペシャリストの養成

【２年制】

【２年制】

【２年制】

「食と美と技」のスペシャリストの養成

【２年制】

【１年制】

【1.5 年制】

「食と栄養と健康」のスペシャリストの養成

【４年制】

【２年制】

【２年制】

国家試験に向け全力サポート

管理栄養士、栄養士、栄養教諭、３級
レストランサービス技能士、フードア
ナリストなどの職業に必要な専門知識
を習得できます。

http://www.tokyocook.ac.jp

〒160-0023
東京都新宿区西新宿 7-11-11
TEL：　03-3363-9181

東京ホテルビジネス
専門学校

http://www.hotel.ac.jp

〒171-0022
東京都豊島区南池袋 1-13-13
TEL：　03-5911-4111

はじめは、誰もが初心者

専門調理師、調理師、パティシエ、製
菓衛生師、料理研究家などのプロをめ
ざすあなたを基礎からしっかりとサポ
ートします。

合言葉は『習うより慣れよう』

ホテリエ、ブライダル、ネイル、色彩
プランナー、サービス技能士など、あ
なたの目標に向かって全力でバックア
ップします。
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巻頭のことば

「専 門 高 校 の 今 後」

 東京都産業教育振興会副会長　　本 多　吉 則　
 （東京都立芝商業高等学校長）　　　　　　　　　　　　

　本会は、昭和 30年に設立されて以来、半世紀以上にわたり産業界、

教育界及び行政が相互に協力しながら、東京都での産業教育の改

善と進歩とを図り、もって産業経済の発展に寄与してまいりまし

た。これもひとえに、会員の皆様方の御尽力の賜物によるものと

心から感謝申し上げます。

　昨年度、中央教育審議会に対して「今後の学校におけるキャリ

ア教育・職業教育の在り方について」の諮問がなされました。こ

れを受け、中央教育審議会では総会直属の部会として「キャリア

教育・職業教育特別部会」を設置しました。さらに、特別部会か

ら審議経過の報告を受けております。

　ここでは、これまで様々な形で語られてきましたキャリア教育

と職業教育を峻別し、キャリア教育を「社会的・職業的自立に向け、必要な知識、技能、態度を

はぐくむ教育」と位置付け、職業教育を「一定の又は特定の職業に従事するために必要な知識、

技能、態度をはぐくむ教育」と位置付けております。また、さらに、キャリア教育を通じて、社

会的・職業的自立を促すために、発達段階に応じて勤労観・職業観をはじめ必要な知識・技能・

態度等をはぐくむことを求めております。

　また、今後の方向性としてキャリア教育の充実、インターンシップの導入、進路指導の改善・

充実、普通科での職業に関する教科・科目の充実、教員・保護者・地域の理解・支援を一層進め

ていかなければなりません。

　さらに、キャリア教育と産業教育の関係では、産業教育は単なる専門的知識・技能の指導に終

始しないよう、社会的・職業的自立を促すというキャリア教育の始点にたって行われるべきであ

ります。さらに、一定の又は特定の職業に従事することを念頭に置かない職場見学や職業調べ学

習を、将来の社会的・職業的自立に向けたキャリア教育として位置付け充実を図っていかなけれ

ばなりません。

　このことからも、特に、専門高校は単にキャリア教育を推進するだけではなく、職業人として

求められる知識・技能の高度化への対応を行うと同時に、キャリア形成を計画・実行できる力を

育成していくことが強く求められております。このためにも、教員の指導力向上、実務経験を有

する者の教員への登用の推進、施設・設備の改善・充実、さらには地域の産業・社会との連携・

交流等が不可欠であります。

　今日、東京やわが国の産業を支える人材を育成するために、産業界・教育界・行政が連携した

産業教育の充実・発展がますます重要なものとなっております。これからも一層の御指導、御尽

力をいただければ幸いでございます。
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企業や地域と連携した学校の取組特　集

東京都内の酪農家と連携した学校の取組

　　　　東京都教育庁指導部高等学校教育指導課

 指導主事　平栁　伸幸　

　私が昨年度まで勤務していた都立瑞穂農芸高等

学校における地域と連携した酪農教育の実践につ

いて紹介する。

1　東京都における酪農の現状

　東京都には現在 77戸の酪農家があり、2,130頭

の乳牛を飼育して、毎日新鮮な牛乳を生産してい

る（平成 21年 2月農林水産省調べ）。東京都内

で牛が飼われていることを知らない方もいるが、

東京都における酪農の歴史は古い。「江戸・東京

暮らしを支えた動物たち」（ JA東京中央会企画・

発行）によれば、奈良時代から平安時代にかけ、

すでに酪農が行われていたという記録がある。ま

た、明治時代には東京都が酪農をはじめ全国の畜

産技術の開発の中心地であり、現在でも明治時代

より続いている酪農家も存在する。

　大正 10（1921）年には、八丈島で飼育されてい

た乳牛「エレン・ピーター・チェ・グランソン号」

が 7歳時に 1日の乳量 78.37キロという世界最高

記録を打ち出している。近年では、住宅地と隣接

しながら酪農を営む上での課題や飼料高騰など課

題も多いが、酪農家直営のアイスクリームや多摩

地域の牛乳だけで作る「東京牛乳」を販売するな

ど地産地消にも取り組み、都民に対して安全で安

心してもらえる牛乳・乳製品の生産に努めている。

さらに、小学校や中学校での「総合的な学習の時間」

において、児童・生徒に酪農体験の場を提供して、

命の大切さや勤労観などを育成する教育ファーム

としての役割を担うなど、その存在意義は大きい。

現在、都立の農業高校卒業生が酪農家として活躍

していることは、とても喜ばしいことである。

2　都立瑞穂農芸高等学校の概要

　都立瑞穂農芸高等学校は東京都の北西部に位置

し、トトロの森で有名な狭山丘陵に囲まれた豊か

な自然環境にある。また、設置学科は畜産科学科、

園芸科学科、食品科、生活デザイン科の 4科で、

東京都において唯一畜産を学べる学校として、今

年度で 60年目を迎えた。

　畜産科学科では 2年次より「酪農類型」「養豚

類型」「実用動物類型」の 3つの類型を設け、そ

れぞれ専門的な知識・技術の習得を目指した学習

に取り組んでいる。特に、平成 5年度にフェレッ

トやリスザルなど家畜以外の多種多様な動物を飼

育できる「実用動物類型」を設けたことにより、

畜産分野以外の動物飼育についても学習できる学

科となっている。

3　都立瑞穂農芸高等学校の酪農教育

　畜産科学科の酪農類型では、平成 21年度現在、

3年生 9名、2年生 9名の 18名の生徒が在籍し、

12頭の乳牛を飼育している。在籍生徒のうち東

京都内で酪農を営む後継者もいるが、多くの生徒

は農家以外の出身で入学して初めて搾乳を経験す

る者がほとんどである。平日の搾乳管理は、午前

搾乳実習のようす
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9時と午後 3時 45分の 2回、搾乳技術の習得を

目的に 2、3年生が輪番で行っている。

　また、休日における搾乳管理や育成牛の飼養管

理に関しては、生徒の自主的な実習（自主実習）

として実施している。そのうえ、酪農類型の生徒

は、自主実習として朝の 7時から約 1時間半、牛

舎にて朝の管理実習も行っている。早朝からの自

主実習のため、朝 4時頃起床し、始発の電車に乗っ

て登校してくる生徒もいるが、一つのことに夢中

に取り組む生徒たちの姿は、とても輝いている。

4　地域の教育力を活かした取組

　（1）獣医師との連携

　大動物への対応として、専門性をもつ獣医師に

市民講師として授業を担当してもらっている。聴

診器を使っての実習や牧場における手術見学な

ど、その授業内容は多岐にわたっており、獣医師

と連携した特色ある授業を展開している。

　（2）青梅畜産センターとの連携

　安全な畜産物の安定生産技術の開発等を行う青梅

畜産センターに生徒が行き、先端技術の学習や採卵

実習などの実習を行っている。これにより学校では

実施できない技術の習得が可能となっている。

　（3）日本獣医生命科学大学との連携

　3年生の「課題研究」では、一人 1テーマで乳

牛の研究に取り組んでいる。研究を科学的に進め

るため、日本獣医生命科学大学と連携し、大学の

先生方から助言をもらっている。また、平成 20年

度には共同研究という形で関東畜産学会において

発表も行っており、生徒たちの自信につながった。

　（4）東京都内の酪農家との連携

　乳牛共進会（乳牛の美牛コンテスト）への参加

は、学校だけで取り組める行事ではなく、大会前

の練習期間中には多くの酪農家を本校に招き、牛

の引き方などについてアドバイスをもらってい

る。また、夏季休業期間には、生徒が酪農家のも

とで牧場実習を行っている。このような酪農家と

の交流から生徒たちは多くのことを学び、刺激を

受け、酪農の魅力を感じるようになる。そして、

将来酪農家になることを目指す生徒たちが徐々に

増えている。

5　まとめ

　今回は所属校の取組事例を紹介したが、都内の

農業系高校では、同じように農家や地域、大学や

小、中学校と連携した取組を積極的に行っている。

また、農家などの専門家や大学等の上級学校と連

携した取組は、生徒たちの知識・技術の向上につ

ながる大切な経験であり、今後も農家や地域の教

育力を活用した農業教育が必要不可欠である。さ

らに、幼稚園や小、中学校等との連携において、

生徒たちが習得した知識・技術を活用して児童・

生徒に農業体験を指導することは、豊かな心や協

調性を育むとともに、自分たちの知識・技術を再

確認することのできる貴重な機会にもなってい

る。また、東京都公立高等学校長協会農業部会に

おいて、平成 17年に東京都公立農業高等学校改

革プラン「アクティブ・アグリスクールプラン」

を策定し、地域連携・地域貢献の推進を掲げたこ

とは、強力な後押しとなっている。

　以上のように、農業系高校では関係機関との連

携を図り、興味・関心を高めるとともに専門性の

高い農業教育を実践しているが、今後は一層の農

業教育の充実を図るため、地域等との連携システ

ムを構築していく必要がある。

分娩実習のようす

乳牛共進会の 1コマ
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1．学校の概要

　本校は、昭和 38 年に創立された江戸川区内唯

一の専門高校であり、機械科、電子科、建築科の

3 科を設置し、地域に根ざし、地域に密着した様々

な形で、地域に貢献する専門高校を目指し、これ

まで様々な取組を行ってきました。

　このような取組を通し、地域との一体感や生徒

の学習意欲を高めることで帰属意識が高まり資格

取得や部活動に励み、中退者が減少するなど大き

く教育効果をあげてきました。同時に地域からの

信頼を得て、幼稚園や小・中学校などから、本校

の施設や設備を活用し「ものづくり教育」への参

加も年々増えてきました。　

2．第 7回　東小松川工場会見学会について

　本校機械科では 3 年次に「課題研究」の授業の

一貫として、東小松川工場会の協力を得て見学会

を実施しております。この見学会は平成 15 年度

より実施し、今年で 7 回目を重ねて 15 社以上の

企業を見学させていただき、これまで 30 社以上

の企業に御協力を頂きました。見学会の内容は、

午前中に各グループが 4 社の企業を見学し、午後

は講演会を実施していただいております。見学に

際し事前指導として、挨拶の仕方、見学時の心構

え、見学コース・質問事項の下調べなど機械科並

びに担任から綿密に指導を行っています。当日の

朝は点呼・注意後、課題研究のテーマ班ごとに分

かれ見学先の企業へ向かいます。協力企業は中小

企業が主であり、直接、生産現場の様子、職人の

技術等を間近に見ることができます。普段、授業

では見たことのない機械やその加工方法など、生

徒達は驚きと感動の連続でした。見学時には企業

の方から仕事の内容や就職する時の心構えなど、

社会人としてのマナーなど貴重なお話を聞くこが

でき、いわゆる大企業の見学とは違い、生の生産

現場を見てその場で質問するなど多くの事が学ぶ

ことができる貴重な見学会でした。

　午後は講演会場へ移動、講演会では工場会の企

業主による講演や、特別講師によるコミュニケー

ション講座など、現在の社会情勢や企業の役割と

いったお話し、仕事に対する心構えなど、多岐に

わたって企業主より貴重なお話しを聞くことがで

きました。特に特別講師によるコミュニケーショ

ン講座では、実技を取り入れながらわかりやすく

コミュニケーションの大切さについてお話しを頂

きました。内容は、生徒が社会に出た時に役立つ

実践的な内容であり、生徒達も非常に興味を持っ

て見学会に参加しておりました。見学会終了後、

生徒は報告書を書き、それを製本してご協力いた

だいた各企業へ配布し、ただ見せて終わりの一方

通行の見学ではなく、その結果（感想文）をすぐ

地域密着型の学校教育活動

　　　　 東京都立葛西工業高等学校長　平林　　博　

企業現場での説明
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に報告することができるので、企業の方からも、

御高評をいただいています。

3．課題研究での「製品製作」について

　同じく機械科の課題研究では、企業の製品を受

注して本校で加工するテーマを行っています。

　これは「受注」→「試作品の製作」→「検査」

→「受注品の製作」→「納品」を生徒自身が行う

起業育成の授業です。受入企業は東小松川工場会

の会員企業主に御協力をいただきました。

　生徒は実習で使用している機械をリストアップ

し、企業に訪問して受注のお願いをします。企業

はそれらの機械で加工可能な製品を選択し、生徒

に発注します。その際、図面を見ながら加工方法

の確認や材料の手配、納期などを打合せを行い、

本校の工場で試作品の加工に入ります。必要な材

料を切断し、CAD ／ CAM で図面作成・加工デー

タの変換を行い、マシニングセンタ等の工作機械

で加工し、完成した部品を組み立てた後、企業担

当者の検査を受け、合格であれば受注した数の製

品製作に入り、不合格の場合は改善を行い、再度

検査を受けます。殆どの場合、合格することが難

しいです。製品表面の傷、組立精度等、その厳し

い検査に生徒達は驚き、学校と企業の現場との違

いを大きく学び知ることとなります。また、この

一連の流れの中で生徒は頻繁に企業担当者と打合

せを行い、電話での応対や、訪問時の挨拶など、

改めて社会的常識の必要性を感じることが出来ま

した。製品が完成して納品時には、ディスカッ 

ション形式で発表を行います。生徒は製作の感想

や問題点などを発表し、その問題点について企業

の方から改善する点や授業全般について講評を頂

きます。生徒は完成までの苦労と同時に、製品を

つくりあげた達成感を感じ、喜んでいる生徒が多

いです。また、生徒の真面目に取り組んでいる様

子を見て、企業の方からも良い評価を頂き今後も

継続していきたいと考えています。

4．地域密着型の学校づくりを目指して

　本校は、地域に根ざし、地域に貢献する工業高

校を目指して様々な取り組を行っています。

　その内容は、江戸川区主催事業への参加や協力、

江戸川区との共催事業、近隣の小・中学校との連

携、幼稚園・保育園児への環境教育、商工会議所

江戸川支部や地元中小企業との協力など地域への

協力の形は様々です。

5．江戸川区及び地域と主な連携事業

　①一之江駅西口春祭り②一之江駅西口広場イル

ミネーション点灯式③江戸川区緑の花まつり④

第 33 回緑のフェスティバル⑤環境フェア in2009   

⑥金魚祭り⑦道の日キャンペーン⑧江戸川区民ま

つり⑨産業ときめきフェアなど特に工業高校なら

ではの特色のある活動として、手作りホバークラ

フトに子供を乗せたり、ミニ遊園地の展示、二

足歩行ロボットのデモ、電気自動車の走行、マ

シンクラフト部の生徒が参加し、作品展示やペー

パークラフト、ガラスコップへのサンドブラスト

加工、LED の点滅回路やキーホルダーの制作な

どを行い、「ものづくりの楽しさ」を伝えてきま

した。

　今後とも、専門高校の特色や教育活動を地域に

大きく広報し、工業の良さを訴え「ものづくり教

育」の楽しさを共有できる地域の拠点基地として

努力していきたいと考えます。

マシニング機械の操作
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商 店 と の 連 携

　　　　 東京都立第四商業高等学校副校長　島村　英一　

はじめに

　東京都立第四商業高等学校は、練馬区貫井の閑

静な住宅街にあります。情報処理科のある商業高

校であり、コンピュータの設備も充実しています。

また、クラブ活動が盛んで東京都部活動推進指定

校でもあり、商業高校ではめずらしい男女の割

合が 5：5と活気のある学校です。

　平成 20年度入学生から新しいカリキュラムを

導入しました。それまでになかった、小学科でし

か選択できないような選択科目を設け、それぞれ

の専門分野を発展的に学ぶことができるような教

科から、コミュニケーション能力、ビジネスマナー

などを学ぶことができる教科まで幅広く網羅し、

将来自分がどうなりたいか、そのためにはどのよ

うな学習をすべきかを考えたうえで受講させ、卒

業後の進路で活かしてもらえるような環境作りに

力を入れてきました。

1　「文書デザイン」による商店街との連携

　新しいカリキュラムの中でも、この文書デザイ

ンは以前から 2年、3年に設置されている科目で

した。（2回は受講できず）しかし、今回の新カ

リキュラム導入に向け、更に実践的な経験をさせ

たいということで近くにある富士見台商栄会の協

力を得て、飲食店のメニュー作成を行いました。

また、この協力がきっかけとなり、年に 4回行わ

れるイベント、歳末大売り出し、春まつり、中元

売り出し、秋まつりのポスター作成の依頼を受け、

毎回優秀作品が店頭に貼られるとともに、新聞折

込広告として活用されています。

　さらに、商店街との連携が出来た中で、本校の

吹奏楽部がイベントで演奏をするなど、より深い

つながりもでき、今後も期待できます。

2　「課題研究」ホームページ作成による商店のサ

イト作成

　昨年度は文書デザインと同じく、商店街の協力

を得て 10店舗のサイト作成を行いました。

・内容

　1班 4，5人のメンバーで構成し、担当店舗を

割り当て、取材から CD－Rでのサイト納品を行

いました。

・手順

　①　取材に関する準備

　　あらかじめ聞く事柄、撮影道具の準備

　②　取材

　 　各店舗への取材を行いました。インタビュー、

商品の写真撮影などです。

　③　サイトの企画

　 　レイアウト、内容のヒアリングを教員が行い、

追加すべき内容などを提案。特にクライアント

（店舗）からの要望を尊重したデザインなどを

イベントのポスター
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確認し、班で共通理解が取れているかも確認し

ます。

　④　サイト作成の役割分担

　 　サイトの作成にあたって、担当ページの確認、

写真などの素材関連を担う者、別々に作成した

ページを誰が統括するかなどを班で話し合い

ます。

　⑤　サイトの作成

　 　各班計画を基にページの作成にあたっている

か、また、盛り込むべき内容を再度話し合いな

がら進めていきます。

　⑥　サイトの確認

　 　特にリンクが正確に張られているか、著作権

など問題はないか等、閲覧する立場から改善す

べき点を指摘し、調整を行います。

　⑦　各店舗へ確認

　 　ノート PCを持参し、追加すべき点や改善す

べき点、その他指示を受けます。

　⑧　微調整

　　 指示を基に最終的なサイトの作成を行います。

　⑨　サイトの最終確認

　 　各店舗からの指示内容と一致しているかどう

かを客観的な視点で判断し、改善調整を行い

ます。

　⑩　サイトの納品

　 　CD－Rに、各店舗がリンクしてあるトップペー

ジから、各店舗へのサイトを閲覧することができ

るものを入れ、店舗に持っていきます。

　 　生徒に対して直接お店の方から講評をいただ

きます。

3　反省点と今後について

　①　クライアントのコミュニケーション

　 　本来の目的である、クライアントの指示通り

のサイト作成、更新を早めに行い、ビジネスラ

イクでのコミュニケーションを取れるように工

夫をします。また、担当教員自身もクライアン

トとのコミュニケーションを多くとり、多忙な

中でも生徒にアドバイスや指摘をしていただく

ようにお願いします。

　②　企業のホームページを作成するという認識

　 　「生徒作品」という形で、インターネット上

に実際にアップし、サイトを作成する責任感を

持たせます。また、本年度は西武池袋線沿線に

支店を構えるパン屋さんのサイトを作らせてい

ただくので、原料・流通ルートなどのこだわり

や経営理念についてお話いただく時間を設け、

企業の一員という気持ちで作成に臨ませるよう

指導していきます。

　 　店の方からも架空のページでなく、本当に店

の紹介をするページということでアドバイスや

指示をいただけるという承諾を得ました。

おわりに

　ビジネス教育の中で、コンピュータはもはや、

使い方のスキルを身につけるだけでは意味がなく

なってきています。そのスキルをどう活かすか、

また、外部の方との接触によって、自己の作品に

どのような課題があるのかを考えていくことで、

いま最も必要とされる「コミュニケーション能力

の育成」を図ることが期待できます。そして、生

徒自身が自己の作品が役に立つことで自信を持

ち、社会への責任感も生じ、進路活動への意識も

高まると感じています。都立の商業高校は、地域

連携や商品開発に力が入り、さまざまな工夫をし

ています。各科目にこそ「デザイン」や「ホーム

ページ」という名前がついていますが、特に 3年

生においては、科目のスキルだけ切り離した考え

方でなく、商業の基本科目である「簿記」や、「マー

ケティング」などの知識、その他商業全般の科目

ともリンクした内容でなければならないと考えて

います。企業の方とのコミュニケーション能力の

育成や、生徒一人ひとりが課題を見つけ、それを

一つ一つ解決していくことに重点をおいた授業を

今後も推進し、地域との連携をさらに強めて行き

たいと思っております。
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はじめに

　本校は、平成 16 年に国際標準化機構が定めた、

環境マネジメントシステムに関する規格「ISO 

14001」の認証を都立高校で初めて取得した。電

気使用量やゴミの削減などを念頭に、様々な環境

活動を生徒・教職員が協力して取組んでいる。

　ここに、活動の一部を紹介する。

1　ISO レンジャーの活動

　本校では毎年様々な地域での行事に、ボラン 

ティアとして参加しているが、中でも、「ポレポ

レエコ祭り」や「大田子どもガーデンパーティ」

「大田フェスタ」などの地域行事において、生徒

達が赤・青・白・緑・ピンクなどのマントに身を

包んだ「ISO レンジャー」に扮し、手話の寸劇を

行っている。地域の子ども達に環境の大切さを啓

発する活動で、本校の体育祭や文化祭でもおなじ

みの光景である。あわせて行う地域行事でのワー

クショップでは、福祉や保育の授業で出たクラフ

ト紙の切れ端を再利用し、クラフトパンチやギザ

鋏などを活用し、オリジナルエコワッペンやミニ 

カードなどを、生徒が先生になって子ども達に教

えている。普段ではゴミになってしまうような紙

の切れ端が、切ったり貼ったりを繰り返すことで、

オリジナルの作品に仕上がることで、ものつくり

の楽しさを知ると共に、作品に愛着を持つことに

より「もったいない」の精神にも繋がっていく。

2　青空染色

　青空染色では、熱を使わない、天然藍の染色指

導を、生徒達が小学校や児童館等で行っている。

着古した T シャツなどを、身近にある輪ゴムや割

箸、ビー玉や石ころなどを使って絞り染めにし、

オリジナルの T シャツができる。空気による酸

化で、染液から引き上げた T シャツが緑色から藍 

色へ変化していく様子を、参加した児童達は興味

深い様子で観察していた。シミが付いた T シャ

ツも染め直すことで新たなシャツとしてよみがえ

ることが出来、子ども達にも保護者の方にも好評

な活動である。出前もするが、本校を会場に行う

青空染色には、隣の小学校から多数の子ども達や

保護者が体験に訪れている。

3　スーパーエコタウン事業施設見学

　スーパーエコタウンとは、東京都が循環型社会

への変革を推進することを目的に、都有地を活用

して、民間事業者が主体となって運営している廃

棄物処理・リサイクル施設タウンのことである。

　毎年、東京都が実施するスーパーエコタウン事

業施設見学会に本校生徒が参加し、リサイクル施

設を数カ所見学している。事業系のゴミの処理工

場であるが、中には粉塵にいたるまで徹底された

リサイクルもなされており、生ゴミから家畜飼料

の原料を製造する工程など、普段では目にするこ

との出来ない様子が学べている。東京都 23 区の埋

め立て地は残り少なくなっており、家庭ゴミのリ

サイクルについても考えるきっかけとなっている。

4　綿から糸へ　そして布へ　　　　　　　　　

　様々な本校における教科「家庭」・「福祉」にお

ISO 14001を取り入れた環境教育の実践

　　 東京都立つばさ総合高等学校主任教諭　田村　祥子　

青空染色を終えて
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ける教育内容で、特に力を入れているものに、「綿

から糸へ・そして布へ」がある。校庭の片隅を耕

し、綿の種をまき、育てた綿を用いて糸を紡ぎ、

精錬して染め上げ機織り機で織り、布にするとい

う取組である。本来花壇であった土地ではなく、

瓦礫だらけの土地を「社会福祉演習」や福祉部

の生徒達が掘り返し、「家庭」科目で出た調理実

習の生ゴミなどを堆肥に、畑作りを進めてきた。

都会育ちの生徒達にとっては、草むしりや様々な

虫との遭遇、畑の主の土蛙との対面などなど、時

に奇声が飛び交うこともあるが、合間あいまに草

遊びをしたり、草むしりで摘み取ったヨモギを

使ってヨモギ団子作りをしたり、空いたスペース

で小松菜や芥子菜・蕪・ウコン・藍などを育てた

りと、都会の中の小さな自然体験を楽しんでいる。

　農業体験とまでもいかない、小規模な活動では

あるが、将来保育や福祉に関わる進路を希望する

生徒が多いことから、様々な経験をすることで、

資質が高まると考えている。春に蒔いた綿は花を

咲かせ、8 月末から白や茶色・緑の綿をはじかせ

る。これらを「綿繰り機」で種を取り除き、カー

ディングをして、140 ～ 150 年も昔の糸車を使っ

て綿から糸を紡ぐのである。最初は「出来ない」「無

理……」などの声が飛び交うが、そのうちに 1 時

間もすると静かになり、手の中からスルスルと糸

が紡ぎ出されていく。

　紡いだ糸を使っての織物体験や、古着を裂いた

ものをヨコ糸代わりに織り上げる「裂き織り体験」

などを通じ、ものを作り上げることの大変さを知

ることで、改めて「ものの大切さ」について考え

るきっかけに繋がる。

　以前「私作る人あなた食べる人」というキャッ

チコピーが物議をかもし出したことがあったが、

地産地消が叫ばれる今、食べ物に限らずすべての

ものに、作り手がいて使い手がいるから社会が廻

っている。作り手と使い手の関係がもっと素朴だ

った時代のほのぼのさや、誰かの為に何かを作る

時の愛情を持った気持ちなど、あたりまえのよう

で忙しい生活の中で忘れてきてしまった何かにつ

いて、次代を担う子ども達が考えるきっかけにし

てほしいものと考え取り組んでいる。

　これらの活動は、毎年本校を会場に実施して

いる「高校生環境サミット in Tokyo」においても、

ワークショップの 1 つとして家庭クラブのコー

ナーで紹介しており、「綿繰り体験」「糸紡ぎ体

験」「機織り体験」は毎年好評である。

5　小学校の国語科の教材「狸の糸車」での実践

　隣接する区立小学校の授業を本校で実施する

時間を設けて頂き、小学校で育てた綿を使って

児童達に本校生徒が糸紡ぎや機織りなどの指導

に当たっている。1 年生の児童達も狸のようにク

ルクルとした目で取り組むかわいいひとときで

ある。

おわりに

　生産者の見えにくい東京だからこそ、改めて

『ものづくり』を通じ人と人との絆や社会のつな

がりについて考えていくことは、次代を担う若者

達にとってとても大切なことと考えている。今後

も、本校 ISO 活動を含め、環境に対し考えてい

ける生徒の育成に努めていきたいと思っている。

校庭の草遊び

高校生環境サミット in Tokyo 綿繰り体験
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1．はじめに

　本校は、伊豆大島に位置し、全都から生徒を募

集しているため、多くの生徒が寄宿舎生活をしな

がら学んでいる。また、前身を都立大島南高等学

校海洋科・普通科校の併設校とし、平成 18年度

の新たな海洋教育を目指した学科改編により都立

大島海洋国際高等学校となった。この春に第一期

生を出したまだまだ若い学校である。

　『海を通して世界を知る』新しいタイプの国際

教育「海洋国際教育」を基本コンセプトに、

○ 　世界の中の日本人としてのアイデンティティ

を育み、国際人としての資質・能力を育成。

○ 　三年間を見通した系統的進路指導を通して進

路・進学指導を重視。

○ 　産・学・公・地の連携と地域への貢献。

を基本方針として教育活動を行っている。

　今回、本校が取り組んでいる企業・大学・地域

との連携した教育活動について概要を報告させて

いただく。

2．企業との連携（インターンシップ）

　今日のキャリア教育を推進する上で、本校にお

けるインターンシップは重要な位置付けとなって

いる。特に自分の将来設計を苦手とする生徒が増

えている今日、実際の職業現場を知ることは、自

己の職業適性や人生設計を考え、さらには生きか

たそのものを考える良い機会である。

　具体的には、第 2学年において「総合的な学習

の時間」の授業の一環として、勤労観・職業観を

深化させることを目的として実施している。また、

実施時期は、他府県や都区内も含めた就業体験を

行うため、長期休業期間（夏休み）を活用して 8

月に 2日間実施している。

　就業体験先は、本人の希望を第一とするため、

北海道・新潟・埼玉県・千葉県など都内とは限ら

ない。業種や体験内容は水族館や動物園での動物

や海獣の世話や清掃、病院での看護師体験、船会

社での乗船と接客業務、福祉施設での介護補助、

保育園での子供の世話、美容室での補助業務、山

小屋での清掃作業、入国管理局、すし店での接客

業務、中には漁師体験等、生徒はさまざまな体験

をしている。本校でのインターンシップは、前述

したとおり、職業調べから希望先への電話での問

い合わせ、その後の具体的スケジュール打合せ

は、本人にさせ、体験終了後の礼状、送付等一連

の流れも含め基本的に生徒が主体的に行ってい

る。（学校としては体験の確認の連絡と公文書の

発送等打合せ。生徒に対しては事前ガイダンスと

事後指導）

　このように、生徒自らが興味・関心を持って調

べ、自ら望んだ体験先であるので、インターン 

シップ終了後の企業等アンケートでは、「実習に

取り組む姿勢はとても真面目で積極性もありまし

た」「真剣に職場体験研修に取り組み、好感がも

てました」「じっくりと物事に向かっていける人

材は企業として一番必要とした人材です」と概ね

生徒は好印象を与え、一方、「職業として意識の

高い方でしたので、受け入れ側が、逆に良い刺激

を与えていただきました」「都会の子どもという

意味でもっとすれているかと思ったが、素直で、

マンネリ化している職場に少しスパイスが入って

良かったです」と職場にも影響を与えることがで

きたようである。また、「社会というものをまだ

知らない学生さんに対し、「働く」ということの

都立大島海洋国際高校における企業・大学･

地域との連携に支えられた教育活動

　　 東京都立大島海洋国際高等学校長　橋本　　昇　
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大変さを知ってもらうとても良い機会となったと

思います。我々としても、意図的に大変な部分を

多く見てもらうようにしましたので、学生さんの

将来に役立てればと思いました」というアンケー

トの感想は、アルバイト感覚では得られない、生

徒にとっては、本当の意味での「社会を知る」と

いう良い経験になったと思っている。

　インターンシップは、企業・学校・生徒それぞ

れのメリットや実施の目的がある。本校でのイン

ターンシップは当初の目的を充分に果たしている

が、これも、就業体験先として生徒を受け入れて

くれる企業があってこそ実現できるものである。

感想のひとつに「貴校の生徒さんは始業前、退社

時きちんと挨拶ができて気持ちがいいいですよ」

というものもあった。コミュニケーションの最も

基本である。ここから人との関わりが始まる。こ

れらが何気なくできる生徒を育てながら、今後も

企業との連携を推進し、協力をお願いしたい。

3．大学との連携（高大連携）

　東京海洋大学、東海大学海洋学部、首都大学東

京と教育交流に関する覚書等に基づいて、大学主

催の海洋に関する特別プログラムへの参加、大学

の先生による出張講義などの高大連携事業を推進

している。島しょにあるため、平日や土日で開催

される講義には出席できないが、夏季休業日中に

開催される集中講義には、積極的に参加してい

る。特に東海大学の集中講義受講者は「大学等

における学習」1単位として学校での単位認定も  

行っている。首都大学東京都市教養学部とは本校

の施設と寄宿舎を活用した実習実施、参加生徒へ

の教授による講義等をお願いし、また、平成 17

年には同大学を中心とした「海の恵み～豊かな藻

場の回復を目指して～」大島シンポジウムに本校

生がアントクメプロジェクトチームを編成し、実

習で習得したダイビング技術を活用して、伊豆大

島周辺におけるアントクメの生息域調査を行い発

表した。さらに、国際教育の一環として、本校の

実習船大島丸で大韓民国に寄港し、姉妹校の提携

校である国立釜山海技高等学校や釜慶大学校での

交流会などを通し、国際教育も実施している。国

内での高大連携での生徒の進路意識の高まりや進

学意欲の向上、進学先として選択していること。

また、海外での交流を通して日本人としての自分

を知り、日本を知る。異文化を理解し、それを尊

重することなど国際感覚も育っていることなどに

より、高大連携の成果は大いに上がっている。

4． 地域との連携（「奉仕体験活動」と「ボランティ

ア活動」）

　「地域社会、または国や社会という広い社会に

貢献する活動」を実践する場として、教科「奉仕」

の体験活動として、学校周辺地域、普段実習等を

行っている波浮港や海岸、また、都区内への帰省

時にお世話になる出帆港での清掃活動等を行って

いる。この活動は部活動単位で自発的にも行われ

るようになった。その他には、寄宿舎生が土日の

休みの日に地域で行われる行事（福祉まつり・地

域の草刈・盆踊りなど）へ積極的に参加している。

また、島の移動図書館（自動車）での読書活動へ

のお手伝い参加。さらには、本校ボランティア部

の 16年間に渡るアルミ缶回収活動（地域の方が

持ち寄っていただいたものがほとんどであるが）

とその売却金で、毎年車椅子を購入し、島の福祉

協議会を通して、老人ホーム等へ寄贈している。

今年は 50台目の車椅子を寄贈することができた。

　これらの活動は地域から高い評価をいただいて

いる。

最後に

　以上のように、本校では様々な形で企業・大学・

地域と連携している。この 4月に本校に着任して

数ヶ月経つが、本当に企業・大学・地域等に支え

られている学校だと感じている。特に地域の皆さ

まには厳しくも温かい目で見守っていただいてい

ると痛感している。

　学科改編後 4年目でまだまだ試行錯誤の面も

あるが、企業・大学・地域との連携を今以上に深

め、信頼を得ながら次代を担う人材を育てていき

たい。
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はじめに

　東京都立若葉総合高等学校は多摩地区初、都立

で 4校目の総合学科高等学校として、平成 17年

4月に開校した。

　文部科学省は高等学校教育の改革推進について

第四次報告の中で、総合学科における教育の特色

として、次の 2点をあげている。

　・将来の職業選択を視野に入れた進路に対する

　　自覚を高めさせる学習を重視すること。

　・生徒の個性をいかした主体的な学習を通して

　　学ぶことの楽しさや成就感を体験させる学習

　　を可能にすること。

これらの特色をふまえた学習活動を展開するため

に、総合選択と自由選択科目を合わせて、4系列

14分野で 120余りの講座を設置している。

　地域との連携について、人間探究系列「看護・

福祉」分野の実践を報告する。

1　「産業社会と人間」から選択科目へ

　総合学科高等学校の必履修科目である「産業社

会と人間」を 1年次に履修させる。自己啓発的な

体験学習や討論、職業研究などを通して、自己を

探究させ、2年次以降の選択科目を考えさせてい

る。この「産業社会と人間」の「マイライフプラ

ン」は、職業人や企業 OBの方に話をうかがった

り、進路先を見学したり等の学習を通して、自分

の夢や将来を模索、検討し、プレゼンテーション

をするものである。

　この授業を通し、生徒は多数ある選択科目の中

から自分の進路に応じた科目を 4系列 14分野の

中から系統的に履修していく。

　総合学科においては、この科目選択が非常に重

要であるが、これを「産業社会と人間」が支えて

おり、さらにこの授業の展開においては、地域の

職業人や、企業・大学等の人々の協力が不可欠な

ものになっている。

2　選択科目　人間探究系列「看護・福祉」分野

　（1）「看護・福祉」分野の科目

　2年次に「社会福祉基礎」、「基礎看護・介護」

3年次に「社会福祉実習」、「看護・福祉・医療」

の 4科目を設置している。開校準備時の教育課程

編成の段階からホームヘルパー等の資格取得が可

能な科目の設置についての検討がなされたが、専

門学科とは異なる、総合学科の選択科目としての

「看護・福祉」の科目であることを尊重し、授業

内での資格取得は行わない方針で開校当初から教

育内容の構築に努めてきた。

　（2）科目のねらいと他教科との関連性

　看護や福祉に関する基礎的な知識と技術の習得

を中心に福祉の理念を理解させるとともに、自己

理解や職業理解を深めることにより自己実現につ

なげていくことをねらいの柱にしている。

総合学科高校における地域連携の意義

　　　　 東京都立若葉総合高等学校主任教諭　北山　富美江　
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　看護や福祉分野の進学先は、資格取得を目指す

カリキュラム内容であることが多く、就業まで考

えた進路選択が必要とされる。したがって、しっ

かりとした職業観を形成させておくことが非常に

重要である。

　図 1 は「看護・福祉」分野の科目と他の科目等

との関連を示したものである。必修科目をはじ

めとする各科目と 2年次の選択科目が将来の進

路を支える「根」になり、その上に 3年次の選択

科目が「幹」となって伸びていくのであるが、そ

の「幹」を太く、しっかりとしたものにしていく

ために「地域との連携」が重要であると考える。

3　地域との連携

　（1）地域の人材活用

　「基礎看護・介護」「看護・福祉・医療」の授業

については、臨床経験の豊富な看護師の市民講師

による基礎的な看護技術や医療関係職業倫理等の

講義を中心に授業を組み立てている。さらに、特

別養護老人ホームに勤務されている介護福祉士に

よる介護技術指導等の実習を通して、看護と介護

との違いを学び、職業人としての経験談を聞くこ

とにより、職業理解を深めることができている。

　また、聴覚障害や視覚障害のあるかたを講師と

して障害の特性に応じた生活の工夫やガイドヘル

プ、手話を学習する授業も実施した。障害者と交

流することで、障害に対しての理解が深まり、自

分達にできることが明確になった。

　（2）高齢者施設との連携

　徒歩 10分弱のところに地域サービス福祉セン

ターの機能を果たす高齢者施設がある。高齢者福

祉に関することはこの施設に全面的な協力を得て

いる。施設を訪問させていただいたりして、介護

職員や専門学校や大学からの実習生を指導する職

員から指導をうけている。

　（3）障害者施設との連携

　学校から徒歩圏内に知的障害者の施設がある。

この施設は、成人の入所施設をはじめ、知的障害

児の就学前指導や就労支援事業等、知的障害者の

地域における福祉サービスの大半を担っている施

設である。これらの施設の見学を始め、知的障害

者との交流を通して、障害の正しい理解につなげ

ている。また、幼児から成人までを対象とした施

設であるので、年齢に応じたサービスの必要性を

理解することもできる。

　（4）病院との連携

　授業時間内の見学等は困難であったが、長期休

業日を中心に、病院でボランティア形式で看護師

等の手伝いをさせてもらっている。3日間以上連

続して参加することを条件にしているが、生徒が

希望する職種に応じて、リハビリ室や病棟など配

置を配慮してもらっている。医療・介護系の進学

を考えている生徒にとっては、この経験が進路先

を決定する大きな手がかりになっている。

まとめ

　以上が「看護・福祉」分野の科目における地域

連携の実践報告である。しっかりとした職業観を

育て、職業人としての理想の姿を形成させること

が、進路実現につながっていると考える。地域と

の連携の中で、生徒は多くの人と出会い、様々な

人々の生き方を知ることができる。そして、その

中で自分を見つめ直し、自分の生き方を考える。

専門的な知識や技術の習得に向けて、しっかりと

した土台づくりを行うために地域との連携は不可

欠であると考える。

視覚障害者との授業風景

視覚障害とガイド
ヘルプ体験

視覚障害と
音声パソコンの体験
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1．はじめに

　本校は明治 30年 6月 5日に、日本初の鉄道学

校として創立し、その後、岩倉鉄道学校から現在

の岩倉高等学校へと名称を変え、今年度で創立

113周年を迎える高等学校である。機械科・運輸

科・商業科という専門課程 3科に、普通科を併設

した 4つの科と 7つのコースを持つ総合高校であ

り、運輸科を中心とする鉄道及び鉄道関連企業へ

の就職を目指している生徒達は、その目標達成の

ため日々努力し、充実した生活を送っている。本

稿では、鉄道企業との関わりを、『鉄道実習』と

いうインターンシップ科目を中心に、どのように

連携しているかを報告する。

2．カリキュラム上の扱い

　ここ数年、インターンシップ（就業体験）と

呼ばれる企業との連携は、大学のみならず高等

学校においても重要視され、実施校の数も専門

課程を持つ高校を中心に増加している。高校に

おけるインターンシップの位置付けは、カリキュ

ラム上で単位認定されているか、されていない

か。また、卒業単位として含まれるか、含まれ

ないかという部分で学校により様々である。本

校の場合、創立当初の目的が、鉄道員の養成と

いうこともあり、就業体験授業は、『鉄道実習』

という希望選択科目として、古くから単位認定

した上で実施していた。その後、近年のインター

ンシップの重要性に鑑みて、平成 18年度から卒

業単位に含まれる希望選択科目『鉄道実習』と

して再出発した。なお、その他詳細は次の通り

である。

1単位認定の根拠としては、35単位時間（50分

×35＝ 1,750分）は、次の計算により、十分クリ

アできる。

　校内での事前・事後指導　計 5回

　50分 ×5回＝ 250分

　実習期間は休憩を除いた 7h /日として

最低の 4日間を例にとると

　7h×60分 ×4日間＝ 1,680分

　よって 250分 +1,680分＝合計 1,930分

3．企業連携の取組、実績及び成果

　本校において企業連携という名称で協力してい

ただいているのは、東海旅客鉄道株式会社（ JR

東海）と、東日本旅客鉄道株式会社（ JR東日本）

である。なお、JR東日本においては、東京支社・

八王子支社・大宮支社・千葉支社と横浜支社の 5

つの支社に協力いただいていて実習駅の総数は

35～ 40駅となる。鉄道企業への実習参加は、一

般のお客様への接客が中心で、責任を持った説明

と対応が必要である。お客様は実習生だからと

いって間違った案内を許してはくれない。それ

どころかその不満は、JR各企業支社への苦情と

岩倉高等学校における鉄道企業との連携

　�インターンシップ（就業体験）科目『鉄道実習』�

　　　　 岩倉高等学校教務部長　志賀　保美　

H17まで H18から

実 施 学 年 1年生 2年生

実 施 時 期 7月下旬～ 8月中旬

実 施 期 間 10日～ 14日間 4日～ 10日間

実 習 時 間 9:00～ 17:30 9:00～ 17:30

単 位 数 1単位 1～ 2単位

単 位 認 定
する　　　
卒業含まず

する　　
卒業含む

生 徒 人 数 200～ 300名 150～ 200名
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なってしまう。鉄道会社の現場（各駅）におい

ても、「参加期間は社員同様の扱いをするので責

任感を持って勤務して欲しい」とのリクエストが

あり、それを受けて学校内でも事前授業を実施し

ている。なお、校内における事前授業 5日間の内

容については下の表を参照

　最終的な評価は、出欠席・実習日誌に加え複数

の教員による駅巡回チェックと企業側担当者のコ

メントにより、年度末に 5段階評定をつけている。

4．おわりに

　本校で実施している『鉄道実習』について企業

の捉え方は様々で、そのいくつかを紹介する。

　①「移動手段が多岐にわたる現在、高校生対象

のインターンシップを通して、鉄道全般のファン

ではなく、この会社のファンとなって欲しい」

　②「短い実習期間ではあるが、単に鉄道が好き

だからではなく、この会社が取組んでいるブラン

ド力向上を、強く意識し理解して欲しい」等、授

業の一環としての就業体験の中に、今後も鉄道を

たくさん利用して欲しいといったお客様としての

ものと、将来鉄道マンになる可能性が高い生徒達

への期待といった、先を見据えた考えとなってい

る。最後になるが、生徒たちが提出する実習ノー

ト（レポート）の感想欄には、実際の接客案内業

務を経験したことによる初日の緊張感やお客様に

説明することの難しさ・責任や働くことの重要性

が皆同様に記入されている。この経験が、翌年の

進路先決定に際して大きな意味を持つということ

が感じられる。

JR 東日本　品川駅　　接客時の様子

　つぎに、実習中（午前・午後）のスケジュール

は、次の通りである。

鉄道実習　校内履修計画

項　目 内　　容

5 30
第 1回

ガイダンス

詳細説明・履修再確認

○実習駅・期間・評価等

7

13
事前授業

1日目

「実習中の注意事項」

○勤務態度のポイント

14
事前授業

2日目

「挨拶について」

○挨拶・言葉づかい

16
事前授業

3日目

「事前学習・身だしなみ」

○予習事項確認・服装説明

17
実習前最終

ガイダンス

○頭髪・服装・持ち物確認

○時間・集合場所再確認他

JR 東日本　横浜支社横浜駅の場合

1 日目
午前：オリエンテーション・駅構内見学

午後：駅周辺施設覚え・お客様案内

2 日目
午前：ホーム見学・券売機前お客様案内

午後：改札前お客様案内・駅設備見学

3 日目
午前：駅設備見学・お客様案内

午後：案内・人身事故時の対応学習

4 日目
午前：改札事務所内で案内

午後：自動券売機前でのお客様案内

5 日目

１日：横浜トレーニングセンター

　　　マルス端末操作・安全について

　　　運転士の仕事・非常停止ボタン取扱

　　　グループ発表など

6 日目
午前：タウン誌の取材・お客様案内

午後：お客様案内・日誌作成・反省
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はじめに

　本校は明治 34 年に設立され、以来百余年にわ

たって実学教育を実践し、産業社会の発展に寄与

してきた。従来の「商業高校」自体が組織改組を

進め、その学校数も減少傾向にある近年、首都圏

では唯一の私立共学商業高校として、これまでの

歴史と伝統を継承しつつ、21 世紀の時代と社会

に有用な人材の育成に主眼を置いた商業教育を展

開している。

　本校の進路状況は大学・短大進学約 50％、専

修・専門学校進学約 30％、就職約 20％という割

合で推移しており、商業高校＝就職という認識は

もはや過去の見解といわざるを得ない。しかし、

進学にしても即就職にしても近い将来社会の一員

として貢献していくことに変わりない以上、高校

時のキャリア教育は今後ますます重要視されるも

のと考えられる。以下、本校でキャリア教育の一

環として取り組んでいるジュニアインターンシッ

プ（就業体験）について報告する。

ジュニアインターンシップの意義

　近年、産業構造の変化や雇用の多様化等により

若者の進路の環境は大きく変化している。同時に、

社会人となるにあたっての規範意識の希薄化、早

期離職率、フリーター・ニートの顕在化等も社会

的な問題として浮き彫りになっている。とりわけ、

新規高卒就職者の入社後 3 年以内の離職率は平成

12 年に初めて 50％を超えて以来、ほぼ横ばい傾

向が今日まで続き、明確な改善が見られているわ

けではない。また、フリーター・ニートに関して

も政府の施策「『若者の自立・挑戦アクションプ

ラン』の強化（改訂）」に基づく各学校の様々な

取組によって数こそ減少傾向にあるものの非正規

雇用社員のリスクを生徒がどれだけ理解している

かについては疑問の余地が残る。

　早期に離職する理由として上位に挙げられるの

は、「仕事があわない」、「家庭の事情」、「就労意

欲が乏しい」で、これら 3 つの理由での離職が離

職者全体の半数を占めていることを考えると「家

庭の事情」を除き、いかに本人の勤労観、職業観

が希薄になっているかがわかる。ジュニアイン

ターンシップは実際に企業の仕事を体験し、異世

代の人と接することによって勤労観、職業観を育

成するきっかけとなるものであり、また、早期に

実社会の一端に触れ、職業人としての自分を設計

する動機付けとなる意味合いでも意義のある良策

の一つとして位置付けられる。

本校での取組

　（1）ジュニアインターンシップの目的

　本校では平成 15 年から、「ジュニアインター

ンシップ（就業体験）を通して、生徒の的確かつ

実践的な職業理解を深めるとともに望ましい勤労

観、職業観を育み、将来に向けて自己の適性に基

づく職業選択能力の育成を図る」という目的を掲

げ、キャリア教育の一環として導入してきた。

　（2）対象生徒・就業期間及び協力企業

　当初は進路希望予備調査の結果を踏まえて、2

年生の就職希望者のみを対象とし、そこからジュ

ニアインターンシップ希望者を集ったが、現在は

進路希望にかかわらず、2 年生全員を希望に応じ

て対象としている。就業期間は 5 日間を原則とし

キャリア教育としてのジュニアインターンシップの試み

�望ましい勤労観、職業観を育成するために�

　　　　 京華商業高等学校進路指導主任　曽根　和志　
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て、企業の設定日数にあわせている。

（H15 ～ H21 の協力企業　順不同）

（H15 ～ H21 の企業数と参加人数）

　（3）実施の流れ

　実施にあたっては「ハローワーク飯田橋」との

協力連携を結び、本校の指導計画に基づいて行っ

ている。

1 年次 3学期　参加希望予備調査

2 年次 4 月～ 5 月　参加希望本調査（企業選択）、

希望企業への受入依頼、実施計画書の提出（職安）、

損害・傷害保険の加入（職安）、細菌検査実施（保

育園希望者のみ）

2 年次 6 月上旬　受入企業事前訪問打合せ（教員

＋生徒）、事前指導①（就業マナー等）

2 年次 6月中旬　事前指導②（実習日誌の書き方、

就業の心構え、期間中の諸注意等）、ジュニアイ

ンターンシップ実施（5 日間）

2年次6月下旬～7月　受入企業事後訪問お礼（教

員）、事後指導①（実習日誌の完成等）、事後指導

②（お礼状の書き方等）

ジュニアインターンシップの成果

　インターネット等の普及によって容易かつ瞬時

に情報収集が可能になった反面、実体験に乏しく

なった最近の生徒にとって、企業の仕事の一端を

実際に経験することは就労意欲の喚起と啓発につ

ながる極めて貴重なものとなった。また、友人を

中心とする横の人間関係から異世代の人を中心と

する縦の人間関係への環境変化は若者に不足して

いるとされるコミュニケーション能力の育成にも

非常に効果的であった。

　参加した生徒の職種は左記の協力企業を見ても

多岐にわたるが、実習を終えての感想等を見ると

共通して、社会の現状、仕事の厳しさ、社内外の

人間関係の重要性、社会に対する貢献度等を少な

い日数ながらも明確に学び取り、日常の学校生活

とは性質を異にする感動や達成感、充実感を味

わっている。さらに、この経験を契機に高校卒業

後の進路の方向性が明確になった者、就職希望に

自信をつけた者、職業適性について考えるように

なった者、勤労の貴さを学んだ者等、「働く」こ

との意義を見出すことができたことはジュニアイ

ンターンシップならではの成果といえる。

今後の課題

　高校生のキャリア教育を考える場合、高校卒業

時の進路選択が自分の将来像を設計する起点にな

ることをいかに早期に意識付けさせるかが重要に

なる。ジュニアインターンシップも単発的な学校

行事の一つとしての扱いではなく、3 年間の系統

的なキャリア教育の通過点としての位置付けにな

らなければ生徒自身の将来設計の意識（職業と自

分との結びつき）は芽生えにくい。望ましい勤労

観、職業観を育成するためには、1 年次から段階

的により多くの「実社会の実体験」をキャリア教

育の中に盛り込むことが効果的であり、ジュニア

インターンシップをはじめ、奉仕活動、地域活動

への参加について、地域と企業により一層の協力

を求めていくことが今後の課題となる。

㈱不二家、伊東酒販㈱、東京アート㈱、サク

シード㈱、ニチベイサービス㈱、㈱ぬ利彦、

㈱長崎屋、㈱ワシントン犬店、社会福祉法人

養浩荘、㈱アマイ、丹平中田㈱、㈱パレモ、

いずみこども園、神田保育園、西神田保育園、

奥山管材機器㈱、㈱グランブルー、㈱クサマ、

㈱ビック・ムーン、㈲ドクターフット、まど

か幼稚園、松竹㈱、東一の江幼稚園、㈱ルサッ

クアダム、㈱アソシエ・インターナショナル、

東洋証券㈱、三省堂書店㈱、モロタ防災㈱、

本郷高齢者在宅サービスセンター、山﨑伊久

江美容室、㈱山の上ホテル、㈱赤坂維新號、

㈱機山館、エイチ・エム・ヴィ・ジャパン㈱、

㈱ヴィクトリア、㈱ジュンク堂書店、㈱コジ

マ、三原堂製菓㈱

H15：10 社 17 名      H19：7 社 9 名

H16：18 社 34 名      H20：6 社 6 名

H17：10 社 18 名      H21：7 社 9 名

H18： 4 社 6 名
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1．食品安全の取組

　我が国の食品産業界では、食のグローバル化、

食品サプライチェーンの普及など多様化するなか

で、食品の安全性は従来の安全確保の概念、枠組

みだけでは限界があり、これまでに食品製造過程

における、高度衛生管理技術の導入が推進され

てきた。具体的には 1995 年（平成 8）の食品衛

生法改正では、1960 年代に米国で開発された危

害分析重要管理点方式（以下 HACCP）による衛

生管理の概念を導入した「総合衛生管理製造過程

の承認制度」が発足、これまでに食品製造業を中

心に導入されてきた。一方、フードサービスにお

いても取組が始まり、地方自治体を中心とした

HACCP の概念に沿ったガイドラインも示され導

入が推進されている。

2．調理師専門学校での食品安全教育

　厚生労働大臣の認可をされた調理師専門学校で

は、調理師法の下で調理実技をはじめ所定の教育

課程が定められており、所定の教科にある「食品

衛生学」で食品安全に関わる専門教育が行われて

いる。この「食品衛生学」では、食品による健康

危害の病因物質、食品添加物、器具容器、食品安

全対策などの内容が網羅され、講義と実験を通じ

て授業が展開される。将来、調理師を目指す学生

たちは、大多数が卒業しフードサービスに就職す

ることから、調理技術の養成はもとより、こうし

た食品安全に関わる教育は、前述にある業界の食

品安全への取組を踏まえ、その重要度は高まりを

増している。しかし調理師養成の現場では、調理

の技術教育に偏重する観もあり、とかく高度技術

の付与に偏る恐れもあり、調理技術と HACCP な

ど食品安全の教育が一体となった教育効果の実現

が求められる。

3．東京誠心調理師専門学校の教育環境

　本校では 2007 年（平成 19）8 月に新校舎を竣

工し教育環境の整備に取組んだ。より業界のニー

ズに沿った人材育成に必要なハードを構築するた

め、設計段階から理事長自ら先端の食品製造施設

やホテル・レストランなどへのインタビュー、製

造ラインや食品安全システムの視察に取組新校舎

の随所にそのノウハウを注入した。

　特に重点課題としたのは、業界の求める調理技

術と食品安全管理スキルを兼ね備えた専門職の育

成とし、その必要な教育プランとハードの実現で

あった。そのため、従来からある調理技術教育施

設（以下調理実習室）をはじめ、供給する原材料

の管理施設、原材料の搬送設備、フードサービス

全般に関わるオペレーション実習施設を配置し、

その全施設に関わる衛生レイアウトを計画した。

　そのベースは、HACCP の前提となる施設設備

にあり、衛生管理の基本となる前提条件プログラ

ム（以下 PRP）に沿った内容とした。

　具体的には、原材料の受入から調理実習室への

搬送、搬入までの交差汚染を防止するワンウェイ

の導線を確保し、学生が調理実習を通じて PRP

を体感できるレイアウトとした。更に、調理実習

室、オペレーション実習施設では、清潔作業区域

（真空充填ライン・盛付・提供ライン）、準清潔作

業区域（加熱ライン）、汚染作業区域（原材料検収・

食品保管エリア・下処理ライン・洗浄ライン、調

食品安全教育と ISO22000 導入の取組

　　　　 東京誠心調理師専門学校教務部長　藤木　隆幸　
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理実習室前室・調理実習室ホールエリア）の作業

区画に配し、学生が床面防水タイルのカラーで区

域を識別できるようにしている。尚、施設計画に

関する妥当性の確認は業界関係者と連携のもと検

証されたものである。こうして、教育理念と業界

ニーズが融合し本校の目指す調理師育成の教育環

境が整備された。

4．食品安全教育プログラムと FSMS

　教育環境の整備においては、同時に教育プログ

ラムの計画も取組んできた。本校の掲げた重点課

題を実現するためには、いうまでもなくハードと

ソフトの確立と、その運営に対する妥当性、有効

性の確認、検証及び改善が必要となる。先の新校

舎によりハード面が確立され、その環境を活用す

る教育プログラムがソフト面であり、その具体的

活動が運用面となる。教育プログラムについては

既存の資源が存在するため、特に食品安全教育面

での強化を目的に検討した。ここではやはり業界

における先進の食品安全の状況を参考に、関係者

からのインタビュー、助言も考慮した。その結果、

本校の目指す教育プログラムには、その支援とな

るマネジメントシステムが機能することで、一定

の教育効果が得られることの結論に至り、本校が

着目したのは食品製造業で導入の進む FSMS で

ある。

　FSMSとは食品安全マネジメントシステム（Food 

safety management systems） の 略 称 で こ の 規 格

が、国際標準化機構（International Organization for 

Standardization）の発行する国際規格、ISO22000：

2005 である。食品安全を実現するための要求事項

で構成されるこの規格では、トップマネジメント

を含めた組織全体の総合的な取組が要求されるこ

と、食品安全方針・目標に始まり、PRP 計画、ハ

ザード分析、HACCP プラン、妥当性の確認、検

証及び改善、マネジメントレビューなどが要求さ

れている。

　このマネジメントシステムを本校の教育プログ

ラムのベースとし、規格の要求事項と食品安全教

育を連動することで、学校全体でシステム的に高

い教育効果が期待できる。また、規格は要員の力

量についても要求しており、学校の教職員自ら教

育力向上も求められ研鑽の機会ともなる。なによ

りも規格は、計画の妥当性について検証改善を継

続することを要求しており、システム的に食品安

全教育の妥当性、検証、改善が継続されることで、

本校の教育内容の品質維持向上も期待できる。

　こうした ISO22000：2005 のマネジメントシス

テムの踏まえたインストラクションマニュアルの

構築と教育の実践により、本校の目指す調理技術

と食品安全管理スキルを兼ね備えた専門職の育成

を目的に本年 2009 年（平成 21）1 月プロジェク

ト編成、導入のための準備作業を開始した。

5．現在までの進捗状況

　現在、本年度内の導入を目標に食品安全チーム

構成、食品安全方針・目標周知、PRP 確立、ハ

ザード分析、HACCP プランなどの作業が進行し

ているが、部分的には PRP マニュアルに沿った

実践指導が導入され学生指導に反映している。

調理実習

　基本的な手洗・消毒、調理実習室入室点検、必

要に応じた手袋着用、加熱温度測定作業など、や

るべき作業として学生にも習慣として定着してき

た。更に指導教員側もこれまで以上に食品安全へ

の意識向上が図れるなど、実際の実務に沿った内

容とその根拠がシステムとして示せる利点はここ

にある。しかし、これらは学校だけの独自性だけ

では構築できない。リアルな業界との連携による

成果であると改めて実感した。
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1　地域の農業を知る

　東京の多摩地区にある清瀬市は、武蔵野台地の

東北に位置し、柳瀬川、空堀川が流れ、緑と林、

畑の多い地域です。

　工業地域や商業地域とは違い、にんじんの産地

でもある清瀬市は、畑が多く秋になるとにんじん

の葉の緑で覆われます。夏にはひまわりの花が咲

き、とうもろこしの実がたわわになります。学校

給食には、その畑から取れる作物を、地域の産物

として食事をすることができます。

　学校の教育の中に「食育」が進められ、食材や

人が食することについて、世の中の興味関心が高

まる中、本校では農業の職場体験を始めました。

2　本校の農業体験

　最近の生徒の中では、その地域に住んでいても、

土に親しんだり、作物を育てたりすることが少な

く、土や草の香りを意識して嗅ぐ時間が少なくな

っていると感じます。しかし周囲の風景には実際

の生活にもある野菜を育てていることを生徒が知

り、その土にさわることも自分が育った地域を知

ることや地域の愛着にもつながると考えます。

　本校の職場体験は、その地域性を生かして、自

然に親しみ、食の視点を取り入れて、平成 19年

度から農業体験を実施しています。自分の住む地

域を実際に歩き、作物にふれること、働く人々の

姿を見たり、聞いたりし、更に自分自身もその中

で働くことにより、自分が住んでいる地域の再認

識と「働く」ことの大切さ、喜び、苦労をしてい

ることなどを知るように、設定しています。

　そのために、農家の方々との連絡、連携をはじ

めて、徐々に職業体験としての広がりをもってき

ました。

　清瀬市は学校が 5校ある中、本校のみの体験に

はできないことから、市の農業委員会も立ち上が

り、市と協同して行うことができるようになりま

した。その市との連携を深めていくことも、生徒

にとって地域を知り、人の動きを知ることにつな

がっていくひとつの学ぶ機会にもなっています。

3　本校の 3年間の計画と流れ

　本校で農業体験を実施していく過程には、さま

ざまな試行錯誤があり、模索してきました。

　最初は、学校に土地を提供していただき、そこ

に農園を作った時期から、徐々に教職員の作物に

対する興味関心が高まりました。実った作物を給

食で調理してもらったり、生徒が持ち帰り、自宅

で調理したりすることから農業体験に対する意欲

地域に根ざした農業体験（職場体験）

　　　　 清瀬市立清瀬第五中学校長　千野　和子　

1年　職場訪問　 市役所、消防署等の官庁関係、

病院、医院、工務店関係、飲

食店関係、その他

校内の農園での作業の実施

（ジャガイモ、小松菜、かぶ、

大根、さつま芋等を作る）

2年　職場体験（農業体験）　

　　　 　市内の農家に行き、農業体験を実施す

る。農業を通して地域を知り、働くこと

のすばらしさ、責任、やりぬく努力をす

ることを学ぶ。

3年　・ 食 についてのまとめ、あらゆる視点を

もって総合的な学習の時間による発表

を行う。

　　・ 発表を通して、プレゼンテーション能

力をつけ、3年間にわたる食に関する

高い意識を養う。冊子にまとめる。
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が増してきたと感じられる経緯があります。

　市の農業委員会の存在は、市と協同して行うこ

とや地域との連携を深めること、地域そのものや

市として人の動きを知ることができ、生徒にとっ

ての学ぶひとつの機会になっています。

農業実習体験

4　具体的動きについて

　二年生の農業体験による具体的な作業内容は、

種まき、草むしり、芋ほり、ほうれん草、小松菜、

キャベツ、サトイモ、にんじん、ごぼう等の収穫、

ハウスの張替え、花の植え替え、酪農関係、販売、

袋詰め、出荷などがあり、生徒にとっては、ひと

つの畑から、さまざまな体験を通して学びます。

農業実習体験

　写真のように作物を実際にさわり、食すること

から、食に対する意識を高めています。

　三年生でのまとめでは、「自分の身体のこと」

「日本や世界の食糧事情」「受験に負けない食べ物

について」など、食材、病気予防等視野を広くも

ち、自分自身のことから周囲の環境、ひいては世

界の環境問題にまで考えを広げ、各学級でまとめ

た冊子は見ごたえあるものに仕上げました。

　サービス産業に気持を傾けがちな中学生にとっ

て、農業は食の要に目を向けることであると思い

ます。作物を作ることは時間がかかるものである

こと、手間隙かけなければ、よい作物を得ること

ができないこと、太陽の光や雨など自然の恵みを

受けなければ美味しく食べることができないこと

を理解し、自分の口に入るまでの過程を知ること

ができる体験、学びであると確信しています。

　職場体験で大事なことは、教職員の意識がどの

ように生徒に向くかで変わることが大きく響くこ

とであると思います。農業に対する理解をまず教

職員が行い、地域を知ることから始まります。また、

中学生を受け容れていただくためには、農家の方々

の深い理解を必要とします。生活を支えている商

品を、生徒が出荷したりまとめたりするため、中

学生の動きがどのようになるのか心配なこともあ

ったと思います。今は、3年目を迎え、農業委員

会を通じて御理解を得ながら、進めています。

5　今後の課題

　2年生の学年全体で実施できた農業体験は、農

家の方々の御厚意があればこそのものです。1週

間でも長い期間ぜひ行ってほしいというご意見も

あれば、2日間ならば引き受けることができるな

どのことばもあり、今後も同じ状況のまま依頼し

ていくことは課題と考えています。教職員は転出

入があり、農業に対する理解を毎年継続していく

ことが必要であり、校内全体、各教科にその体験

をいかに活かし、理解を深めることができるかも

現在の課題です。農家の方々からのよりよい感想

が今後も続くように学校として事前・事後指導に

も充実を図り、よりよい特色ある職場体験として

継続させ、生徒にものをつくる、育てる学びを深

めたいと思います。
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1．高専のものづくり教育

　わが国の産業界は 21 世紀を迎えて、大量生産

方式を支えた中堅技術者から、付加価値の高い製

品を企画・開発できる高度な専門性を有する実践

的技術者を期待している。さらに少子化による若

年人口の減少及び団塊世代の退職等により、企業

での技術・技能の継承と若者技術者の育成が急務

の課題となってきた。このような社会状況の中

で、東京都立産業技術高等専門学校（本校）は平

成 18 年 4 月に都立の 2 高専が統合して発足し、

同時に高度な開発型技術者を養成する専攻科が開

設された1）。また、平成 20 年 4 月には東京都教

育委員会から公立大学法人首都大学東京に移管さ

れ、産業技術大学院との連携で 9 年間一貫の実践

的技術者育成が可能となった。

　これまで本高専は 5 年間一貫教育により、15

歳からの若い感性に実験・実習を通して自然や工

学の原理・原則に関する知的刺激を与える早期体

験型教育を実施してきた。この実績を基に、都市

型高専の特色を生かし「首都東京のものづくり教

育の中核」として 21 世紀のものづくりを発展さ

せるべく、地域との様々な連携を推進してきた2）。 

2．小中一貫ものづくり教育の支援

　わが国は少子化に伴う大学全入時代を迎えてい

る中で、初等基盤教育において質的な転換を迫ら

れている。即ち、児童個々の能力を最大限発揮さ

せる教育が求められている。これを受けて品川区

教育委員会では、総合的な教育改革 ｢ プラン 21｣

を策定した3）。

　平成 19 年 3 月に東京都教育委員会と品川区教

育委員会は、本校と品川区立八潮地区一貫校（八

潮学園）との連携によるものづくり教育推進事業

に関する基本協定を締結し、ものづくり教育プロ

グラムを開発・実施することになった。

　両校によるカリキュラム検討部会を立ち上げ、

教育コンセプト及びカリキュラムを検討した。初

等基盤教育からのものづくり教育とは、ものづく

りに関わる知識や技能の習得を図るとともに、も

のづくりへの意欲を高める教育であり、その発達

段階を通じて身体的な機能や能力の向上を促し、

豊かな人間性と創造性を養成するものである。

　それ故、小中一貫の 9 年間の早期ものづくり教

育においては、知識で理解してからものづくりを

高専と小中一貫校との連携によるものづくり教育推進

　　　　　　東京都立産業技術高等専門学校

 ものづくり工学科長　教授　井上　　徹　

図 1　都立産業技術高専の連携活動 図 2　早期ものづくり教育の概念図
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習得するのではなく、作ってみて不思議さや意外

性を体験することに優先性を置く。事実から理屈

を理解し工夫する。つまり、感性、思考、知識の

融合した創発的ものづくり学習を目指している。

また、カリキュラムの編成にあたり、図 3 に示す

ように 9 年間がステップアップの 3 ステージに分

けられた。すなわち、興味・関心を引き出す基

本期、技能・表現の力を出させる創造期、応用

･探求に挑戦する探求期の各ステージに相応しい

ものづくりテーマを編成することとした。

 

3．ものづくり授業の実施

　小中一貫校の品川区立八潮学園と本高専の連携

により、平成 20 年度から本格的にものづくり授

業がスタートすることになった。高専は実習テー

マに応じて指導講師を派遣して授業を実施した。

　高専からの派遣講師はそれぞれの専門工学分野

の教授や名誉教授であり、第 1 ステージの生徒達

も夢中で製作し、実演や成

果の説明について熱心に聴

いていた。高専の講師陣は

初年度のこともあり手探り

でスタートしたが、すべて

の学年のテーマにおいて生

徒諸君の積極的な取り組の

お陰で、計画していたすべ

ての実習が達成できた。

　図 4 には 8 年生のボート

製作の様子を示す。生徒諸

君が協力してものづくりに挑戦し、勝島運河倶楽

部の協力で進水式と試乗操船を行った。

4．早期ものづくり教育の普及

　受け身のものづくり学習から挑戦するものづく

り学習を目指してものづくり教育を実施してい

る。これまでの実習については、講師陣による丁

寧でやさしい指導に対して八潮学園の生徒と先生

から高い評価を頂いている。今後も両校の担当者

がより密接に意見交換をするとともに、生徒の意

見も反映させた教育プログラムを開発していく。

さらに、ものづくり教育に関する研修会を実施し

て多くの初等教育の現場に導入できるよう展開し

ていきたい。

参考文献

　1）http://www.metro-cit.ac.jp/infomation/

　2）井上徹、「産業人財論」高専教育（2009）.

　3）http://www.city.shinagawa.tokyo.jp/

図 3　ものづくりカリキュラムの概念 図 4　ボートの製作と試乗操作

表 1　平成 20 年度のものづくりテーマ
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1．生活科学研究所の取組

　本学園は、明治 14年（1881）創立以来、128

年になる。校祖渡辺辰五郎以来、建学の精神とし

て「自主自律」が、また、大学開学時の青木誠四

郎学長以来、生活信条として「愛情・勤勉・聡明」

が校風の中に今も代々受け継がれている。豊かな

生活技術の確立が社会と女性を幸せにするという

理想の中で、人々の生活の質的向上をめざして、

実践的な研究・教育を心がけ、力を注いできた。

その実践の場として生活科学研究所を設置し、地

域社会や家庭生活の充実に役立つ知恵と技術を社

会に提供してきた。

　研究所内に、産学官連携プロジェクトを平成

17年（2005）に立ち上げ、大学・短大と産業界、

自治体、非営利団体などとの連携し、地域の創生

に寄与する数多くの実績をあげてきた。

　「東京家政大学を核とした北区・板橋区の快適

な生活空間を支援するための実践的研究― 先進

事例を参考とした地域連携・産学連携プロジェク

トの試み」の中で、両区にとって現在から将来に

わたり必要とされる生活空間（福祉・文化・自然・

育児）における快適さの向上をめざし、両区の実

践事例に関する現状把握とともに国内外での先進

事例を参考とした地域連携の研究を行った。自然

環境を担当した児童保育科・大澤教授、造形表現

学科・中村教授と手嶋准教授、生活科学研究所・

越尾講師らは、短大の授業の一環として、自然環

境ネットワークの活用に関する基礎調査、最寄り

駅のある十条いちょう通り商店街とのアクション

リサーチ、両区の歴史・文化などの資源調査を行

いデータベース化して周辺マップを作成した。食

育部門を担当した栄養科・中村教授と生活科学研

究所の越尾講師は、短大生らを指導し、NPO法

人食育推進協会、日本食育推進活動支援機構の後

援を得て「食リンピック」（三者での商標登録済み）

を本学で開催した。食リンピックとは、幼児から

小中学生の親子をメインとする参加者に食育を浸

透させる目的で、食育のオリンピックを掲げ、食

文化の知識を競い、五感をフルに使ったゲーム、

箸などの持ち方を正しく指導し親子で楽しめる 

ゲームを通じて食を親子で考えて欲しいと願う啓

蒙活動である。中村教授らは、栄養科中心の学生

を主体とする実行委員会を指導し、多数の短大生

が参加した。近隣の商店や企業からも多数スポン

サーとして協力をいただいている。今年度は第 4

回の食リンピックを本学構内において、11月 22

日（日）に開催した。

　また、新潟県内の米穀販売会社エコ・ライス新

潟と産学連携を結び、新潟の酒造会社上原酒造と

ともに、江戸時代の幻の酒米を復活させる「白藤

プロジェクト」を立ち上げた。学生が新潟で白藤

米の栽培、白藤米を使った醸造、更には商品企画

地域と連携した大学の取組

　　　　 東京家政大学短期大学部学長　木元　幸一　

食リンピック
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も行った。このプロジェクトの成果は、日本橋三

越前のニコプラザで『お米の収穫祭』や『白藤郷

のお披露目』で発表し 19年 10月には「いたばし

産業見本市」で市場調査をかねた販売を行った。

このプロジェクトは農林水産業の先進的な取り組

を行う団体などを政府が選定する 2008年度「立

ち上がる農山漁村」に選ばれた。「白藤プロジェ

クト」の学生が新潟に行ったときに目にした中越

地震の惨状を目の当たりにし、学生が学内で募金

活動し山古志村に届けたり、同じく中越地震の震

央地川口町のお母さん方と、山菜料理を習ったり、

学生の若い感性を生かした料理を作るという、台

所交流も行われた。これがきっかけで川口町から、

山菜を利用した町興しの依頼を受け、現在受託研

究を依頼されて、商品開発を行っている。学生も

白藤チームと山菜チームにわかれ、それぞれを中

心に地域との交流は多年度にわたって継続してい

る。農業との関わりを望む学生や、出身地の学生

を中心に、町おこしに興味のある学生が自主的に

ボランティアで参加し、大学生と共に短大在学中

の二年間を、実践を通して有意義に過ごしている。

2．ヒューマンライフ支援センターの取組

　東京家政大学は、長年にわたり人々の生活にか

かわる事柄を中心として教育・研究を行い、今で

は博士課程までを擁している。このような発展の

一方で、その研究課題は細分化され、狭く深く進

む傾向となってきた。元来、生活というのは、細

切れに存在するものを繋ぎ合わせたものでは無

く、もっと連続し、境界の不明瞭なトータルなも

のとして捉えていくことに、その視点と意義があ

る。そこで新たな 21世紀を迎えるのを契機とし

て、細分化しつつある分野を、改めて横断的かつ

融合的に組み合わせることにより、本学がここま

で培ってきた知的資源を再発見・再構築し、現

代の諸問題に挑もうとするために設置された試

みがこのヒューマンライフ支援センターである。

対象は学生や卒業生に留まらず、地域社会への交

流と貢献を通して、我が国におけるこれからの教

育と社会の理想的関係を築いていこうとするもの

である。

　ヒューマンライフ支援センターは、Human Life 

Plazaの頭文字をとって、通称 Hulip（ヒューリッ

プ）と呼称されている。地域からのボランティア

情報は、センター内の掲示及び必要に応じてメー

ル等で学生に直接配信している。また、学生自身

が活動したい内容について企画書を提出し、内容

がヒューリップ運営委員会において承認された場

合、企画実現のための指導やサポートを受けるこ

とができる。主な活動例は以下のとおりである。

　①　地域の子育て支援活動

　平成 16年から、3歳未満の乳幼児をもつ家族

を対象とした子育てサロン「ヒューリップすくす

くサロン」を開設した。ヒューリップすくすく

サロンは、「であい・ふれあい・学びあい・育て

あい・思索・対話の場」をキーワードに、地域住

民と学生、大学教職員とが異世代コミュニケー 

ションを通じて、大学が地域の子育てパートナー

となると同時に、学生や教職員が子育ての実践に

参加できる機会としている。保育科の学生が制作

したオリジナルのおもちゃや絵本の発表の場で 

あったり、栄養科の学生が幼児向けのレシピを考

案して紹介したり、育児を応援する各種専門の先

生・スタッフ・学生との出会いの中で、様々な交

流と学びが展開されている。学生にとっては、貴

重な社会勉強の機会であり、地域の親子にとって白藤プロジェクト　川口町にて
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は、子育てについて考え、楽しむ場となっている。

　②　 東武百貨店スパイスレストランにおけるメ

ニュー開発

　平成 17年から年に 2回のペースで、東武百貨

店スパイスレストラン約 50店舗と栄養学を学ぶ

本学学生が共同して、新規メニューの開発事業

に取り組んでいる。学生の参加者は、1回につき

50～ 70名程度であり、半数が短期大学部となっ

ている。

　③　 学生を主体とした食育レストランの開業と

運営

　学生の「やりたい」「やってみたい」を形にす

る支援として、特別講座「企画の教室」を企画し、

実施したところ、参加した学生が、コミュニティ

レストランを創造するという企画が提示された。

大学が所在する板橋区より、商店街の空き店舗を

紹介され、板橋区にぎわいのあるまちづくり事業

の補助を受けて、平成 18年に実際に商店街に食

を中心としたコミュニティカフェ「インターハー

ト Tokyo-Kasei　茶の間」を開店し、食育講座や

学生作品の展示等、大学の情報発信の拠点とした。

商学公の取組として、「東京都商店街グランプリ」

で準グランプリを受賞。平成 21年度からは、家

政大生がレシピ協力するレストランとして、場所

を北区十条に移した。

　④　食育フリーペーパーの企画頁

　食育フリーペーパー誌（mulajin）との共同企

画として、平成 18年から毎号、「女子学生が考え

た家族団欒のメニュー」の提案を実施している。

家族のストーリーを想定し、季節や行事に合わせ

たメニューを考案、調理、レイアウトまですべて

学生が担当している。

　⑤　 地域商店街とのコラボレーションメニュー

の開発

　板橋区にある遊座大山商店街の 3店舗につい

て、学生が健康メニューを開発し商品化した。次

いで板橋区いなり商店街の 8店舗を対象に「元気

健康メニュー」を開発、現在販売されている。

　⑥　その他

　農林水産省や都からの食育事業の受託及び、お

もちゃ会社や食品会社等からの受託研究等の窓口

となって短大生・大学生が幅広く参加している。

　⑦　「商×学×公」連携事業

　　　板橋のいっぴんカタログの制作

　商学公の連携事業として「区民が選んだ板橋の

いっぴん」カタログを制作した。学生 33名が商

店街の 75店舗を取材し、店主へのインタビュー

や商品の試食を行って記事を作成した。学生に 

とっては商品づくりの苦労話をきいたり、商売の

現場を知る実学を学ぶ機会となり、商店側として

は、若い感性や意見を感じ取れる貴重な機会とな

り、双方にとってお互いを高めあう新たな連携が

実現した。

　また、カタログのロゴマークとキャラクターを

造形表現学科の学生がデザインした。「板橋」の

「い」と「いっぴん」の「い」をイメージした耳

を持つ「キュートな妖精」のキャラクターが考案

され、子供からお年寄りまで、誰からも愛される

キャラクターとして、板橋区民にお披露目された。

「区民が選んだ板橋のいっぴん」カタログ
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時代にチャレンジするクォリティーカンパニー

─人財こそ企業の活力─

　　　　 株式会社竹尾　代表取締役社長　竹尾　　稘　

1：《相手の立場に立って》

　夏が過ぎ、学期も後半の中頃になるある日の午

後、都下の美術系専門大学の教壇に立ち、3 年生

の教科「デザインと紙」の講義を約 200 人の学生

さんに向けて 2 時間 30 分行いました。とても良い

経験をさせて貰いました。約 35 年前の事です。し

かし、どれだけの学生さんに、どれ程の興味と期

待を持って聴いて頂いたのかの感触を残念ながら

得られないまま、反省しきりで帰途に着きました。

　この時に周到な事前準備をして話をする事と、

聞いて下さる人が理解を得て楽しく自分のものに

して頂く事とは、次元が違う事だと身を持って体

験しました。幸いに、翌年も同じ場で名誉挽回の

機会を与えて頂きましたので、今度は聴講する学

生さんの立場に立って、授業に何を期待している

のか、雰囲気がどうしたら盛り上がるのか、楽し

く明快に記憶に残してもらうためにはどうしたら

よいか等々を思い巡らせて準備を致しました。

　結果は首尾上々で、教壇の上からも学生さんの

眼が生き生きとしているのがはっきりと見えまし

た。講義が終了してからも多くの質問があり、明

るい雰囲気で時間が足りないぐらいでした。

　今の経営トップの立場でも同じ事です。相手の

立場、社員の側に立って如何に腑に落ちるように

話をするかがポイントと、日々努力しているのが

現状です。やらされ感ではなく達成感をモチベー

ションに、自らが積極的に学ぶ心境に社内環境を

作れば企業のグループパワーに拍車がかかると思

います。

　当社は「紙」を基軸にした専門商社です。今年

で 45 回となる年一回の展示会「竹尾ペーパーショ

ウ」には毎年約 2,000 人位のデザインを勉強して

いる大学、専門学校の学生さんが来場します。業

界顧客の来場者の間をぬって熱心にメモを取り、

展示物の妙味に興奮し感激して、紙のチカラを体

験して貰っています。学校によってはレポートを

提出する課外授業の一環にもなっており、嬉しく

思っています。将来、立派な紙の使い手になって

頂く事を期待しています。

　インターンシップは学生さん、教師の方々にご

参加願い、東京本店営業部での受注業務、ショッ

プでの紙販売他で実体験して頂いております。竹

尾は社会で経験して頂く場を喜んでお引き受けし

ております。これまで 19 人の方々にご参加頂き

ました。 

2：《紙に携わって 110 年》

　当社は 1899 年（明治 32 年）に東京・京橋で紙

卸商として初代竹尾栄一（祖父）が創業。数年後

に文教の地・神田に移転し今年で 110 年の節目を

東京の産業界

竹尾ペーパーショウ
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迎えました。土地柄、大学教育関連の出版社が多

く、製本業、印刷業の会社からのご注文は出版本

文用紙に加え、装丁用紙が大半を占めておりまし

た。ここに㈱竹尾の特化された商品群があり、現

在の大きな特徴の一つになっております。当時の

記録には、すでに舶来品、クロスと輸入紙の銘柄

が収録されております。書籍の表紙・見返し用途

に使用され、趣向をこらしたクロス・色紙・模様

紙などが主なものでした。製紙会社が日本で最初

に設立したのは明治 5 年でした。特殊印刷用紙（工

業用途、各種機能紙、高級印刷ファインペーパー

など）が国産化されたのは昭和初期からです。

　特に大正 15 年に㈱特種製紙の創業により多くの

商品が開発され、国内の製紙技術力の発展に大き

く貢献しました。その頃から竹尾は㈱特種製紙と

共同で商品開発に傾注しました。この時が高級印

刷用紙ファインペーパーの原点となっております。

　1929 年に出された総合見本帳「popular cover 

paper」が最初の本格的なものです。海外との直

接の接点は 1950 年代後半からでイギリス、フラン

ス、アメリカからのもので、輸入が盛んになった

のは 1970 年代からですが、勿論、国産が主力です。

1947 年に㈱日清紡績の製紙部門（現 日清紡ペー

パープロダクツ）が加わり、竹尾は専属代理店に

なり国内外に販売を展開しております。更に、海

外との交流で幅広く紙文化に接し、今では東アジ

アの 6 都市に現地法人営業拠点を、さらに欧米へ

日本の紙文化を広げるべく計画を進行中です。

3：《ブランドに挑戦》

　前述したペーパーショウは 1964 年に銀座松屋

デパートで第 1 回目が開催されました。10 年を

一区切りで今年で 5 世代目になっています。毎年

4 月中旬に 3 ～ 4 日間の期間、ここ数年は丸の内・

丸ビルホールで催され、18 千人近くの方々に展

示会へ来場を頂いております。「紙とデザインと

テクノロジー」、紙にこだわる方の年中行事といっ

ても良い程、認知されております。紙の将来性と

可能性、そして感性価値を見て頂きます。高級印

刷用紙ファインペーパー約 500 銘柄の中から、デ

ザインの力、紙の力を結集させ、エンドユーザー

と共にその付加価値、商品価値を高めております。

販売促進活動の一環ですが、一見の価値があり、

紙への認識が大きく変わって来ます。美がそこに

あり夢が出てきます。是非ご覧ください。

　100 周年を記念して竹尾賞を創設しました。デ

ザインを中心にヴィジュアルコミュニケーション

の発展に寄与する書籍を奨励するもので、第 8 回

は 2010 年 4 月ペーパーショウ初日に表彰されま

す。ご期待下さい。　　　　　　　　　　　　　

　青山見本帖、見本帖本店、大阪見本帖が開設さ

れ、それぞれに特徴を持って紙、製品が展示され、

素晴らしい商品企画のご相談窓口となっていま

す。動かない見本帳ですのでお出かけ願います。

販促ツール：ミニサンプル 見本帖本店
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　竹尾が取扱う約 9,000 アイテムの紙を管理する

物流センターに力を入れて、40 年の歴史となり

ます。東京 3 か所の他に仙台・名古屋・大阪・福

岡の営業拠点にダイフク製立体自動倉庫を隣接

し、竹尾独自のウエアーハウスシステムを駆使し

て素早いサービスをモットーにして紙をお届けし

ています。　　　　　　　　　

4：《人財こそ企業の活力》

―時代にチャレンジするクォリティーカンパニー―

　これは竹尾の経営理念の骨格をなす大事なと

ころです。ヒト・モノ・チエ・カネがクォリティー

カンパニーの大事な要素です。会社は何といっ

てもヒト、社員です。社員は礼儀、挨拶に始ま

り、明るく大きな声で笑顔。これがトップをはじ

め全社員が行なわなければならない基本中の基本

です。

　また、会社説明会の時に、就職活動の学生に

「当たり前の事を当たりまえの様にこなし、その

レベルを上げる事」について話しております。自

信がつけば大きな声で人前でも笑顔で、真剣に話

が出来ます。更に、会社に一歩入られれば皆さん

がお客さんです。竹尾のお客さんの定義は、「仕

事の前と後がお客さん」と話しております。一年

かけて自分に信頼を寄せてくれるどれだけのお客

さんが増えましたかと、社員に問いかけています。

　この春からグループ 380 人の全社員に向けて、

次の百年に向かうため、先ず 10 年先の夢を、20

年先から考える語らいを、社長と社員との間で続

けています。社長にとってはとても良い勉強にな

ります。

　また、社員から大きな刺激を受け、翻訳して社

員のモチべーションを上げる仕掛け作りの良いヒ

ントになっております。細やかな情感を伝えるの

が人であり、その伝達手段をファインペーパーと

いう信念で「紙創り」に励んでいます。

　社会のお役に立っていますか？が大きな目的と

なり、社員一人一人の喜びがあってこそ実現でき

る事と思って、毎日、笑顔で接するように心がけ

ています。

******************************************************
　株式会社　竹　尾

　創業　1899 年（明治 32 年）11 月 23 日

　設立　1937 年（昭和 12 年） 2 月 11 日

　事 業 所

　　本　　　社　東京都千代田区神田錦町 3-12-6

　　　　　　　　TEL　03-3292-3611（大代表）

　　大 阪 支 店　東大阪市高井田中 1-1-3

　　　　　　　　TEL　06-6785-2221（代表）

　　名古屋支店　名古屋市北区瑠璃光町 1-7

　　　　　　　　TEL　052-911-3151（代表）　

　　仙 台 支 店　仙台市若林区六丁の目西町 7-31

　　　　　　　　TEL　022-288-1108（代表）

　　福 岡 支 店　福岡市博多区豊 1-9-20

　　　　　　　　TEL　092-411-4531（代表）

　　札幌営業所　札幌市中央区北 2 条西 2 丁目

　　　　　　　　TEL　011-221-4691

　　見本帖本店　東京都千代田区神田錦町 3-18-3

　　　　　　　　TEL　03-3292-3669（2F)

　　　　　　　　TEL　03-3292-3631（1F ショップ）

　　青山見本帖　東京都渋谷区神宮前 5-46-10

　　　　　　　　TEL　03-3409-8931

　　大阪見本帖　東大阪市高井田中 1-1-3

　　　　　　　　TEL　06-6785-2224

　　海　　　外　 香港・上海・クアラルンプール・バ

ンコク

********************************************

湾岸物流センター
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わが社の「人づくり」「物づくり」

─技術の融合で飛躍─

　　　　 株式会社日本化薬東京代表取締役　近藤　　始　

1．歴史的背景

　当社は、日本化薬グループ子会社 36社の一員

として合成色素・合成染料を製造受託している会

社であります。親会社の日本化薬株式会社につい

て若干触れておきますと、日本化薬株式会社は大

正 5年（1916年）に広島県福山市で合成染料を

製造したのが発祥であり（国産化の始まり）、今

日まで綿々と合成染料を製造し続けてきました。

　明治の少し前（1856年）に英国で発明された

合成染料はドイツ、スイスで開花し、欧州の化学

産業を支えてきました。所謂ビッグカンパニーと

呼ばれる化学会社はすべて合成染料を製造してい

ました。わが国では、明治時代を含めた前後 50

年間は輸入品に 100％依存していた歴史がありま

す。この 50年間は、文明開化の機運に燃えた時

代であり、わが国の化学産業を大きく生長させま

した。合成染料のみならず、多くの化学工業製品

の国産化が進んだ時代であります。日本は麻（植

物繊維）の宝庫であり、また絹（動物繊維）の宝

庫でしたので、合成染料の開発もこの分野に使用

されるものが急務でありました。前述の福山市の

工場では地域の特産物である備後おもて（畳のう

すべり）に使用される染料（硫化染料）を開発し、

国産化に成功しました。今日でも、用途は異なり

ますがジーンズ用に製造されている銘柄があり

ます。

　一方、東京都足立区の現立地においては、絹の

紋付に使用される染料を昭和 4年に製造開始した

のが始まりです。時代の流れにつれて合成染料の

物理・化学的性質、発色メカニズムさらには合成

技術が進化し、合成染料は戦前戦後にかけてファ

インケミカルの代表的存在でありました。

　染料が使用される対象は繊維及び紙パルプが主

体ですが、戦前のレーヨン（スフやベンベルグと

俗称された）やアセテートの開発、さらには純粋

な合成繊維であるナイロン、ポリエステル、アク

リク繊維などが順次発明されるにつれて、新規の

合成染料が目白押しに開発されました。

2．時代の変遷

　大正～昭和の戦前までは合成染料の黎明期とい

えます。わが国の化学会社が輸入品の国産化をめ

ざし、構造分析に明け暮れ、また合成技術につい

ては PBレポート（化学物質の製造技術が記載さ

れている）という化学者のバイブルを紐解き、製

造技術の向上を競い合いました。

　戦後の約 30年間は染料工業の隆盛期でありま

した。前述のように新素材開発が進み、それと相

まって飛躍的に合成染料の銘柄数や生産量が伸長

しました。開発当初の合成染料は貴重品であり、

現在の貨幣価値に換算すると 1 kgで月給に相当

する位であったといわれています。今では時効に

なりましたが、従業員が昼飯の弁当箱に染料を詰

めて持ち帰り、小遣い稼ぎをした（？）という逸

話が残っています。それぐらい合成染料は高価で

貴重なものだったということでしょう。

　昭和 50年代は安定需要期に入りましたが、60

年代に東南アジア諸国の染色加工業が台頭するに

つれて、わが国の合成染料の需要は減衰してきま

した。

　昭和 40年代～ 50年代は、第一次、第二次オイ

ルショックの経済変動があり、また化学業界にお
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いては環境汚染問題や化学物質の人体に対する有

害性が社会問題となり、各業界こぞってそれらの

対応に追われた時代でもありました。今日では僅

かでも安全性に懸念がある物質は淘汰されてきて

おり、安全な化学物質（合成染料）が生き残って

おります。

3．染料工業の特徴

　合成染料は複雑な化学構造を有し、それらを合

成するためにはかなり高度な技術を要求されま

す。合成染料は、ベンゼン、ナフタレンあるいは

アンスラキノンと呼ばれる原料から派生した中間

物を使用するため、反応機構上、異性体と呼ばれ

る物質を副生しやすいからであります。

　（注：異性体とは分子量は同じであるが、分子

構造がネジレを生じたりして物理的・化学的性質

が異なる物質のこと）

　製造技術とは反応条件を微妙にコントロールし

て副生物の生成を抑えるのがノウハウでありま

す。わが社は、親会社の 80年に及ぶ蓄積された

ノウハウを継承し、10年目を迎えます。染料工

業とは、そのような意味では ｢ 人 ｣ のセンスにた

よって ｢ 物 ｣ を造る会社であるといえます。

4．設備的な特徴

　合成染料の製造設備及び製造プロセスは酒造り

と類似しています。大きな槽に原料を仕込み、反

応条件を設定して目的物を製造します。合成染料

は複雑な構造ですので、一次反応を完結させ、次

いで二次、三次・・・と順次反応を完結させてい

きます。また、染料は銘柄ごとに化学構造がまっ

たく違いますので、使用する原料も異なり、また

反応条件も異なります。1つの反応槽で最終目的

物まで完結させる所謂バッチ生産システムの典型

であります。わが社の生産銘柄は 200種を超え、

同一銘柄でも粉状品と液状品を形状別にカウント

すれば 300種を超えます。需要家の使用方法や使

用目的によって差別化しております。

　染料工業はバッチ生産システムですので、連続

化やオートメーション化がしにくいのも特徴で

す。設備的には旧態依然とした型ですが、製造す

るものは時代の最先端を行く高機能・高品質の製

品群であります。

　工場のレイアウトとしては石化工業のような大

型コンビナートは無用であり、また家電や自動車

産業のような平面的・直線的な設備レイアウトも

必要ありません。比較的狭い土地に立体的に設備

を格納するのが一般的であり、効率的です。設備

投資も比較的軽微ですが、環境に配慮した設計で

あることが要求されます。

　また、バッチ生産の効率を高めるためには、単

に大型化することが必ずしも効率化につながりま

せん。化学反応工程では、生産スケールと反応効

率に限界があるからです。大型設備は反応条件を

設定するにも時間を要し、この時間的な冗長さが

副生物を生成する要因になります。バッチ生産で

の効率化は設備洗浄による時間のロスを最小にす

ることと 1槽あたりの生産量を多くすることがポ

イントになります。これまでの経験から、わが社

では最大 20m3 程度の容量が最適としています。

5．今後の展開

　わが社は、染料合成の技術をコアとして、イン

クジェットプリンター用色素およびインク製造に

展開しました。｢ 人 ｣ が物造りをする会社ですの

で、｢ 人 ｣ の能力を最大限に活用し、あらゆる技

術を融合し、事業展開に努めた結果であると思い

ます。今後も事業を発展継続していくため、次世

代を担う若手を毎年 4名採用しております。また、

化学工場の実態を認識してもらうため、インター

ンシップで数校とお付き合いさせてもらっていま

す。都会地の化学工場が少なくなりましたが、環

境に配慮した高機能・都市型工場をめざし、確固

たる生産基盤を確立するよう努めてまいります。
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情報スクエア

第 7 回創造ものづくりフェア in TOKYO

　　東京都中学校技術・家庭科研究会事業部長

　　目黒区立第九中学校長 情野　政彦　

　創造ものづくりフェア in TOKYO は、東京都内

の中学校に通う生徒が、技術・家庭科の学習で身

につけた、ものづくりの技や知識を競い合い、も

のづくりの意義を理解するとともに、互いの創造

性を伸ばす場として開催している。その概要は、

以下の通りである。

1．主　　催　東京都中学校技術・家庭科研究会

2．後　　援　東京都教育委員会

　　　　　　 東京都産業教育振興会

　　　　　　 東京都中学校長会

　　　　　　 毎日新聞社

3．日　　時　平成 21 年 11 月 14 日（土）

　　　　　　 平成 21 年 11 月 21 日（土）食部門

4．場　　所　東京都立工芸高等学校

　　　　　　 女子栄養大学（食部門）

5．対 象 者　都内中学校に通学する中学生

6．内　　容

　（1） 全国中学生創造アイデアロボットコンテス

ト東京地区予選（授業内部門・応用部門）

　（2） めざせ！！「木工の技」チャンピオン東京

地区予選

　（3） 「豊かな生活を創るアイデアバッグコン

クール」東京地区予選

　（4） 「あなたのためのおべんとうコンクール」

東京地区予選

　（5） 生徒作品コンクール東京地区予選

　（6） 東京都ロボットコンテスト（K－1・スプ

リンター・スラローム）

　（7） 東京都ホームソーイングチャンピオン

7．開催へ向けて

　今年度から東京都立工芸高校の多大な御協力に

より開催会場としてお借りすることができた。会

場の下見や機材の搬入等の打ち合わせに工芸高校

の校長先生をはじめ諸先生方の多大な御尽力をい

ただきながら開催へ向けての準備を進めた。しか

し、関東甲信越大会の開催の都合で食部門の「お

べんとうコンクール」と同日開催ができなかった。

　昨年、「ホームソーイングチャンピオン」と「ア

イデアハーフパンツ」の大会は、申込者が少なく

実施できなかったことから、再度、開催を広めて

申し込み状況で様子を見ることにした。

　工業高校との連携については、工芸高校の協力

により各高等学校へ参加を呼びかけていただくこ

とになった。大幅な前進である。

　開催のためのスタッフは、東京都中学校技術・

家庭科研究会事業部員を中心に工芸高等学校で

34 名、女子栄養大学会場で 26 名の体制で準備を

進めた。

全国ロボットコンテスト東京地区予選会場
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8．開催結果

　参加生徒は毎年増加し、見学生徒、保護者も含

めると 1,250 名を超えている。その内訳について

は次の通りである。

＜関東甲信越大会に向けての予選＞

　「創造アイディアロボットコンテスト」の授業

内部門は、17.5 時間程度の技術・家庭科の授業で

の取組を想定して、モーター 3 個まで使用したロ

ボットでゴミをかき集める早さを競う 1 対 1 の競

技で 90 名の生徒が参加。応用部門は、モーター

4 個まで使用した大型のロボットで、垂直の壁に

打ち込んだピンの間にピンポン玉を置く高さと早

さを競う 1 対 1 の競技で 79 名が参加。ビデオで

ダンスや動きを紹介する部門は参加者なし。

　決められた木工具を正しく使用し、寸法通り正

確に作品を製作する「木工の技チャンピオン」に

は 30 名。「生徒作品コンクール」には、技術分野

が 53 作品。家庭分野が 58 作品の出品があった。

　「あなたのためのおべんとうコンクール」は、

レポートと写真の審査応募が 239 チーム 598 名。

当日の参加は 19 チーム 54 名。「とっておきのア

イディアハーフパンツ」部門は 2 名であった。

＜東京都独自のコンテスト＞

　東京都独自として実施したロボットコンテス

トは、製作の簡単なロボットが主流になってい

る。2 足ロボットによるスタートからゴールまで

1.2 m の距離をどれだけ速く通過できるかを競う

「スプリンター」部門に 7 名。迷路をスタートか

らゴールまでどれだけ速く通過できるかを競う

「スラローム」部門には 8 名が参加した。重量別

に2足歩行ロボット同士が格闘競技を行う「K－1」

部門はライト級 53 名、ヘビー級 71 名が参加。

　同じく東京都独自の取組として基礎縫いやボタ

ン付け等の課題をクリアーしながら素敵なソーイン

グ作品（エプロン）の製作をする「ホームソーイン

グチャンピオン」部門は参加がなかった。

9．成果と課題

　今年度は、新型インフルエンザによる影響で実

施が不透明になりかけた時期があった。しかし、

交通のアクセスがよく、充実した施設の東京都立

工芸高校での開催であり、関係の先生方の協力を

得ながら開催への準備を進めることができた。

　5 年目を迎えた食部門については、会を重ねる

ごとに参加者も多くなり定着したことが感じられ

た。初回から御協力いただいている女子栄養大に

心より感謝申し上げたい。

　東京都独自のロボットコンテストは、製作も容

易でコートの準備も簡便なため人気があり参加者

が急増している。新しい学習指導要領の中でも十

分に対応できる内容である。また、このフェアが

着実に浸透し、東京都の中学生の技術・家庭科に

対する関心・意欲を喚起し、関係諸機関等の本教

科に対する認識を深め、教科としての発展に大き

く寄与することができた。

　課題としては、被服部門の参加者の減少の原因

を明確にすること。より一層の工業高校との連携

を模索していくことである。

　東京都教育委員会をはじめ、東京都産業教育振

興会、東京都中学校長会、毎日新聞社から表彰状

を出していただいたことも、フェアの盛り上がり

と充実に繋がっている。

「おべんとうコンクール」東京地区予選（女子栄養大）
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1．はじめに

　昨年は農業の担い手育成、食料自給率の向上、

生物多様性の回復、CO2 削減といった農業教育に

深く関わる話題が今までになく注目された 1 年で

あった。今年も引き続いて農業、食料、環境に関

する様々な課題が、我々高等学校における農業教

育に携わるものにとって立ち向かわねばならない

教育課題として示されてくるであろう。そして、

これらの課題解決に向かって各校が校長を中心と

して組織的に取組んでいくことが、自律的な学校

改革そのものと考えている。

　農業教育の特色は、生命体を教材として、それ

らを適切に取り扱う意欲や態度、知識や技術を身

につけさせる学習を通して発揮されるものであ

る。まず現象が先立ってそのわけを考えながら学

習を進めることができる教育は、科学と論理万能

と思われがちな現代にあって、生命の不思議や神

秘に触れながら考える力と感性を養うことのでき

る教育方法である。東京都の農業系専門高等学校

は一丸となって、この特色ある教育を継続・発展

させていく所存である。

2．近年の教育活動の検証

　東京都公立高等学校長協会農業部会は、平成

17 年度に策定したアクティブアグリスクールプ

ランに続く、平成 18 年の第 2 次アクティブアグ

リスクールプランに基づいて実施してきた各校独

自の改革テーマと共通の 12 項目にわたる教育活

動について、検証を行った。

　各校独自の改革テーマ

　都立園芸高等学校

　　「農業系高校間のネットワーク化の推進」

　都立農芸高等学校 

　　「農業、食料、環境に関わる地域文化の創生」

　都立農産高等学校 

　　「《食育推進研究指定校》の取組」

　都立瑞穂農芸高等 学校

　　「 生命に学び、人権を尊重する心豊かな人材

の育成」

　都立青梅総合高等学校

　　「地域連携事業の推進」

　都立農業高等学校 

　　「都市から農業の担い手を育成」

　（2）共通の 12 項目

①環境・農業教育の推進

②食の安全・安心教育の徹底  

③地産地消、生徒の経営能力の向上

④生徒の奉仕体験活動を積極的導入 

⑤基本的な農業技術能力を身につけた人材育成推進

⑥キャリア教育の推進

⑦農業教員の質的向上と授業力の向上  

⑧地域貢献、地域連携、地域共生の促進  

⑨開かれた学校づくり

⑩農業教育の普及活動の幅広い展開

⑪心の教育充実と心豊かな人材の育成 

⑫国際的な視野に立った人材の育成

　（3）活動の評価

　各校独自の取組は、3 年間継続して行われた結

果、学校の特色づくりに大きく貢献した。個々の

詳しい内容は、今年度の校長実践研究報告書に報

告したとおりである。

　12 の具体策については、各学校の実態や校長

東京都の農業系専門高等学校の展望

　　　　 東京都立園芸高等学校長　千谷　順一郎　
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の学校経営方針により、達成度に差が見られたが、

達成度の自己評価の値は 5 段階の内 2 ～ 5 であり、

全体の平均値は 3.5 であった。この値は、A 段階「良

好」に相当する。

　全校に比較的共通して達成度が高かったものの

ベスト 3 は、「4 生徒の奉仕体験活動の積極的導

入」（4.3）、「9 開かれた学校づくり」（4.2）、「8

地域貢献、地域連携、地域共生の促進」（4.0）で

あり、地域との関わりに関する取組を重視して実

践してきたことが分かる。

　一方、全校に比較的共通して達成度が低かった

もののワースト 2 は、「7 農業教員の質的向上、授

業力の向上」（2.6）、「5 基本的な農業技術能力を

身に付けた人材育成推進」（3.0）であり、農業教員

の質的向上や授業力の向上を図ること、生徒に農

業技術力を身に付けさせることが課題となった。

3．今後の展望

（1）各校が協同して取り組む活動の推進

　昨年度農業系専門高校が協力して組織的に取組

んだ活動は以下の通りであり、どの活動において

も生徒は日頃の学習成果を遺憾なく発揮した。

　①都議会議事堂前広場花壇の植栽（春と秋）

　②三宅島緑化プロジェクト（6 月と 11 月）

　③都立中央図書館企画事業への協力（6 月）

　④高大連携（8 月）

　⑤ アジアユースパラゲームズ表彰式への協力

（9 月）

　⑥東京都農業祭への参加（11 月）

　⑦全国農業高校収穫祭への参加（11 月）

がその主な取組である。

　この中で、昨年度に開始されあるいは組織的な

ものとして始まり、今後発展して行くであろう 2

つの取組について簡単に説明する。

　高大連携の取組

　（ア）「アグリカレッジ東京 2009」

　宇都宮大学農学部と東京都の農業系高校が連携

して、「アグリカレッジ東京 2009」を開催した。

この講座は 2 年前から開催しているもので、農学

の概要を理解すること、大学について理解するこ

となどを目的とするものである。

　・月　日：7 月 31 日（金）～ 8 月 2 日（日）

　・会　場： 宇都宮大学農学部（農学共通研究棟

3F 会議室）、附属農場

　・宿　泊： 宇都宮大学農学部附属農場学生宿泊

施設

　・内　容： 講義、実習、実験、現場見学、オー

プンキャンパス参加

　・参加者： 生徒 26 名（園芸 9 名、農芸 11 名、

農産 2 名、瑞穂農芸 4 名）

　　　　 　   教員 5 名（ 園 芸 2 名、 農 芸 2 名、

農産 1 名）

　この取組に参加した生徒の中から、国公立大学

志望者が多く出現した。

　（イ）高大連携会議

　関東信越地区農学系学部長と関東地区農業高校

長とが高大連携を進めることを目的として今年度

初めて開催された。

　・月　日：7 月 2 日（木）

　・会　場：明治大学駿河台キャンパス

　・参加校： 東京大学農学部、東京海洋大学海洋

科学部、東京農工大学農学部、千葉

大学園芸学部、東京農業大学農学部、

日本大物資源学部、日本獣医生命科

学大学獣医学部・応用生命科学部、

麻布大学獣医学部、明治大学農学部、

信州大学農学部・繊維学部、茨城大

学農学部、筑波大学生物資源学類、

関東地区農業系高校 15 校

　全国農業高校収穫祭 2009

　11 月 21 日（土）、22 日（日）の 2 日間、武蔵

野市の東急百貨店吉祥寺店で、「全国農業高校収

穫祭 2009」が開催された。この催しは、毎日新聞

社と全国農業高等学校長協会が共催し、武蔵野商

工会議所が協力したもので、東北から九州まで 16

都府県の 33 農業高校が参加した。
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　東京都の農業系高校は地元の高校ということ

で、オープニングセレモニーの司会やアトラク 

ション、遠方の学校の生産品販売、自校の生産品

販売を担当した。

　当日の様子は毎日新聞（21 日夕刊、22 日朝刊）、

TBS ラジオ（土曜ワイド）等で報道され、参加

した生徒のモチベーションを大いに高めた。

　農業・環境・食料への関心が高まる中、農業部

会に参加・協力を要請されることも年々増加して

きており、教育課程への影響も生じている。我々

にとってはこれらの要請に前向きに対応しなが

ら、教育効果を高めるよう推進することが今後の

課題である。

（2）農業教育の特色化を一層推進するために

　農業教育の特色は前述したとおり、生命体を教

材として、それらを適切に取り扱う意欲や態度、

知識や技術を身につけさせる学習を通して発揮さ

れるものであり、その学習の中心は実験・実習を

主とした体験学習である。平成 21 年 3 月に告示

された新学習指導要領においても、教育課程の編

成・実施にあたって配慮すべき事項として職業に

関する各教科・科目については、実験・実習に配

当する授業時数を十分確保するようにと明記され

ているように、実験・実習を教育課程で効果的に

実施することが今後の農業教育の展望を拓く道で

ある。

　各科目で実施される栽培、飼育、製造、製作、

調査などの実験・実習を基礎的体験学習とするな

らば、これらを活用した上述の取組などは応用体

験学習あるいは発展的学習とし、いわばインプッ

トとアウトプットの繰り返しで生徒一人一人の力

を養うことが大切である。これからも時代の要請

に応じた新たな取組のを積極的に企画し、校長会

が中心となって魅力ある農業教育を自信を持って

進めていきたい。
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　平成 21 年度・第 19 回全国産業教育フェア神奈

川大会が「かなえよう仲間とともに輝く私達の夢」

をキャッチコピーとして、平成 21 年 11 月 14 日

（土）と 15 日（日）の両日に渡り、横浜市の「パ

シフィコ横浜」をメイン会場に開催されました。

　まず、総合開会式の開始にあたり、オープニン

グアトラクションとして、神奈川県立磯子工業高

等学校生徒実行委員会による寸劇、神奈川県立厚

木商業高等学校音楽部によるイメージソング合唱

が行われた後、神奈川県内の専門高校生らによる

司会進行のもとに華やかに式典が挙行されました。

　総合開会式の後には、地元神奈川県立三崎水産

高等学校を卒業された海洋冒険家の白石康次郎氏

が地球は丸い、大きくなったらこの海を越えてみ

たいという夢を持ち続け、夢に向かって進んだ生

き方を会場の高校生に向けて示されました。

＜講師プロフィール＞

　1967 年東京生まれ鎌倉育ち。神奈川県立三崎

水産高等学校卒業。1991 年シドニ～伊豆松崎 太

平洋単独縦断に成功。1997 年 2 月世界で最も過

酷なアドベンチャーレース「レイドゴロワーズ」

南アフリカ大会で日本過去最高の 11 位でゴール。

2003 年 5 月「アラウンド・アローン」クラスⅡ 4 位

でゴール。2006 年 10 月 22 日単独世界一周ヨッ

トレース「5OCEANS］クラスⅠに日本人初挑戦。

2007 年 5 月「5OCEANS］クラスⅠで 2 位でゴール。

2008 年「Gitana13」サンフランシスコ～横浜 世

界横断記録樹立。

＜高校生に対するメッセージ＞

・ 父親からは自分の人生だからおまえが決めろと

言われていた。

・ 第 1 回単独世界 1 週ヨットレース優勝の多田雄

幸氏に弟子入り

・ たった 1 人のヨットレースをめざして造船所に

住み込み（無給）

・スタートラインにつくまでに 22 年かかった

・僕は鎌倉の海を見て世界一周しようと思った。

・ みんなの夢はみんなの心の中にある。夢は心か

らでる。頭で考えるとじゃまをする。

　 夢にまっすぐに向かって行くこと。腹をすえること。

・ ごまかしは、やがてわかる。苦しいこともあるが、

逃げないで受け入れることで自分が主導権を握

れる。

・ 大きなことをしたければ、小さなことを積み重

ねることだ。

　講師の、高校生に対する熱いエールが伝わって

くる講演でした。

　第 1 日目（11/14）11：10 ～ 12：40

　テーマ ： 「夢、挑戦、人とのつながり」

　講　師：白石　康次郎

記念講演

第 19 回 全国産業教育フェア（さんフェア）神奈川大会
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　この他、展示会場等で各専門高校生の作品展示、

生産物展示即売会、フラワーアレンジメントコン

テスト、高校生ロボット相撲全国大会等多彩なイ

ベントが実施されました。 （事務局　野中）

　文部科学省初等中等教育局主任視学官袖山禎之

氏、神奈川県教育委員会教育長のあいさつに続き、

神奈川県産業教育審議会副会長の株式会社さんこ

うどうの代表取締役社長川上彰久氏が「湘南・藤

沢の地に根ざして 124 年」という演題で講演され

ました。

　かつては、印刷会社は何もしなくても生き延

びてこられたが、現在は、業態変革が必要。平

成 10 年に社長が亡くなり、古参社員も退職して、

大きな変革に取り組んできた。IT 化を進めホー

ムページを作り、地域の祭りにも参加するなど、

様々な取組を行っている事をスクリーンに映して

説明されました。

　講演に引き続き、全国産業教育振興会連絡協議

会理事長西澤宏繁氏が議長となり、次のような大

会決議文が協議され、満場一致で採択されました。

＜決議文＞

　産業教育の中核を担う専門高校は、これまで「農

業・水産」、「ものづくり」、「ビジネス」、「社会生

活支援」等に携わる有為な職業人の育成に努め、

各産業・業種に多くの人材を輩出し、我が国の産

業、経済、地域社会の発展に大きな役割を果たし

てきた。

　近年、企業等の産業現場では労働者の高齢化が

進み、団塊世代の退職などに伴う技術・技能の後

継者の育成、高齢化社会の医療・福祉等を支える

人材の育成が急務となっている今日、専門高校へ

の期待は特に、大きなものがある。

　しかし、各都道府県では高等学校再編にあたり、

少子化や普通科志向の進行、財政問題などから専

門高校の統廃合や学科の縮小などが進められてお

り、事態はきわめて憂慮すべき状況となっている。

全国産業教育振興会連絡協議会は、全国の専門高

校生等による第 19 回全国産業教育フェア神奈川

大会にあわせ、ここに、第 51 回全国産業教育振

興大会を開催し、教育界と産業界が連携協力を一

層強化し、我が国の産業経済、地域社会の発展に

資する専門高校における人材の育成に全力を傾注

することを決意し、特に、次の事項の実現に向け

て努力することを表明する。

　同時に、国、地方公共団体に対して改正教育基

本法、新学習指導要領等を踏まえ、我が国の基盤

づくりとなる専門高校の充実のための格段のご理

解ご支援を要望する。

一　 専門高校、専門学科の積極的な拡大及び専門

高校生への就学支援対策を講ずるとともに、

産業技術の高度化・情報化に対応した学習指

導の向上のため、産業教育実習施設・設備の

なお一層の整備充実を図る。

一　 社会的・職業的自立に向けたキャリア教育の一

環としての、産業現場等における長期インター

ンシップ（就業体験等）を積極的に推進すると

ともに、専門高校卒業生の就職枠の積極的な確

保・拡大及び就職支援対策の強化を図る。

一　 大学等進学希望者のための入学枠の拡充等及

び専攻科（2 年課程）修了者（国家資格取得等）

の高等教育機関への編入学や準学士等の称号

付与の制度化（弾力的運用を含む）を図る。

一　 専門高校の専門性の基礎・基本を重視し、先

端的、伝統的な知識、技術・技能の習得を図

るとともに、職業人としての規範意識や倫理

観、コミュニケーション能力の向上など、実践

的な能力を身に付ける専門教育の充実を図る。

一　 教育内容・方法の向上を図るため、専門高校

の教職員の定数の一層の改善、研修機会の確

保及び専門教育担当の教員養成の充実を図る。

一　 一般社会や小・中学校等への専門高校・産業

教育の幅広い理解・啓発、及び専門高校生の

学習成果発表の場となる全国産業教育フェア

の拡充推進を図る。

　以上決議する。

　　平成 21 年 11 月 14 日

　　第 51 回全国産業教育振興大会（神奈川大会）

　開催日　平成 21 年 11 月 14 日 15：00 ～ 17：00

　会　場　パシフィコ横浜　アネックスホールF205

第 51 回　全国産業教育振興大会
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　平成 21 年度総会及び講演会が 6 月 9 日（火）に

BIZ 新宿（新宿区立産業会館）・多目的ホールにお

いて開催されました。来賓として（財）産業教育

振興中央会専務理事の中山淑廣様、東京都公立高

等学校長協会副会長の木暮守雄様（都立足立工業

高等学校長）、東京都中学校長会副会長の牛島正廣

様（目黒区立東山中学校長）をお迎えしました。

　開会にあたり、西澤会長から「教育問題は多々

ありますが、職業に対するものの見方や職業観を、

子供の頃から育成していくという社会風土が、今

の日本では薄くなっていることが大きな根本問題

と思います。

　職業コースの内容を更に充実することは大事な

ことで、同時に高校の普通（科）ではなくて、各々

の専門コース或いは職業学校へ進んでいく選択

が、誇りを持って行われる教育体制・体質も日本

全体で作っていかなければならないと思います。

皆様のお力添えをいただきながら、都産振も微力

を尽くしながら頑張っていきたいと思います。」

との挨拶がありました。

　続いて、常任理事の森口都立学校教育部長から

「今年度、新たに『ものづくり教育推進会議』を

設置し、その中でこれまでの成果などを検証し産

業界との連携等を具体的に検討したいと思いま

す。本日の総会でこれからの産業教育の振興と充

実、発展といった点で御指導を賜れば幸いです。」

との挨拶と来賓の方々からの御挨拶をいただきま

した。

　議事に入り、まず報告事項として、以下の 3 件

について報告されました。

○平成 21 年度　会長、副会長の選任結果

○平成 21 年度　理事長、常任理事、常任監事

○産業界会員功労者（永年会員）の表彰

　続いて、以下の議案が提案され、審議の結果、

各議案とも原案のとおり承認されました。

○第 1 号議案①　　平成 20 年度事業報告（案）

○第 1 号議案②　　平成 20 年度決算書（案）

○第 1 号議案③　　平成 20 年度監査報告

○第 2 号議案　　　平成 21 年度役員選任（案）

○第 3 号議案①　　平成 21 年度事業計画（案）

○第 3 号議案②　　平成 21 年度予算（案）

　報告事項のとおり、産業界会員功労者（永年会

員）に対する表彰が行われました。 

　これは、永年にわたり、本会の会員として産業

教育の振興に尽力され、かつ本会の発展に貢献さ

れたことに対し、感謝の意を表するために行って

います。表彰は、昭和 63 年度から実施しており、

産業界（企業）会員として入会した年度から数え

て 10 年を経過した企業を対象としています。

　今回表彰された企業は次の 2 社で、西澤会長か

ら感謝状と記念品が贈呈されました。

表彰企業名

1　株式会社　昭和理化 （1999 年 8 月 17 日入会）

2　株式会社　雄電社 （1999 年 12 月 6 日入会）

報　告

平成 21 年度　東京都産業教育振興会　総　会

産業界会員功労者の表彰
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平成 21 年度　東京都産業教育振興会　教育功労者表彰

　平成 21 年度（財）産業教育振興中央会実施の「御下賜金記念産業教育功労者」及び本会実施の「中

学校技術・家庭科教育功労者」並びに「専修学校・短期大学産業教育功労者」に対する表彰式を平成

21 年 11 月 17 日に都庁第二本庁舎 31 階の特別会議室で行いました。

　表彰式では、西澤会長から功労者に表彰状と記念品が手渡されました。会長の祝辞に続いて東京都教

育委員会を代表して森口純教育庁都立学校教育部長から祝辞がありました。続いて（財）産業教育振興

中央会中山淑廣専務理事、閏間征憲東京都公立高等学校長協会長、菊山直幸東京都中学校長会長の 3 名

のご来賓の方々からご祝辞をいただきました。祝辞を受け、受賞者を代表して東京都立足立工業高等学

校 木暮守雄校長から謝辞が述べられました。

　表彰式の出席者は、御下賜金記念産業教育功労者 11 名、中学校技術・家庭科功労者 4 名、専修学校・

短期大学産業教育功労者 1 名でした。受賞者は次の方々です。

　Ⅰ　御下賜金記念産業教育功労者 （敬称略・順不同）

　　　東京都立瑞穂農芸高等学校　　　　　　　　副 校 長 大　島　敏　秋

　　　東京都立農業高等学校　　　　　　　　　　校　　長 佐　野　幹　男

　　　東京都立総合工科高等学校　　　　　　　　専修実習助手 小　野　直　樹

　　　東京都立中野工業高等学校　　　　　　　　校　　長 萩　原　和　夫

　　　東京都立工芸高等学校　　　　　　　　　　主任教諭 神　山　隆　夫

　　　東京都立蔵前工業高等学校　　　　　　　　校　　長 小　山　　　実

　　　東京都立足立工業高等学校　　　　　　　　校　　長 木　暮　守　雄

　　　東京都立葛西工業高等学校　　　　　　　　主任教諭 岡　本　裕　生

　　　東京都立田無工業高等学校　　　　　　　　副 校 長 田　村　國　雄

　　　東京都立六郷工科高等学校　　　　　　　　主任教諭 黒　川　豊　治

　　　安田学園高等学校　　　　　　　　　　　　教　　諭 佐　俣　恵　一

　　　安田学園高等学校　　　　　　　　　　　　教　　諭 福　谷　隆　芳

　　　東京都立産業技術高等専門学校　　　　　　教　　授 石　井　　　好

　　　東京都立産業技術高等専門学校　　　　　　教　　授 芝　沼　弘　允

　　　東京都立産業技術高等専門学校　　　　　　教　　授 吉　田　喜　一

　　　東京都立大島高等学校　　　　　　　　　　主任教諭 中　林　利　郎

　Ⅱ　中学校技術・家庭科教育功労者 （敬称略・順不同）

　　　世田谷区立千歳中学校　　　　　　　　　　教　　諭 青　木　枝美子

　　　杉並区立高井戸中学校　　　　　　　　　　校　　長 濵　上　明　巧

　　　豊島区立池袋中学校　　　　　　　　　　　教　　諭 廣　瀬　朱　美

　　　足立区立千寿桜堤中学校　　　　　　　　　副 校 長 鈴　木　一　郎

　　　筑波大学附属中学校　　　　　　　　　　　教　　諭 佐　俣　　　純
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　Ⅲ　専修学校・短期大学産業教育功労者 （敬称略）

　　　愛国学園短期大学　　　　　　　　　　　　客員教授 田　中　智　子

　下記の事業に対し後援を行った。

対　　象　　事　　業 開催期間 実　施　場　所 参加者数

1
平成 21 年度東日本高等学校土木教育研究

関東支部総会
6 月 21 日 都立総合工科高等学校 50

2
平成 21 年度度第 53 回全国高等学校家庭科実践

研究会東京大会

7 月

27 日～ 28 日

文化服装学院・都立忍岡高等学校

他 6 箇所 
300

3 日本工業化学教育研究会第 57 回全国大会
7 月

29 日～ 31 日
都立工芸高等学校 100

4 ものづくりフェア in 2009 9 月 27 日

都立工業系高校　17 校

　　（都立総合工科高等学校のみ

　 　9 月 26 日）

1,000

5

第 25 回葛飾区産業フェア

○工業・商業・観光展

10 月

16 日～ 18 日

テクノプラザかつしか

城東地域中小企業振興センター 延べ　　
83,000

○農業・伝統産業展
10 月

23 日～ 25 日
テクノプラザかつしか

6 第 7 回　創造ものづくりフェア in TOKYO 11 月 14 日 都立工芸高等学校 950

7
第 16 回東京都高等学校工業科生徒研究成果発

表大会
11 月 15 日 東京都教職員研修センター 189

平成 21 年度　東京都産業教育振興会後援事業
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平成 21 年度「作文コンクール」入選者

　今年度の「作文コンクール」の応募者数は、中学校の部が 32校・161名、高等学校の部は 22校・96

名、専修学校の部は 4校・9名で、総数 266名でした。昨年度に比べ中学校の部は 10名増加しましたが、

高校の部は 10名減、専修学校の部は半減しました。また、高専・短大の部は昨年同様応募がありませ

んでした。今後は更に作文コンクールの意義等を PRしていく必要があります。

　全作文について、各部の選考委員による第一次選考を経て、約 25％が第 2次選考にあがりました。

第 2次選考は、高校・専修の部が 10月 29日に、中学校の部は 11月 6日に行われました。厳正な選考

の結果中学校の部は、最優秀賞：1、優秀賞：5、佳作：22の 28名が、高校・専修の部からは最優秀賞：

2、優秀賞：4、佳作：15、計 21名、総計 49名（約 18％）が選考されました。

　入選者に対する表彰式は 12月 22日に選考委員、本会役員、東京都教育庁等の出席を得て、都民ホー

ルにおいて行われました。

　入選者は以下の通りです。

　中 学 校 の 部

最優秀賞　ものづくりの心　　　　　　　　　　新宿区立西戸山中学校  2年　牧　野　紗　依

優 秀 賞　笑顔を見て　　　　　　　　　　　　品川区立浜川中学校  3年　草　野　里　美

優 秀 賞　共生　　　　　　　　　　　　　　　大田区立馬込中学校  3年　内　田　菜　摘

優 秀 賞　未来をつくる技術家庭　　　　　　　練馬区立石神井中学校  3年　日　原　雪　恵

優 秀 賞　職場体験　　　　　　　　　　　　　葛飾区立立石中学校  3年　川　端　友梨亜

優 秀 賞　十三才の私に出来る子育て支援　　　中央区立晴海中学校  2年　荒　木　萌　々

佳　　作　貴重な体験、パン屋さんでの三日間　新宿区立西戸山中学校  3年　萩　原　晴　美

佳　　作　技術・家庭科の授業で学んだ事　　　新宿区立西戸山中学校  3年　羽　角　和　菜

佳　　作　パジャマづくりを通して学んだこと　新宿区立西戸山中学校  3年　後　藤　裕　子

佳　　作　物づくりから学んだこと　　　　　　新宿区立西戸山中学校  3年　林　　　礼　奈

佳　　作　将来の夢に向って　　　　　　　　　文京区立第八中学校  2年　伊　東　沙都美

佳　　作　働く大変さと喜び　　　　　　　　　墨田区立両国中学校  3年　青　木　亮　哉

佳　　作　職場体験で学び得たもの　　　　　　墨田区立両国中学校  2年　増　子　健太朗

佳　　作　将来の夢に向って、今できること　　品川区立浜川中学校  2年　大　島　琴　海

佳　　作　働くことの楽しさ　　　　　　　　　大田区立南六郷中学校  2年　望　月　志　保

佳　　作　白い箱　　　　　　　　　　　　　　大田区立馬込中学校  3年　岡　田　稚　菜

佳　　作　一日は一生　　　　　　　　　　　　大田区立馬込中学校  3年　小　楠　由起子

佳　　作　自分の仕事に誇りを　　　　　　　　大田区立馬込中学校  3年　根　岸　　　汀

佳　　作　一生懸命　　　　　　　　　　　　　大田区立馬込中学校  3年　山　田　実　優

佳　　作　先生と園児のあいだ　　　　　　　　大田区立馬込中学校  3年　横　関　美　保

佳　　作　すみれ組の先生　　　　　　　　　　大田区立馬込中学校  3年　池　野　　　遥
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佳　　作
　「小さな小さなものづくり」という

　　　　　　ボランティア活動を知って　　　　
大田区立大森第六中学校  3年　藤　平　理　沙

佳　　作　職場体験で　　　　　　　　　　　　世田谷区立駒留中学校  2年　北　岡　　　樹

佳　　作　技術を通して学んだこと　　　　　　葛飾区立立石中学校  3年　青　山　健　一

佳　　作　技術と日常の関わり　　　　　　　　葛飾区立立石中学校  3年　菅　原　大　暉

佳　　作　職業体験で学んだこと　　　　　　　江戸川区立小岩第四中学校  3年　大　賀　美　優

佳　　作　私の夢と希望　　　　　　　　　　　愛国中学校  1年
　メントネ　ソフィー

 こころ　　　　

佳　　作　私の将来の夢　　　　　　　　　　　愛国中学校  3年　鈴　木　沙耶香

　高 等 学 校 の 部

最優秀賞　看護とは何か　　　　　　　　　　　愛国高等学校  3年　神　山　未　樹

優 秀 賞　農業体験で学んだこと　　　　　　　　都立園芸高等学校  3年　安　部　　　巧

優 秀 賞　私の進むべき道　　　　　　　　　　愛国高等学校  3年　飯　田　さゆり

優 秀 賞　悔しさを振りかえって　　　　　　　岩倉高等学校  3年　小　向　和　樹

佳　　作　将来の夢　　　　　　　　　　　　　都立農産高等学校  1年　柏　木　亜　美

佳　　作
　技能習得型インターンシップとともに

　　　　　　挑んだ電気工事士の資格取得　　　
都立練馬工業高等学校  2年　二　宮　早　紀

佳　　作　私の在り方　　　　　　　　　　　　都立小金井工業高等学校  3年　加　藤　将　一

佳　　作　マーケティング部で学んだこと　　　都立江東商業高等学校  2年　山　本　華　己

佳　　作　江東商業に入学して　　　　　　　　都立江東商業高等学校  2年　横　尾　有　紗

佳　　作　作る喜び、作る楽しさ　　　　　　　都立忍岡高等学校  3年　寺　澤　美　咲

佳　　作　私を変えてくれたもの　　　　　　　愛国高等学校  3年　鈴　木　千　晶

佳　　作　忘れてはならないこと　　　　　　　愛国高等学校  3年　関　谷　梨　沙

佳　　作　大切なもの　　　　　　　　　　　　愛国高等学校  3年　田　中　小　麦

佳　　作　人のため、そして自分のために　　　愛国高等学校  3年　三　浦　　　舞

佳　　作　見られるということ　　　　　　　　岩倉高等学校  3年　佐　藤　　　剛

佳　　作　マイ・ドリーム　　　　　　　　　　岩倉高等学校  3年　中　川　拓　也

佳　　作　言葉よりも大切なこと　　　　　　　蒲田女子高等学校  3年　滝　澤　祥　恵

佳　　作　私が福祉で学んできて　　　　　　　蒲田女子高等学校  2年　手　塚　美　香

　専 修 学 校 等 の 部

最優秀賞　体験で得た「ひかり」　　　　　　　青山製図専門学校  2年　藤　田　紘　子

優 秀 賞　仕事で得られるもの　　　　　　　　ホスピタリティ ツーリズム専門学校  2年　関　根　沙　紀

佳　　作　相手の立場に立つことの大切さ　　　東京エアトラベル・ホテル専門学校  2年　山　下　奈都美
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作文コンクール最優秀作文

　　　　ものづくりの心

　 新宿区立西戸山中学校　2 年　牧　野　紗　依　　

　私が、中学 1 年の時、技術の時間に、限られた材料で一から考え設計し、自分でつくる、という授業

が行われました。その時、ちょうど家に DVD が増え、DVD ケースの置き場所に困っているところでし

た。そこで、私は、DVD ケースが丸ごと入る、DVD ラックをつくることにしました。

　まずは、「設計図を描く」という課題が出ました。しかし、いざ描こうとすると、まず DVD ケース

の縦幅と横幅の長さや高さを測ったり、全部でいくつあるかを教えたりするところから、始めなければ

なりませんでした。すると、決められた材料では、大きさや板の枚数が足りないことがわかり、その時

点で既に、様々な問題が生じました。それでも、姉にアドバイスをもらいながら、わくわくした気持ち

で設計図を描きました。

　次に、その設計図を基に、実際に作業をしていきました。実際の作業がとても大変だということは、

以前の技術の授業で、先生が描いた一つの設計図を基に、全員同じものをつくった時に、身をもって体

験していました。しかし、自分で設計したものとなると、つくる最中の楽しさも、格別だったような気

がします。

　作業中にも、設計図どおりにつくっているのに、計算ミスをしていて、板の長さが足りなかったり、

穴を開けようとしているのに、なかなか開かなかったりと、色々な予想外の事態が発生しました。けれ

ども、友達を頼るにも、つくっている作品そのものが違うので、同じものをつくった時のようにはいき

ません。そこで、友達を頼れる部分は助けてもらい、私も友達を助けられる部分は助けるといった風に、

友達と助け合いながら、頑張ってつくっていきました。

　自分の作品が段々出来上がっていくのは、見ていてとても楽しかったのですが、一番楽しかったのは、

木材でつくってきた各部品を釘でつなぎ合わせる、接合の作業です。ほぼ設計図どおりの形になってい

くので、はやく完成させたくて、作業がどんどん進みました。実際に完成した作品を家に持ち帰り、そ

の中に DVD ケースを入れた時、母は、「すごい！」ととても感動してくれました。あらかじめ大きさを測っ

てつくったのですから、当たり前といえば当たり前なのですが、実際にぴったりと DVD ケースがおさ

まった光景には、確かに自分も感動しました。なにより、母だけでなく、父も、またさらには二人の姉

にも喜んでもらえたことが、とても嬉しかったです。

　技術の先生も母もほめてくれたのは、私が、この DVD ラックを縦長につくった点についてでした。

先生は、棒材を切らずに、縦に利用するという発想がユニークだという理由だ、褒めてくださいました。

また母は、縦長に作れば、場所をとらなくて良いという理由で、褒めてくれました。

　今、その DVD ラックは、当然のように我が家に置かれ、すっかりリビングになじんでいます。時々

それを見て、つくった時の事をおもいだすと、つくづく「ものづくり」は大変で、それでいて楽しいも

のだということを感じます。
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「ものづくりの心」で家の中を見回すと、私には全ての「もの」が、とても愛おしく感じられてくるのです。

もちろん、機械で作られている「もの」も少なくありませんが、それを設計し、第一号をつくったのは

人間なのだと思うと、やはり愛着がわいてくるのです。それに、その「もの」を作る機械も、元を辿れ

ば人が作っているわけです。

　たとえば、机や椅子などといった、いかにもつくられている「もの」だけでなく、扇風機やコンピュー

ターなどにも、私は親しみがもてるようになりました。たとえそれをつくる工程が機械的だったとして

も、何かを一からつくった経験があると、「もの」に愛着がわいてくるのです。こういう感情は、言葉

で説明しても納得しにくいものかもしれませんが、これこそ「ものづくりの心」だと、私は思っています。

こうして考えると、今までよりも何倍も「もの」が愛おしくなり、大切にしよう、と思えてくる私です。

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

　　　　看護とは何か

 愛国高等学校　3 年　神　山　未　樹　　

　もし、「あなたにとっての看護とは何ですか？」と聞かれたら、以前の私ならきっと答えることは出

来なかったことと思う。それは看護に関する知識や経験が浅いからだけではなく、看護に対してきちん

と向かい合っていなかったからだと思う。

　看護師になりたい、という強い思いから私は衛生看護科に入学した。看護の知識、技術が日に日に身

に付いていくこと、看護師への夢へ近づいていく感じがたまらなく嬉しくて楽しかった。高校二年生の

終わりには、病院実習へ行き、実際に看護の場に触れた。初めて受け持つ患者様、初めての看護、医療

現場というものを実際に学んだ。この実習で私は看護の大切さ、難しさを感じた。それと同時に、継続

して同じ看護ケアの効果が見られないことに対し、この看護ケアを継続して行う意味は何だろう、この

ケアを行って意味はあるのだろうか、と初めて「看護」に対する疑問を持った。

　その疑問は高校三年生となり、成人・老人実習が始まっても続いていた。今思い返してみると、この

時の私は患者様ではなく病気、つまり疾患の看護をしていたのである。患者様の個別性を尊重せずに、

疾患だけを見つめていた。同じ疾患でも個人差があり、教科書通りの病態経過ばかりではないというこ

と。そのような重大なことを当時きちんと理解できていなかった。私は何かはっきりしない感情を抱き

ながら、前半の病院実習を終え、夏休みを迎えた。

　この夏、アメリカへ海外研修に行き、ホームステイを経験した。そこで私は貴重な体験をすることが

できた。私は今まで当たり前のように話をし、言葉を使ってきた。言いたいことも言ってきた。海外へ

行き、日本語の通じない場所へ行って、初めて言葉の大切さ、言いたいことが言えることのすばらしさ

を知った。また、言葉が通じないことの大変さ、歯がゆさを感じた。

　そんな時、ふと思った。患者様は、もちろん自分の思いをハッキリと伝えることが出来る人もいる。

しかし、病院実習中、疾患や疾患の後遺症、障害が原因で声を出すこと、つまり話すことが出来ず、自

分の思いを率直に伝えることの出来ない患者様を沢山目にしてきた。その患者様に対し、私は今思うと

一方的に話をし、また接していたと思う。「何てことをしていたのだろう。」と今更になって思うが、私
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は患者様の気持ちを整理し、患者様の立場に立てていなかった。話すことが出来ず、すぐに伝えること

の出来ない患者様は辛いだろうな、と知識のうえだけで患者様の気持ちを理解した気でいた。患者様は

私に何か訴えていたかもしれない。どんなに患者様が訴えかけても私には通じていない。患者様はどん

なふうに思っていたのだろう。そう思うと、「今までの実習で自分は何をし、何を学んだのだろう。」と

急に恥ずかしくなった。

　私はアメリカへ行ったことで、言葉が通じず、思いが伝わらないことから、一生懸命思いを伝えるこ

と、伝えようとすることの大切さ、かけがえのなさを学んだ。病気による痛みで、話すことさえ辛いと

感じる患者様もいるだろう。そんな時、看護師が寄り添い、温かい手、目、心で患者様に接することが

出来たら、患者様はどんなに心強いだろうか。アメリカの家族は、私が話したいこと、私が話している

下手な英語を理解しようと耳をずっと傾けてくれていた。最後に私の手を握り、目を見て深く頷いてく

れた。本当のところを理解してもらえたかは分からないが、なんだか心が温かくなった。患者様が伝え

ようとするとき、一方的ではなく、その伝えたい思いを理解してくれる人がいたら、患者様はどんなに

安心するだろう。看護師は、患者様の立場に立ち患者様の思いをくみ取りながら、患者様が訴えかける

何かを理解しようとする姿勢、そして洞察力が大切である。私はこんな当たり前のことに初めて気がつ

かされたのだ。

　また、私のホームステイしたアメリカの家族の母の妹は、耳が不自由であり、言葉を話すことが出来

なかった。家族とは手話で会話をしていた。その方は、私に伝わりやすいように簡単な単語を紙に書き

始めた。私はそれを辞書で訳して読んだ。そこにはこう書かれてあった。「私は日本語はもちろん、自

分が生まれた国の言葉さえ話すことが出来ない。手話が通じない時、私は自分の気持ちを相手に知って

貰うことが出来ない。私は話したいことがあってもどうにもならない。あなたはアメリカに来て色々大

変かもしれないけれど、話す力を持っている。」

　私はその言葉に「はっ」とした。ホームステイの中で、英語が苦手だからという自分のことだけを考

え、話そうとしない自分を正当化していた。目の前にいる人は自分と違う人で」あり、その相手を思う

気持ちが全ての出発点なのだということを、アメリカの地で改めて考えさせられた。

　看護の「看」という漢字の一部に「手」が使われているのにも意味がある。手は、看護の技術を発揮

する時だけではなく、相手の気持ちを理解する時にも使われる。しっかりと自分の目で患者様を見つめ、

理解していくことが大切だからなのだろう。私は改めて「看護とは何か」を考える機会を与えられた。

　もし今、「あなたにとって看護とは何ですか？」と聞かれたら、私はきっとこう答えるだろう。

　「患者様の思いを知ること。」と。

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

　　　　体験で得た「ひかり」

 青山製図専門学校　2 年　藤　田　紘　子　　

　私が建築の道を目指すようになる前、主婦として子育てをしながらカフェで働いていた。このカフェ

は、ランチも充実していて繁盛しており、私はやりがいを感じていた。美味しい料理を提供する・お客
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様を笑顔で迎え、送り出す。心地良い空間創りとは何か、常日頃考えていた。そして、店舗改装の経過

に立ち会い、空間創りの違う視点を体験し、建築に興味を持った。

　私の父が建築士であった為、幼少期から憧れはあったが自分がその方向に進むのは無理なのではと思

い込んでいた。しかし夫や両親に建築の勉強をしたいと相談すると、熱意が通じ賛成してもらえた。そ

して喜びの気持ち一杯で青山製図専門学校・商空間デザイン科に入学した。

入学してすぐの頃は慣れるのに大変だった。建築についての知識は皆無、久々の数学、ハードな課題に

苦戦していたが、線一本引くにも定規の持ち方まで決まっていたり、何もかもが新鮮なことばかりで楽

しんでもいた。

　ようやく慣れてきた五月のある日、校外学習で【江戸東京たてもの園】を訪れた。歴史ある建物が移

築されていたり、商店が再現されている。次々と見学をしていくと、ある日本家屋で担任の先生と一緒

になった。そして見学をしている私達をみてこうおっしゃった。

「和室は座って生活するのだから、同じ視点になって周りを見てごらん。」

和のデザインを納めようとデジタルカメラをいじっていたのを一旦止めて、その場に正座してみた。はっ

とした。木のぬくもり、座った角度からの景観、実用性、座っただけでいろんなことが飛び込んできた。

充実した見学ができた。

　移築・再現された建物は古いながらもインテリア、構造、細かなディテールが新鮮で新しいデザイン

を考えるヒントがいくつもあった。障子の格子から差す光のやわらかさ、鉄格子の一本一本のひねり、

欄間の彫刻、瓦の配置、日本の文化が世界で通用するだけの繊細さがあると感じられた。私が今、数奇

屋建築に興味を持っているのもこの日のことが原点であるし、見学によって創作意欲が湧き、明日から

頑張ろうと思ったものである。

　時には思うように描けなかったり、自分のデザインの欠点を先生方から指摘されて悔しい思いをする

こともあるが、仲間たちと一緒に乗り越えてきた。パソコンの操作を教えてもらったり、柔軟なデザイ

ン力は刺激になる。年齢差を越えて切磋琢磨できることが嬉しいと思う。

　充実した毎日を送る中で、私生活での心意気も変わってきた。私の住む墨田区は【ものづくりのまち】

として栄え、産業が盛んである。町のいたるところに工場や工房、企業が立ち並んでいる。普段何気な

く歩いていた道も、ふと見ると「ねじ」の会社、「ばね」の工場などがあり、工業には欠かせない部品

や道具類をこの町で作っていることに誇りを感じる。

　町内会の試みで、町工場を利用した社交場「まちこう BAR」というイベントがあった。昼はガレー

ジで演奏会があったり、子供向けに工具を使った工作教室、夜は大人が持ち寄った食べ物をつつきなが

ら酒を嗜む。町工場がこんな使われ方をすることは考えつかなかった。以前は自分に余裕がなく、鉄を

切る音をうるさく感じることもあった。今は「どうやって切断しているんだろう」と学校での授業を思

い出して興味を感じたり、「今度この工場で老若男女交流会があったら楽しいだろうな」といろんな思

いで過ごしている。

　学校や町での体験を通し、公私両面の充実を感じ、私は不思議な感覚にとらわれていた。幸せのよう

な、それでいて胸が〝きゅうっ〟として、見えない空気のような何かに包み込まれているような感覚で

ある。言い表せないこの気持ちは後に、美術館をテーマとした課題の中でこう表現してみた。

　　―こころの光合成―

　「光合成」とは植物や藻類が光・水・二酸化炭素を得て反応を起こし、糖分を合成し酸素を大気に排
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出する。光は主に太陽光だが人間の心にとってこの「ひかり」は、

　・知識を得たとき（分からない問題がわかった、知らない情報を得た）

　・きれいな情景を見たとき ( 夕焼けに感動 )

　・人とのふれあい（温かさに元気づけられた）

　・美味しいものを食べたとき

　・ぼーっとしているとき

様々なひかりがあると思う。

　この「ひかり」を感じることで、それまで意識していなかった事が新鮮に思えたり、子供や友人と「疑

問」に挑んだり、いろんなことが活性化されて、実生活に還元できている気がした。

　植物が酸素を大気中に供給しているように、私が学習や体験から得たひかりは体で分解され子供や社

会、そして次世代へと放出できるのではないだろうか。私は建築という分野でひかりを感じたが我が子

はどんなことに「ひかり」を感じるのだろう。そして光合成は世代をこえて繰り返し、小さな野花が何

気なく咲くように、皆が幸せを感じられる世の中になったらいいと思う。

③作文入賞作品47.indd   5 2010/02/17   19:55:27



報 　 告

— 49 —

平成 21 年度　「作文コンクール」応募校一覧

＜中学校の部＞
番号 区・市名 学　校　名 応募人数

1 中央区 晴海中 4

2 港区 六本木中 2

3
新宿区

西戸山中 9

4 落合中 9

5
文京区

第六中 4

6 第八中 7

7
墨田区

両国中 10

8 吾嬬第一中 3

9
品川区

小中一貫日野学園 3

10 浜川中 2

11
目黒区

第八中 7

12 第九中 4

13

大田区

大森六中 6

14 馬込中 9

15 南六郷中 1

16 蒲田中 1

17
世田谷区

用賀中 8

18 駒留中 5

19 荒川区 第五中 1

20 北区 滝野川紅葉中 2

21

板橋区

赤塚第三中 8

22 志村第四中 3

23 加賀中 1

24
練馬区

石神井中 2

25 上石神井中 6

26
葛飾区

東金町中 5

27 立石中 10

28

江戸川区

小岩第四中 7

29 鹿骨中 1

30 瑞江中 8

31 府中市 府中第九中 3

32 私立 愛国学園中 10

32校 計 161

男（48）　女（113）

＜高等学校・専修学校の部＞
番号 学　校　名 応募人数

1 都立忍岡高 7

2 都立野津田高 3

3 都立園芸高（定） 1

4 都立農芸高（全） 1

5 都立農産高（全） 7

6 都立瑞穂農芸高（全） 2

7 都立農業高（全） 2

8 都立蔵前工業高（全） 1

9 都立練馬工業高 1

10 都立小金井工業高（全） 8

11 都立六郷工科高 1

12 都立科学技術高 6

13 都立赤羽商業高 6

14 都立江東商業高 4

15 都立四谷商業高（定） 1

16 都立青梅総合高（定） 2

17 都立橘高 7

18 私立蒲田女子高 9

19 私立岩倉高 7

20 私立村田女子高 2

21 私立愛国高 10

22 国際理容美容専門学校 8

23 国際観光専門学校 1

24 ホスピタリティツーリズム専門学校 4

25 青山製図専門学校 2

26 東京エアトラベル・ホテル専門学校 2

高校等 22校　専修 4校 計 105

男（24）　女（81）

中学校  161 公：31校（151）
私： 1校 （10）

高等学校  96 公：17校 （60）
私： 5校 （36）

専修学校  9

総計  266

男（72）　女（194）
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≪参考≫

図 1　過去 4年間の応募状況

図 2　応募者の男女比（本年度）

図 3　
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　　　　　　　平成21年度 事業経過報告　　　　（2 月 22 日現在）本会の概要

1　理事会

　 5 月 22 日（金）午後 2 時から、都庁第一本庁舎 33 階　特別会議室 S1 で開催

2　総会・講演会

　 6 月 9 日（火）午後 2 時 30 分から、BIZ 新宿（新宿区立産業会館）多目的ホールで開催

　 ○　講　演　　　 演題　「リーダーシップの入り口」

　　　　　　　　　　講師　株式会社ニチレイ　代表取締役会長　浦野 光人 氏

　　　※ 総会報告は会報 136 号に、講演要旨は 137 号に掲載

3　委員会

　（1）企画推進委員会　6 月 23 日（火）都庁第二本庁舎 31 階　特別会議室 25 で開催

　（2）中学校技・家教育功労者選考委員会

　　　　　　　　　　　9 月 18 日（金）都庁第二本庁舎 29 階　第二会議室で開催

　（3）作文選考委員会　6 月 18 日（木）全体会 都庁第二本庁舎 28 階  第三会議室で開催

　　　　　　　　　　 10 月 29 日（木）分科会（高校・専修）都庁第二本庁舎 28 階第三会議室で開催

　　　　　　　　　　 11 月 6 日（金）分科会（中学校）　　都庁第二本庁舎 29 階 第二会議室で開催

　（4）企画推進委員会　3 月 16 日（火）都庁第二本庁舎 31 階　特別会議室 25 で開催予定

4　振興奨励事業

　（1）  中学校技術・家庭科教育功労者（5 名）及び御下賜金記念産業教育功労者（16 名）並びに専修学

校・短期大学産業教育功労者（1 名）の表彰式を 11 月 17 日（火）都庁第二本庁舎特別会議室 21

において挙行した。本会より表彰状の授与と記念品贈呈を行い、記念撮影をした。

　（2）  産業教育関係の研究団体に対する奨励助成として、農業、工業、家庭、定時制・通信制、中学校

技術・家庭科の各研究会に対し、研究資料作成など事業活動費の一部を助成した。

　（3）  中学生、高校生、専修学校生、短大生に対する作文募集を行い、応募総数は 266 点であった。そ

の中から最優秀賞 3 名（中学校 1 名、高校 1 名、専修学校 1 名）、優秀賞 9 名（中学校 5 名、高

校 3 名、専修学校 1 名）、佳作 37 名（中学 22 名、高校 14 名、専修学校 1 名）の入賞者を決定し、

12 月 22 日（火）に都民ホールにおいて表彰式を行い、賞状と賞品を授与した。また、入賞されなかっ

た応募者全員に記念品を贈呈した。

　（4）  優良卒業生に対し、各学校の校長を通じ、本会会長並びに産業教育振興中央会会長の表彰状の交

付及び授与を行った。

　　○本会会長の表彰

　　　中学校　　 838 名　　　高等学校　　 240 名

　　　専修学校　　36 名　　　高専・短大　　17 名　　　計   1,131 名

　　○産業教育振興中央会会長の表彰   　　

　　　高等学校及び高等専門学校　　　　　　　　　　　 計      125 名
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　（5）  産業教育の普及向上に寄与する事業を実施する団体等に対して、本会の後援の名義使用を承認し

ている。本年度は 7 団体、7 事業に対して後援名義の使用を承認した。

5　産学交流事業

　（1） 見学・研修会

　　　8 月 21 日（金）株式会社日本化薬東京において実施した。

　　　 会社概要説明の後、2 班に別れ用意されたヘルメットと上着を着用し工場内の塗料・インクの製

造設備を見学した。さらに、バクテリアを活用した排水設備による環境への配慮についても見学

した。また研修では、①「色素合成について」②「インク・染料について」二部に分けて専門的

な内容と色素合成実験や、光による反応など興味深いものであった。参加者　35 名

　（2）産学懇談会

　　　11 月 26 日（木）会場を専門学校中央工学校において実施した。

　　　 中央工学校より学校概要及び専門学校と他の高校との教育連携についての説明後、授業・実習

見学と施設見学をした。その後、専修学校教育についての意見交換をおこなった。

　　　 意見交換では、専修学校における産業技術教育の現状と期待・工業高校をはじめとしての連携

教育についてと今後の産学連携のあり方等について話し合った。参加者 25 名

6　情報連絡事業

　（1） 会報 「東京の産業と教育」を 21 年度年 2 回発行、第 136 号を 7 月 15 日、第 137 号を 11 月 30

日に発行し、会員及び関係諸機関に配布する。

　（2） 会誌 「東京の産業教育」 第 47 号を 2 月末に発行し、会員及び関係諸機関に配布する。

　（3） 生徒作文集 「明日に生きる」第 20 号は入選作品 49 編を掲載して、2 月末に発行し、会員及び関

係諸機関に配布する。

　（4） 産業教育振興中央会主催の「産業実地研修会」は、毎年、夏季休業期間に関係機関、研究所及

び企業等において実施されているが、本会よりの参加者はなかった。

　（5） 産業教育振興中央会の実施する「産業教育改善に関する特別研究助成」には、今年度本会から

工業系 1 名の採択があった。

　（6） 産業教育振興中央会における平成 21 年度海外産業教育事情視察には、本会から家庭系 1 名が参

加した。

　（7） 文部科学省･産業教育振興中央会ほか主催の第 51 回全国産業教育振興大会・第 19 回全国産業教

育フェア神奈川大会が 11 月 14 日～ 11 月 15 日、パシフィコ横浜他 7 会場で開催され、本会か

ら会長、副会長、事務局長、事務局員の 6 名が出席した。

　（8） 全国産業教育振興連絡会議・全国産業教育振興会連絡協議会役員総会は、5 月 28 日（木）東京

で開催された。本会より会長、副会長、事務局長が出席、その他多数の会員が出席した。

　（9） 関東地区産業教育振興連絡協議会は、平成 21 年度以降は、しばらく休止することになった。

　（10） 東京都産業教育振興会のホームページを月一回更新した。

7　会員の増加運動の推進

　 学校会員 2 校（都立高校 1 校、専修学校 1 校）、企業会員 6 社が新規に加入した。
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平成 20 年度　決　算
総収入額¥ 3,415,652 総支 出額¥ 2,798,824 残額 ¥616,828（次

[収入の部] (単位 円

 予算額    決算額

1
① 公私立中学校 417校 834,000

324,000
 123,000

③ 私立・国立高校  全  2 150,000
2,573,000 2,635,000 62,000

④ 高専・短大 36,000
⑤ 専修学校  17 108,000

2
①  103口 1,030,000

個人 6名             3口 30,0
0 0 0    

592 1,034 442 預金利息
185,000 195,210 10,210 会誌広告料ほか
584,408 584,408 0 前年度繰越

3,343,000 3,415,652 72,652

[支出の部] (単位 円)

予 算 額 決 算 額 差  額

490,000 435,933 54,067
需用費 75,000 69,660 5,340 総会資料印刷、消耗品費等
役務費 375,000 339,513 35,487 郵券、郵便振込手数料負担、発送費等

    旅費 40,000 26,760 13,240 サンフェア沖縄
147,000 85,971 61,029 総会、理事会、各種委員会

2,425,000 2,196,920 228,080
(1)教育功労者表彰 139,818
(2)研究奨励助成 150,000

780,000 704,985 75,015 (3)作文表彰 219,039
(4)永年会員表彰                   50,243
(5)表彰状印刷                  114,975

30,910
(1)会報発行×3回分     320,000
(2)会誌(46号)発行          561,150
(3)作文集(19号)発行            462,900

1,635,000 1,483,000 152,000 (4)HP更新費 131,450
(5)関産協参加費 1,500
(6)全産協参加費 6,000

産   学
交流費

10,000 8,935 1,065 産学懇談会(２回）

80,000 80,000 0 全国産業教育振興会連絡協議会
201,000 0 201,000 緊急対応

3,343,000 2,798,824 544,176合     計

会社69社 *１社１口21年度分含む

②

1,727
積立金

利子収入

会

摘              要

事 務 費

項
 

目

会 議 費

科

事 業 費

分 担 金
予 備 費

(6)表彰状筆耕料 

科 目

学校会員 1,575,000

② 都立高校 

産業界会員 1,060,000

 定   1校（前年度納入済み） 0

雑収入
繰越金

合  計

振   興
奨励費

 
 
 

項
 
 

目

情   報
連絡費
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    科　目
本年度

予算額(A)
前年度

予算額(B)
増△減
(A-B)

1 学校関係     

① 公私立中学校 413 校 826,000
② 都立高校 全 52 校 312,000

定 37 校 111,000
③ 私立・国立高校 全 25 校 150,000

定 1 校 3,000
   会　費 2,566,000 2,573,000 △ 7,000 ④ 高専・短大 6 校 36,000

⑤ 専修学校 18 口 108,000

2 産業界関係   

① 企　業 67社 99 口 990,000
*68社100口の内1
社１口納入済み

② 個　人　6名 6 口 30,000

   利子収入 1,172 592 580
   雑収入 165,000 185,000 △ 20,000 広告料ほか
   繰越金 616,828 584,408 32,420 前年度繰越

  合    計 3,349,000 3,343,000 6,000

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
本年度

予算額（A)
前年度

予算額（B)
増△減
（A-B)

555,000 490,000 65,000
需用費 106,000 75,000 31,000 総会資料印刷、消耗品費等　　
役務費 449,000 375,000 74,000 配送費、郵便振込手数料、郵券等
旅　費 0 40,000 △ 40,000 全国産業教育フェア（神奈川大会）

112,000 147,000 △ 35,000 理事会、総会、各種委員会
2,429,000 2,425,000 4,000

①教育功労者表彰　 160,000
②研究奨励助成 155,000

000,643彰表文作③
35,000

⑤表彰状印刷 　　　　　　　　 72,000
⑥表彰状筆耕料 35,000
①会報発行(２回分） 280,000
②会誌47号発行 605,000
③作文集20号発行 533,000

000,091費新更ＰＨ④
000,6費加参協産全⑤

⑥中央会図書費　      2,000
産　学
交流費

10,000 10,000 0 見学研修会謝礼、産学懇談会

80,000 80,000 0 全国産業教育振興会連絡協議会
173,000 201,000 △ 28,000 緊急対応

3,349,000 3,343,000 6,000

（注）科目間の流用は、会長承認によって行うことができる。

事業費

項

目

振　興
奨励費

803,000

[収入の部]

[支出の部]

会議費

1,020,000

預金利息

　17校

¥3,349,000
¥3,349,000

総収入額
総支出額
差 引 額 0

(単位：円）

摘　  　　　要

事務費

項

目

科　　　目

(単位：円）

摘　　　　　要

1,546,000

分担金
予備費

合   計

23,000
④永年会員表彰

情　報
連絡費

1,616,000 1,635,000 △ 19,000

780,000

平成 21 年度　予　算
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平成 21 年度　東京都産業教育振興会役員 ( 敬称略・順不同）

会　　　　　長　　㈱企業再生支援機構代表取締役社長 西　澤　宏　繁

副　　会　　長　　TDOグラフィックス㈱ CEO 久保村　昭　衞

㈱カナック企画相談役 金　子　昌　男

東京都立芝商業高等学校長　 本　多　吉　則

理　　事　　長　　東京都教育委員会教育長　  大　原　正　行

常　任　理　事　　東京都教育庁都立学校教育部長　 森　口　　　純

　　　　　　　　　東京都教育庁都立学校教育部高等学校教育課長　 加　藤　裕　之

理　　　　　事　　経済同友会・専務理事　 小　島　邦　夫

　　　　　　　　　東京商工会議所常務理事・広報部長　 関　口　史　彦

東京経営者協会事務局長　   和　栗　安　広

信川化学工業㈱取締役社長　 信　川　仁　道

　　　　　　　　　浅地事務所代表 浅　地　正　一

　　　　　　　　　㈱日刊工業新聞社代表取締役社長   千　野　俊　猛

　　　　　　　　　墨田区教育委員会教育長 久　保　孝　之

　　　　　　　　　足立区教育委員会教育長 齋　藤　幸　枝

　　　　　　　　　武蔵野市教育委員会教育長 山　上　美　弘

　　　　　　　　　渋谷区教育委員会学務課長 菅　原　幸　信

　　　　　　　　　江戸川区教育委員会学務課長 土　屋　典　昭

　　　　　　　　　東京誠心調理師専門学校理事長　　　　　　 廣　瀬　喜久子

　　　　　　　　　大森学園高等学校長 井　上　皓　司

　　　　　　　　　岩倉高等学校長　 山　田　茂　英

　　　　　　　　　安部学院高等学校長 安　部　元　彦

　　　　　　　　　京北学園白山高等学校副校長 杉　原　米　和

　　　　　　　　　東京都立農芸高等学校長 花　野　耕　一

　　　　　　　　　東京都立足立工業高等学校長 木　暮　守　雄

　　　　　　　　　東京都立荒川工業高等学校長 豊　田　善　敬

　　　　　　　　　東京都立赤羽商業高等学校長 戸　田　勝　昭

　　　　　　　　　東京都立忍岡高等学校長 清　水　ゆかり

　　　　　　　　　東京都立東久留米総合高等学校長 青　木　伸　道

　　　　　　　　　府中市立府中第二中学校長 三　浦　　　登

　　　　　　　　　中央区立銀座中学校長 太　田　達　郎

　　　　　　　　　東京都教育庁指導部長 高　野　敬　三

　　　　　　　　　東京都教育庁指導部高等学校教育指導課長 宮　本　久　也

東京都教育庁指導部主任指導主事（産業教育担当） 仙　田　直　人

東京都教育庁都立学校教育部副参事（ものづくり教育推進担当） 山　川　富　也

理事・事務局長　　東京都教育庁都立学校教育部高等学校教育課計画担当係長 加　野　哲　朗

常　任　監　事　　東京都教育庁都立学校教育部高等学校教育課管理係長 鈴　木　信　孝

監　　　　　事　　㈲飯吉製作所代表取締役 飯　吉　修一呂

監　　　　　事　　足立区立六月中学校長 池　田　敦　彦
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東京都産業教育振興会各委員会委員（敬称略・順不同）

　　企画推進委員会

　　　　東京都立園芸高等学校長 千　谷　順一郎

　　　　東京都立葛西工業高等学校長 平　林　　　博

　　　　東京都立大田桜台高等学校長 長　船　孝　明

　　　　東京都立豊島高等学校長 島　田　悦　郎

　　　　東京都立葛飾総合高等学校長 國　分　達　夫

　　　　昭和第一学園高等学校長 高　水　　　攻

　　　　安部学院高等学校長 安　部　元　彦

　　　　東京誠心調理師専門学校長 廣　瀬　　　道

　　　　東京都立産業技術高等専門学校長 荒　金　善　裕

　　　　目黒区立第九中学校長 情　野　政　彦

　　　　東京都教育庁指導部高等学校教育指導課指導主事 守　屋　文　俊

　　　　東京都教育庁指導部義務教育特別支援教育指導課指導主事 松　永　かおり

　　作文選考委員会

　　　　東京都立瑞穂農芸高等学校長 岡　本　利　隆

　　　　東京都立府中工業高等学校長 石　井　末　勝

　　　　東京都立橘高等学校長 中　村　謙　一

　　　　東京都立葛飾商業高等学校長 小　山　公　央

　　　　東京都立江東商業高等学校長 金　城　和　貞

　　　　東京都立城東高等学校長 小　峯　健　治

　　　　東京都立杉並総合高等学校長 丹　藤　　　浩

　　　　安田学園高等学校長 鈴　木　行　二

　　　　京北学園白山高等学校副校長 杉　原　米　和

　　　　国際理容美容専門学校長 鈴　木　政　信

　　　　練馬区立上石神井中学校長 小　野　雅　保

　　　　江東区立第二大島中学校長 倉　持　眞由美

　　　　清瀬市立清瀬第五中学校長 千　野　和　子

　　　　練馬区立豊玉第二中学校長 長　南　良　子

　　　　大田区立大森第六中学校長 税　所　要　章

　　　　板橋区立志村第一中学校長 松　本　洋　人

　　　　北区立十条富士見中学校副校長 佐々木　健　一

　　　　渋谷区立本町中学校副校長 白　倉　昌　裕

　　　　荒川区立諏訪台中学校主幹教諭 出　井　玲　子

　　　　練馬区立石神井中学校主幹教諭 深　井　明　美

　　　　東京都教育庁指導部高等学校教育指導課指導主事 平　栁　伸　幸

　　　　東京都教育庁指導部高等学校教育指導課指導主事 山　田　和　人

　　　　東京都教育庁指導部高等学校教育指導課指導主事 木　田　貴　子

　　　　東京都教育庁指導部義務教育特別支援教育指導課指導主事 和　田　栄　治

　　　　東京都教育庁指導部義務教育特別支援教育指導課指導主事 山　村　智　宏
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産　業　界　会　員　名　簿　　　　　　50 音順

企業会員名 所在地
過去5年間の採用実績

（○印）
企業の概要・特色

1 浅地事務所 港区 ― 経営相談、コンサルティング、社外役員の紹介及び仲介他

2 ㈲東新幸社 葛飾区 ―
多年に渡る（創業 56 期）玩具製造の技術を用い、照明器具・空気銃玩

具雑貨品を製造している。

3 ㈲飯吉製作所 葛飾区 ―

金属プレス加工業を昭和 24 年創業、昭和 37 年会社設立後、永年培った

技術を活用し、アルミ押し出し型材のプレス加工金型の設計製作を始め、

各種プレス金型分野に進出、傍ら自社ブランドのキャスターを開発、製

造販売を始め、現在に至る。

4
㈱イツエ・エレクトロ

ニクス
北区 ― 電子部品の販売及びヨーロッパからの機械輸入販売。

5 ㈱エイエスケイ 千代田区 ― ―

6 ㈱エイコー 葛飾区 （○）高校卒

昭和 35 年にビルメンテナンス業を創業。

平成 13 年、同業他社に先駆けて「ISO9001」を取得。現在、ビルメン

テナンスのみに留まらず総合管理業として、躍進しております。

7
㈱大崎コンピュータ

エンヂニアリング
品川区

（○）高専卒（○）四大卒

（○）大学院

「信頼とサービス」をモットーに、営業・システム・施工保守・技術部

門が一体となって、システム開発から通信ネットワーク構築、アウトソー

シングサービスまで、トータルな IT 環境を提供する総合インテグレー

タ。富士通・富士電機・NTT グループのディーラー業務等。

8 ㈱オーム社 千代田区
（○）高専卒（○）四大卒

（○）大学院

科学技術関係の書籍及び月刊誌を発行。情報科学、情報通信、電気電子、

応用物理、機械制御、土木建築、空調衛生設備、化学環境、生命科学、医

用電子など理工学全分野に及ぶ。定期雑誌は『OHM』『新電気』『電気と工事』

『設備と管理』『Medical Bio』『ロボコンマガジン』の月刊・隔月刊 6 誌。

9 ㈱オリタニ 葛飾区 （○）高校卒（○）四大卒 クリーニング用資材の製造販売を行っています。

10 ㈱カナック企画 葛飾区 ―

当社は、カーオーディオやカーナビゲーションなどカー AV（Audio 

Visual）機器の取付キットビジネスの最前線を常に開拓するリーディン

グメーカーです。ISO9001・14001 を取得して品質を重視し、環境に配

慮した商品の開発を行っております。

11 亀有信用金庫 葛飾区
（○）高校卒（○）短大卒

（○）四大卒

信用金庫法に基づく金融業。葛飾区、足立区、三郷市、八潮市を中心に

24 店舗（1 出張所を含む）を構え、お客様との信用・信頼を第一に地域

のコミュニティバンクとして活躍しています。

12 ㈱川邑研究所 目黒区 （○）専修卒（○）四大卒 固体被膜潤滑剤の研究・開発・製造・販売

13 機械研究㈱ 台東区 （○）短大卒（○）四大卒
教育・研究用実験試験装置設計製造。大学、高専、工業高校、職業能力

開発校、民間企業等に多数の納入実績があります。

14 ㈱キクチ 品川区
（○）専修卒（○）高専卒

（○）四大卒

ビルディングオートメーションシステムのメンテナンスサービス。設備

管理サービス。電気計装工事。

15 ㈱キトウ 千代田区 （○）四大卒

中学校技術・家庭科および美術科・工芸科用教材・教具および機械・工

具の専門店。工作機械、工作台等のメンテナンスサービスも充実させて

います。

16
㈲グローバル・コミッ

ション
大田区 （○）四大卒

製造業を中心とした中小企業へのコンサルティング。東京都立産業技術

高等専門学校様との産学連携で大変お世話になっています。

17 恵雅堂出版㈱ 新宿区
（○）高校卒（○）短大卒

（○）四大卒
卒業アルバム及び一般書籍の出版。

18 ㈱建築資料研究社 豊島区 ―

建築資料研究社は、日建学院をはじめとして書籍やハード・ソフト、関

連用品、スクール等建築・建築に関する様々なニーズにお応え致します。

（あなたの「夢」応援します。）

19 ㈱小薬印刷所 中央区 ―
創業 80 年の印刷会社。学術学会誌、書籍の編集・印刷に強み。近年、エディ

トリアルデザインやデータ加工分野に力を入れている。

20 ㈱コヤマ服装 府中市 ― 学生服他、製造販売。

21 三和電気計器㈱ 千代田区
（○）専修卒（○）短大卒

（○）四大卒

従業員 70 名の中小企業ですが、2009 年に創業 68 周年を迎える現場用

電子計測器の専門メーカーです。高品質のアナログテスタ、デジタルマ

ルチメータ、クランプメータ、絶縁抵抗計などを製造し、日本国内はも

とより世界 74 ヶ国以上に輸出し、SANWA ブランド製品として高い信

頼を得ています。
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22 ㈱ JTB 法人東京 新宿区 （○）四大卒

個人旅行から修学旅行、遠足、クラブ合宿、職員旅行、謝恩会、海外語

学研修、ホームステイプログラムといった団体旅行まで、様々な分野の

ご旅行のお手伝いをさせて頂いております。また、大きく変革する学校

教育の課題解決にお応えするために「旅行業から教育コンサルタント業」

へと変化し続けています。

23 実教出版㈱ 千代田区 （○）四大卒

高等学校用教科書・補助教材類・専門図書等の出版・販売および不動産

賃貸業を展開。情報・実業科目に強み。情報教育・情報処理検定試験等

にも注力している。1941 年創業、従業員 150 名。

24 ㈱昭和理化 豊島区 （○）高校卒

消防用設備（自動火災報知設備、消火設備、避難設備）、弱電設備（イ

ンターホン、ナースコール、テレビ共聴、放送、映像、監視用テレビカ

メラ、防犯）の施工、保守。多様化社会の昨今、需要多く多岐にわたる

技術及び法対応に自信を持って対応致しております。

25 ㈱鈴木塗装工務店 足立区
（○）高校卒（○）専修卒

（○）短大卒

全国主要都市に支店・営業所を有し、ビル・マンション・工場等のリニュー

アル工事を多岐に亘り施工しております。また、安全・環境・美観対策

に効果的な工法を積極的に取り入れた施工を行い、ISO9001：2008 認証

取得により品質管理を徹底しております。

26 青和信用組合 葛飾区 （○）短大卒（○）四大卒

「限定地域主義」の方針のもと、葛飾区の 8 町、江戸川区の 2 町、足立

区の 5 町に居住される約 98,360 世帯（人口 208,780 人）と、地域内で

事業を営まれる中小企業、そこに勤務される方々を対象に活動しており、

現在、約 44,330 世帯（63,615 人）の個人の皆様と、2,452 先の法人等の

方々にお取引をいただいております。

27 ㈱セレモニーユニオン 葛飾区 ―

当社の事業内容：葬祭業・仏壇仏具の製造販売・墓石の建立のうち特に

仏壇は当社の代表者自身が東京都認定の「東京仏壇」の伝統工芸士に認

定されている。東京仏壇は、業界の中では超高級品として扱われている。

28 千住金属工業㈱ 足立区

（○）高校卒（○）専修卒

（○）高専卒（○）短大卒

（○）四大卒（○）大学院卒

携帯電話、コンピュータ等には欠かせないはんだでは世界のトップメー

カーです。インテル社より 2007 年度最優良納入業者として表彰（世界

で 13 社）を受けました。海外拠点も 26 ヶ所になります。

29 ㈱第一科学 文京区 （○）高校卒 高校、大学、官公庁（都内）への理科機器、コンピュータ、教育用機材の販売

30 太平観光㈱ 練馬区 （○）専修卒（○）四大卒

昭和 38 年創業。学校関係主体の旅行業者。資本金 8,000 万円、従業員

25 名（常勤役員 4、正社員 20、パート 1）。年商 10 億。学校関係 70％、

海外旅行 10％、国内募集旅行 10％、個人一般旅行 10％。

31 大洋塩ビ㈱ 港区 ― ―

32 ㈱高橋運動具店 府中市 （○）高校卒 各種運道具の販売。ベースボールショップ併設。体育施設工事の請負

33 ㈱竹尾 千代田区
（○）高校卒（○）短大卒

（○）四大卒

1899 年の創業以来、一般印刷用紙、特殊印刷用紙（ファインペーパー）

の開発、販売を通して「情報の伝達」「環境の保護」「文化の向上」等の

社会貢献に寄与しています。「ファインペーパーの竹尾」と全国に知れ

渡り、約 400 銘柄、9,000 種の紙を取り扱い、市場ニーズにあった製品

の提供を続けています。

34 谷口インキ製造㈱ 荒川区 （○）高校卒（○）四大卒

印刷インキの製造・販売と共に、コンピューターカラーマッチング技術

のハード、ソフトをコア技術として、お客様のニーズに細かく対応して

印刷業界に貢献しています。

35 TDO グラフィックス㈱ 千代田区 （○）高校卒（○）短大卒

当社は専門商社の名にふさわしく、取扱商品は実に多彩。その種類は 2 万

を超えています。主なものは各種抵抗器、コンデンサー、水晶振動子等、ケー

ブルコネクター、ニッケル電池、組立加工、DVD、リードリレー、IC、液

晶素子、プラズマディスプレー、情報機器の開発設計、光ハイバー応用品等。

36 ㈱チバダイス 葛飾区 （○）専修卒（○）四大卒

プラスチック歯車の金型や金属の歯車を製作。自社歯車の開発や、研究

所ではトライボロジーの研究も行っています。売上げの 3 割は海外との

取引です。

37 鉄道機器㈱ 中央区 （○）高校卒（○）四大卒

大正 3 年創業。昭和 62 年の国鉄民営化までは日本国有鉄道の指定工場

として鉄道分岐器を専門に製作し、民営化後は JR 各社をはじめ私鉄各

社、各都市交通局等向け分岐器の設計・製作・販売を全国的に展開して

きました。近時は特に低騒音化、低振動化、地震対策等、時代のニーズ

に対応した分岐器の開発・改良に注力しています。
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38 東京ガス㈱ 港区
（○）高校卒（○）高専卒

（○）四大卒

当社は、1885 年の創立以来、120 年余りの長きにわたり、首都圏を中心

とした地域への都市ガス供給を通じて、お客様の豊かな暮らしや産業の

発展を支えてまいりました。現在では、日本最大かつ世界でも有数の都

市ガス会社として、1000 万件をこえるお客さまにご利用いただいてい

ます。

39 東京書籍㈱ 北区 （○）短大卒（○）四大卒

1909（明治 42）年の創業。「教育と文化を通じて人づくり」を企業理念

とし、新しい時代に挑戦する個性的、創造的な人材の育成を目指す。小

中高等学校の教科書を中心に、ワークブック・問題集・辞典などの教材、

ビデオ、パソコンソフト、教科書、辞典、エッセイなどを幅広く発行。

40
東京スマイル農業協同

組合
葛飾区

（○）高校卒（○）短大卒

（○）四大卒

概要：指導・信用・共済・経済事業等を行っている。

特色：地域に密着した取組をしている。

41 東京電力㈱ 千代田区

（○）高校卒（○）専修卒

（○）高専卒（○）短大卒

（○）四大卒

「エネルギーの最適サービスを通じて豊かな生活と快適な環境の実現に

貢献していくこと」を経営理念に掲げ、電気を安定してお客さまにお届

けするとともに、関連新規事業を展開しています。また、エネルギー教

室（出前授業）・発電所見学会などを通して、学校教育への支援をさせ

ていただいています。

42 東京都農業会館 立川市 ― ―

43 ㈱東京都民銀行 港区
（○）専修卒（○）短大卒

（○）四大卒

昭和 26 年の創立以来、金融サービスを通じ、地元東京と中小企業の発展、

個人の豊かなライフステージの実現のために、東京の頑張る人を応援し

ている地方銀行です。お客様のニーズに合わせ各種預金商品、融資商品

の提供、近隣地銀の横浜銀行、千葉銀行やセブン銀行等と提携し、首都圏

約 7,000 ヶ所の ATM で平日日中に手数料無料でお引き出しできるネット

ワークの充実を図っています。給料日前に働いた範囲内で給料を受け取れ

るサービス ｢ 前給」（特許取得済）の取扱、事業承継や M ＆ A のご相談、

中国ビジネス支援等、様々な金融ビジネス展開を行っています。

44 ㈲東京プリンテック 世田谷区 ―

“信頼を紙上に示す”をモットーに、お客様のご要望にきめ細かく対応

することを心がけております。名刺・封筒・カタログ・冊子まで、便利

な街の印刷屋さんを目指しています。

45 ㈱トスロン 台東区 ― プラスチックの密閉容器の製造販売で有名。

46 ㈱トンボ鉛筆 北区 （○）四大卒
文具の製造販売。「書く」「消す」「貼る」の三つの分野を中心に商品を開発、

販売しています。

47 ㈱日刊工業新聞社 中央区 （○）四大卒 わが国唯一のモノづくり総合紙。

48 ㈱日本化薬東京 足立区
（○）高校卒（○）専修卒

（○）四大卒

当社はインクジェットプリンター用色素、繊維・紙パルプ用染料を製造

しております。会社運営のキーワードとして「安全」「コンプライアンス」

「健全」および「スピード」を掲げ、高機能都市型工場をめざしております。

49 日本自動ドア㈱ 中野区

（○）高校卒（○）専修卒

（○）高専卒（○）短大卒

（○）四大卒

日本自動ドアは、人々の暮らしの快適さと利便性の向上を目的とし、高

品質の自動ドアエンジンと、迅速で信頼性の高いメンテナンスサービス

を提供しています。

50 信川化学工業㈱ 葛飾区 ―

超大型射出成形機を多数設備し、プラスチック製品を製造する。中型・

大型・超大型のプラスチック射出成形品には、JA 機器・建築・土木・

工業品・自動車・家電・日用品雑貨等幅広い分野の製品がある。射出成

形機 2,700t、2,200t、1,600t × 2、1,200t、850t × 4、650t × 2 他計 21 台。

クレーン 20t、10t 他。

51 日野自動車㈱ 日野市
（○）中学卒

（○）高校卒

日野自動車株式会社は、トラック、バスの製造・販売において、日本最

大級の規模を誇っています。特に、世界初のハイブリッドバスを量産す

るなど、ハイブリッド商用車の実用化をリードしてきました。「全ての

人々が、私たちのお客様です」という精神を忘れず、物流や交通の健全

な発展に貢献しています。

52 ㈱平沢塗装 江戸川区 （○）高校卒
リフリート工法に依る外壁改修工事を多数施工実績が有ります。又

ISO9001：2000 認証取得しております。

53 丸工化学㈱ 葛飾区 ―
プラスチック製品製造業。従業員 17 名。主に容器の製造。中空成形機

14 台。小はスポイト位の物から大は灯油缶位の物迄できる。

54 丸善㈱ 中央区
（○）専修卒（○）短大卒

（○）四大卒

明治 2 年に西洋の文物を国内に紹介すべく創業し、以来、日本の学術・

文化の発展に尽くしております。また、新刊書店を全国に展開しており

ます。
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55 ㈱三井住友銀行 千代田区
（○）専修卒（○）短大卒

（○）四大卒

経営目標である「お客様、株主や市場、社会から最高の信頼を得られ世

界に通じるトップバンクの実現」に向けて、強みである個人向けコンサ

ルティング、中小企業向け融資、投資銀行ビジネスなどに注力しながら、

他業態とのアライアンスなど新たなビジネスに積極的に展開していく。

56 ㈱三築ツヅキシステム 港区 （○）専修卒（○）四大卒

電子機器卸売のシステム技術商社です。富士電機グループ特約店。特定

建設業（電気工事）国土交通大臣許可。地球環境保全と省エネルギー関

係の設備及び機器を得意とします。

57
㈱ムトーエンジニア

リング
品川区

（○）高校卒（○）専修卒

（○）高専卒（○）四大卒

業務用大型プリンタ、プロッタの販売・保守メンテナンス、設計製図機器、

光学式計測器の開発・製造・販売、リサイクルトナー販売、LED 関連

製品の製造・販売、オゾン関連商品の販売。

58 ㈱明輝 渋谷区
（○）高校卒（○）専修卒

（○）高専卒（○）短大卒

プラスチック成型用金型製造。国内の工場は厚木、一関。海外は英、マ

レーシア、メキシコ、タイ。

59 森山精機㈱ 文京区 （○）高校卒 流体実験装置の製造販売並びに教育機器の販売を 50 年継続。

60 山崎教育システム㈱ 東村山市 （○）専修卒（○）四大卒
全国中学校、高等学校オリジナル実習教材、教育用ソフトウエア企画、

開発、販売（全国代理店 500 社）

61 山崎製パン㈱ 千代田区

（○）高校卒（○）専修卒

（○）高専卒（○）短大卒

（○）四大卒

パン・和洋菓子等の製造及び販売。

62 ヤマ産業㈱ 文京区 （○）高校卒（○）四大卒 教育備品を販売して 50 年。学校よりの信用を得て、安定している。

63 ㈱雄電社 品川区
（○）高校卒（○）専修卒

（○）短大卒（○）四大卒

昭和 5 年創業以来一貫して、電気設備工事の設計・施工を行う。全国展

開し、支店など 8 拠点。民間を中心に年間 190 億円の工事高。

64 ㈱ルネサステクノロジ 千代田区
（○）高校卒（○）高専卒

（○）短大卒（○）四大卒

日立製作所と三菱電機の半導体部門の事業統合により 2003 年に設立。

半導体を設計・製造するだけでなく、ソフトウエア技術、セキュリティ

技術、ネットワーク技術などを持った、世界をリードする真の“インテ

リジェントチップソリューションプロバイダ”を目指し、ユビキタス社

会に対応しています。

個　人　会　員

1. 堀居英治　2. 齋藤武捷　3. 倉持俊義　4. 渡邊征博　5. 梶谷正義
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学校名 所在地
課
程

平成 22 年度募集
学科及び募集人数

学校の概要・特色

私立高校

1 愛国高等学校 江戸川区 全

普通科（240）

商業科（120）

家政科（80）

衛生看護科（40）

衛生看護専攻科（40）

平成 19 年春に新体育館落成。普通科は A（一般教養）・B（進学）の 2 コースが、商業

科は「会計」・「情報処理」の 2 コースがあり、どちらも公認資格をできる限り取得させる。

卒業時に、家政科は調理師資格を、衛生看護科は准看護師受験資格を、衛生看護専攻科

（上級 2 年コース）は看護師受験資格を取得する。

上級学校には、上記衛生看護専攻科の他に、大学（人間文化学部）・短期大学（家政科）・

保育専門学校（幼児教育科・介護福祉士専攻科）がある。

2
安部学院

高等学校
北区 全 商業科（200）

1940 年（昭和 15 年）に創立して以来、一貫して「商業教育のみの女子高校」と歩み続け、

現在で満 69 年を迎えました。

在校生には、「5 つの挨拶」「資格取得」に力を入れて指導しています。

2 年次よりコース制になり、簿記 1 級の取得を目指す「会計コース」とパソコンなどの実

務的な授業を多く履修する「ビジネスコース」の 2 コースに分かれて授業を行っています。

卒業後の進路は、以前は就職する生徒が 9 割近くを占めましたが、現在は就職希望者だけ

でなく、進学希望者も増えています。

3 岩倉高等学校 台東区 全

機械科（90）

運輸科（120）

商業科（90）

普通科（105）

我国最初の鉄道学校として明治 30 年に創立。卒業生の多くは鉄道・運輸業界で活躍して

いる。機械科・運輸科・商業科・普通科を持つ総合制高校として、就職のみならず進学

面でも成果が顕著である。なお、平成 21 年 4 月に新校舎が完成し、充実した環境の中で、

特色ある各科の内容の充実や新コースの設置等、生徒の夢をより具現化する新カリキュ

ラムで学力の向上をはかっている。

4
大森学園

高等学校
大田区 全

普通科（80）

工業系（280）：

　機械科

　電気科

　情報技術科

　総合技術科

【創立】昭和 14 年大森地区の中小機械工場主により大森機械工業徒弟学校を創立。

【学校改革】創立 70 周年（平成 21）にむけて「学校改革」始まる。平成 16 年、新校舎

建築に着手。平成 17 年、学校名を「大森工業高校」から「大森学園高校」に変更。同

時に普通科を新設し、第 1 期生をむかえる。平成 19 年校舎建築完了、普通科を共学化

する。

5
科学技術学園

高等学校
世田谷区 通

普通科（2,750）

電気科（900）

機械科（600）

昭和 39 年に広域の通信制工業高等学校として創立し、すでに 11 万人超の卒業生を輩出

している。昭和 52 年普通科設置とともに現校名に変更する。一般生を中心とした単位制

のコースと集団生対象の技能連携のコースを持つ。平成 18 年 4 月より単位制に週 4 日

通学コースを設置し、様々な生徒のニーズに対応できるようにしている。

単位制は登校コースおよび e －ラーニングコースがあり、生徒個々の充実した学校生活

をサポートしている。

6
蒲田女子

高等学校
大田区 全

普通科：

　デザインクラス（30）

　医療福祉クラス（40）

　幼児教育クラス（80）

　スポーツクラス（40）

　生活文化クラス（60）

昭和 16 年に漢学者・簡野道明の遺志により設立。「子供の教育に最も大切なのは母親で

あり、その母親となる教育こそ教育の根本である」とし、道徳しつけ教育に重点をおき、

自立する女性の育成を行っている。5 つのクラス制を導入し、同じ目的、希望を持った

クラス仲間と高校生活を送りながら、特に医療福祉クラスでは、ホームヘルパー 2 級、

障害者ヘルパー、介護福祉士の国家試験受験資格を取得できる。看護系進学者に対する

指導にも力を入れている。2 年次より特進クラスを設ける。

7
関東第一

高等学校
江戸川区 全

特別進学コース（男女 30）

進学選抜コース（男女 70）

進学 A コース（男女 120）

進学 G コース（男女 160）

スポーツコース（男 80）

機械科（男 80）

建築ビジュアル科（男女 40）

平成 18 年度に建築とアートの融合を切り口として、建築科を建築ビジュアル科に科名

変更した。同時に共学とし、女子生徒のデザイン教育にも重点を置く。

8
京華商業

高等学校
文京区 全 商業科（150）

生徒一人ひとりの個性を伸ばすオンリーワン教育を推進。資格検定試験合格にむけたき

めこまかい指導を行っている。また、はやくからインターンシップをとり入れるなど、

キャリア教育にも力を入れている。

9
京北学園

白山高等学校
文京区 全 商業科（180）

人間力を①自己学習能力②コミュニケーション能力③プレゼンテーション能力の 3 つの

力と定義し、その育成に努力する。

現役大学進学率 7 割の新しいスタイルの商業科進学校。

10
昭和第一

高等学校
文京区 全

普通科（280）

商業科（0）

昭和 4 年設立、平成 17 年度男女共学開始。

校訓「明るく、強く、正しく」のもとに生徒一人ひとりがしっかりとした目標を持ち、

円満な人格と高い教育を身につけ、国際社会にも通用する心身ともに調和のとれた人間

を育成する。きめ細かな教科指導はもとより、生活指導にも力を入れている。

11
昭和第一学園

高等学校
立川市 全

普通科（331）

工学科（240）

機械コース

電子情報コース

　建築デザインコース

普通科：特進コース、総合進学コース（2 年次より文・理選抜）。

工学科： 1 年次共通の科目を学ぶ。2 年次から 4 つのコースに分かれる。総合工学コース、

（進学向けのコース）、機械コース、電子情報コース、建築デザインコースで専

門科目を学ぶ。

12
昭和鉄道

高等学校
豊島区 全 鉄道科（215） 鉄道専門科目を通し、サービス業務など実践的な教育に取組んでいる。

13 大成高等学校 三鷹市 全

普通科：

　特別進学コース（70）

　文理進学コース（280）

　情報進学コース（40）

平成 22 年度より 3 つの改革を実施。①総合学習に「心の教育」として「7 つの習慣 J ○」

を導入、② 17 年ぶりに制服を一新、③これまでのコースの特徴を十分に発揮できるよ

う特別進学・文理進学・情報進学の 3 コースを制定。2 年次には、更に特進選抜コース

を編成する。
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学校の概要・特色

14
中央学院大学

中央高等学校
江東区

全
普通科（35）

商業科（65） 少人数クラスをベースにしながら、生徒一人ひとりの将来を考えた教育を展開していま

す。中央学院大学への優先入学とともに、幅広い進路に配慮した指導に特色があります。
通 普通科（300）

15
東京学園

高等学校
目黒区 全

普通科：

　普通コース（245）

　選抜コース（35）

「文化に産業に、社会の要請に順応できる有為の人材を育成する」という建学の精神の基、

｢ 知・徳・体」の 3 拍子揃った生徒の育成に努めている。また平成 18 年には目黒区と

協定を結び、本校の敷地内を一部区に提供し、災害時に於ける目黒区の備蓄倉庫を設置

し、本校の生徒だけでなく地域の方々にも貢献できる体制を整えている。

16
東京実業

高等学校
大田区 全

機械科（135）

電気科：

　電機コース（45）

　ゲーム IT コース（45）

普通科：

　ビジネスコース（180）

　文理コース（90）

全科男女共学。週 5 日制。総合学園高校として各科、各コースの生徒は目的を持って学

校生活を送ります。自立できる人間を育成するために、3 年間で各種の資格取得に力を

注ぎ、進路の決定に役立てます。また、転科試験で学校生活を見直す機会を持ち、国際

交流としてアメリカ・コロラド州への留学があります。

平成 22 年度より電気科ゲーム IT コースを新設する。

17 東洋高等学校 千代田区 全

普通科：

　特進選抜コース（30）

　特進コース（200）

　総合進学コース（120）

平成 13 年、｢ 独歩・共生 ｣ を校訓に掲げ、共学化を図り、21 世紀にふさわしい新校舎を竣工。

100 年を超える歴史と伝統を礎に、「やさしく教え、きびしく育てる」をモットーとして、

自主自立の精神と思いやりを大切にする人間づくりを実践しています。

18
豊島学院

高等学校
豊島区 全 普通科（375）

昨年、創立 80 周年を迎えた。近年、社会や生徒のニーズに応えるため様々な学校改革

に取り組んでいる。平成 20 年度より特進・選抜・普通・文理の 4 つの進学類型をもつ

完全普通高校として生まれ変わる。「人間教育」を重視した、進路指導の中で大学進学

実績は年々伸び続けておりさらなる飛躍を目指している。

19
日本工業大学

駒場高等学校
目黒区 全

普通科：

　特進コース（30）

　理数特進コース（30）

　総合進学コース（80）

工業科：

　理数工学科（80）

　国際工学科（40）

　機械科（80）

　建築科（40）

　電子情報システム科（40）

100 年間培ってきた工業技術教育を大切にし、その有用性を生かした新しい時代の新し

い普通科を設置。校名を日本工業大学駒場高等学校に変更し、生徒の卒業後進路の多様

化に具体的な支援をする。

20

日本女子体育大学

附属

二階堂高等学校

世田谷区 全

普通科：

　総合進学コース（80）

　体育コース（80）

　保健福祉コース（40）

本校は普通科の高校であり、総合進学・体育・保健福祉の 3 つのコースを設けています。

旧来の福祉コースは介護福祉士の資格が取れる専門に重点を置いた教育に取組んできま

したが、平成 21 年度より保健福祉コースに改組しました。保健福祉は「福祉」という

分野を保育・看護医療も含めた広い“保健福祉”という視野でとらえ、本気で生徒一人

ひとりの可能性を引き出すコースとして再出発します。

21
八王子実践

高等学校
八王子市 全

普通科：

　特進コース（80）

　文理コース（160）

　普通コース（240）

調理科（80）

八王子の高台に位置し、優れた環境の中で、実践的な教育に取組んでいる。

平成 20 年度よりカリキュラムを一新し、普通科では特進コース・文理コース・普通コー

スの編成となる。

調理科については優秀な教授陣を要し、施設設備等最高のものを設置している。

22 豊南高等学校 豊島区 全
商業科募集停止

普通科（400）

長年、培ってきた“商業教育”の実績を活かし、普通科においても、社会で活躍できる

人材育成を目指します。また、教科情報（パソコン等）では、より実践的な指導を行い、

産業教育の一翼を担うことを学校の使命としています。

23
朋優学院

高等学校
品川区 全

調理科・

　調理コース（45）

デザイン科・

　デザインコース（45）

普通科・

　特進コース（60）

　進学コース（185）

　美術コース（45）

　国公立コース（15）

調理コース：食の幅広い知識として調理専門科目を学習。卒業時に調理師免許取得。

デザインコース： コミュニケーションツールとしてのデザイン、コンピュータや手作業

による造形を体験学習・共同作業などで学習。

全コース（3 学科 6 コース）とも男女共学。

24
村田女子

高等学校
文京区 全

普通科（80）

商業科（82）

夢を叶え素敵な未来を拓くために、目的を持って現役進学を目指す普通科と現代社会に

即した知識と技術を磨き、社会で活躍するステキな女性を目指す商業科。

村田は二科四コースで生徒一人ひとりのキャリアデザインを支援しています。

その柱になるのが「資格取得」教育。中学までは気がつかなかった自分の可能性を、「検

定試験」への挑戦で引き出し、自信につなげていきます。

25
安田学園

高等学校
墨田区 全

普通科（190）

ビジネス情報科（80）

システム情報科（40）

本学園は、創立者安田善次郎翁の建学の精神のもと、実践的能力に秀でた人材の育成を

目指し、一人ひとりの個性の重視と可能性を伸張させる教育に重点をおいています。普

通科に関するコース（特別進学・進学選抜・総合進学・中高一貫）と商業に関する学科

にビジネス情報科・工業に関する学科にシステム情報科とし、社会に即応した教育を実

践しております。

26
日野工業

高等学園
日野市 通（40）

日野自動車株式会社にある、「モノづくり」のリーダの育成を目指す企業内高校です。

授業、実習、クラブ活動、様々な学校行事があります。知識・技能だけでなく、心の育

成にも重点をおき、心技体のバランスのとれた人材を育成し、卒業後は各職場で活躍し

ています。
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学校名 所在地
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平成 22 年度募集

学科及び募集人数
学校の概要・特色

都立高校

▽農業に関する学科

1
都立園芸

高等学校
世田谷区

全
園芸科（70）

食品科（35）

動物科（35）

平成 20 年度に 100 周年を迎えたが、平成 18 年度に重点支援校の指定を受け、地域や

NPO 等との連携のもと「園芸高校リバイバルプラン」を推進している。園芸科、食品科、

動物科では、2 年次から、生徒の特性等に応じたコースを設け、食品科では、専門学校と

の連携により在学中に調理師の資格取得が可能である。

定時制では家庭的な雰囲気で学習が進められ、園芸技術専修生制度もある。定 園芸科（30）

2
都立農業

高等学校
府中市

全

都市園芸科（35）

緑地計画科（35）

食品科学科（35）

服飾科（35）

食物科（35）

全日制では、農業・家庭の両科の専門学習とその教育資材を生かし、環境教育に取り組

んでいる。学校設定科目「地域貢献」を通じて、生徒が専門教科の学習の目的を理解し、

自信を持って学べるように取組んでいる。平成 19 年より、都市からの農業の担い手育成

事業である「東京アグリカレッジ」を東京農工大学をはじめとする地域の諸機関と連携・

協力して開催している。さらに、食育、環境教育に重点を置き全校をあげて教材開発及

び授業実践を行っている。

定時制では、「食育」、「環境」、「奉仕」を三本柱として地産地消と循環型農業の学習に

取り組んでいる。また、平成 21 年度入学生より三修制を実施する。
定 食品化学科（30）

3
都立農芸

高等学校
杉並区

全
園芸科学科（35）

食品科学科（70）

緑地環境科（35）

食料、農業、環境に関する地域のセンター校として、地域貢献活動を推進し、行動力豊

かな生徒の育成に努めている。平成 18 年 10 月に環境省エコアクション 21 を取得し、環

境マネジメントシステムを導入し、全校あげて環境負荷を軽減した学校運営に取組んで

いる。

都立高校唯一の馬術部を有し、過去 5 年間連続して全国大会に進出している。定 農芸科（30）

4
都立農産

高等学校
葛飾区

全
園芸デザイン科（70）

食品科（70）

東京東部にある唯一の農業高校で、「食と緑の学園」をモットーに教育活動が行われて

いる。

全日制では、2 学科 4 類型を設置している。園芸デザイン科では栽培からバイオ、フラワー

デザインまで、食品科では加工から食品デザインまで広く体験を通して学べる。

定時制は、午後 3 時から授業を開講しており、3 年間の卒業認定制度により人気が高い。定 農産科（30）

5
都立瑞穂農芸

高等学校

西多摩郡

瑞穂町

全

畜産科学科（35）

園芸科学科（35）

食品科（35）

生活デザイン科（70）

都内唯一の畜産科学科があり、大動物の飼育・管理が学習出来る。豊かな自然環境、恵

まれた施設・設備の下、充実した専門科目の学習に取り組める。キャリア教育の一環と

して地域と連携した教育活動を推進し、望ましい職業観や豊かな社会性を育んでいる。

定時制も規模が小さく、きめ細かな指導が行われ、大変落ち着いた学習環境である。
定 併合科（普通・農業）（30）

▽工業に関する学科

6
都立足立工業

高等学校
足立区 全 総合技術科（175）

機械・電気系の総合技術科。1 年は機械、電気の基礎を共通履修、2 年から機械系か電

気系を選択、選択科目で得意分野を伸ばす。

第二種電気工事士を中心に資格取得に力を入れている。地域密着の工業高校として、小

中学校や地域連携を積極的に推進している。

施設・設備拠点校に指定され、施設・設備が充実している。

7
都立荒川工業

高等学校
荒川区

全
電気科（70）

電子科（35）

情報技術科（70）

全日制では「ものづくり」に関する技術・技能を身につけさせる。電気系専門技術者に

必要な基礎的な学力をつけさせる。社会で役立つ資格（第 2 種電気工事士等）を取得さ

せ生徒に自信をつけさせる。とくに、第 2 種電気工事士の合格者は、5 年連続 30 名以上

の実績を誇る。

定時制では基礎・基本の徹底を図り、分かる授業を行い、分かるまで教える。良いこと

を誉め、悪いことは正す。資格取得や検定合格で自信と意欲を育てる。
定 電気・電子科（30）

8
都立葛西工業

高等学校
江戸川区 全

機械科（70）

電子科（35）

建築科（70）

都教委指定のマイスター型（職人育成・職業観育成）リーディング・テクニカル・ハイ

スクール。

施設・設備拠点校で最新設備が設置。

地域産業界、小中学校と連携し、ものづくりを担う人材を育成。

区役所や地域と協力し、地域に貢献する教育活動。

9
都立北豊島工業

高等学校
板橋区

全 総合技術科（175）

○全日制

機械・電気系の総合技術科として工業に関する技術・技能を幅広く学び、社会に貢献で

きる人材を育成している。危険物取扱者、電気工事士、工事担任者など社会で役立つ資

格取得にも力を入れている。また、平成 21 年 7 月にエコアクション 21 の認証を取得し、

環境教育にも積極的に取り組んでいる。都教育委員会より施設・設備の拠点校として指

定され施設・設備が整っている。

○定時制

機械科単科 1 クラス落ち着いた雰囲気の中で、工業技術者として幅広い知識と人間性を

涵養している。中学校の先生方から「中学校で不登校だった生徒が何故、高校には通え

るのですか」と高い評価を頂いている。

就職希望者の内定率 100％を維持している。

定 機械科（30）
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10
都立蔵前工業

高等学校
台東区

全

機械科（70）

建築科（35）

電気科（35）

設備工業科（35）

○全日制

東京都教育委員会からものづくり人材育成教育プログラムに関わる「特定分野推進校」

及び「ものづくり高大連携教育推進校」の指定を受け、3 年生から進学コース、専門コー

スに分かれ、スペシャリストの育成を目指した教育を実践している。

○定時制

都内の定時制課程で唯一「建築と設備工業」の専門を学べる。

学修方法によっては、3 年間で卒業も可能。

社会人に教育課程の一部を公開する聴講生制度を実施している。

学外単位の履修も弾力的に認定し、学ぶ側に立った教育活動を展開している。

定 建築工学科（30）

11
都立工芸

高等学校
文京区

全

マシンクラフト科（35）

アートクラフト科（35）

インテリア科（35）

デザイン科（35）

グラフィックアーツ科（35）

本校は、100 年を越える伝統と実績をもつ都内で唯一の工芸・デザイン系の専門高校です。

ものづくりを通して個性と創造力を伸長し、一人一人の感性と美的センスを磨き、心豊

かな人間性をはぐくみます。ものをつくる技術は、心を伝える手段です。開校以来 2 万

人を越える卒業生の中には、人間国宝や文化勲章受章者も輩出しており、デザイナー、

ディレクター、作家、エンジニアをはじめとして、広く社会で活躍しています。また、

在校生の活躍もめざましく、高校生ものづくりコンテスト全国大会での優勝や韓国・台

湾等を含む大学生を対象としたコンペで大賞を受賞するなど各種のコンテストで常に上

位入賞を果たし、ものづくり・デザイン等における生徒の感性・実力及び教育実績は全

国のトップクラスにあり、内外から高く評価されています。

卒業後の進路は進学が最も多く、有名国公私立大の美術系を中心に幅広い分野への進学

を果たしています。

定

マシンクラフト科（30）

アートクラフト科（30）

インテリア科（30）

グラフィックアーツ科（30）

12
都立小金井工業

高等学校
小金井市

全 平成 22 年 3 月閉課程 昭和 14 年に開校し、平成 21 年には 70 周年を迎える。地域に根ざした教育で、多摩地

域を中心に、東京都の産業を支える人材を多く輩出している。卒業生数は 2 万人を超える。

全日制は平成 22 年度より多摩科学技術高校に変わり科学技術科を設置する。

全日制は 20 年度入試より募集停止、定時制は現状を継続する。定
機械科（60）

電気科・電子科（30）

13
都立杉並工業

高等学校
杉並区 全

機械科（70）

電子科（70）

理工環境科（35）

都立工業高校で唯一（都立高校全体で 2 校）、環境マネジメントシステム ISO14001 を取

得し、全教科で環境保全に関する学習を進めている。風力発電及びビオトープがある。

平成 20 年度に高反射率塗装（屋上）及び窓遮熱フィルム貼付、太陽光発電設備拡大。平

成 17 年度の資格取得者数が都立高校 No.1。部活動が活発で、柔道部及び陸上競技部の

関東大会出場など、どの部も輝かしい実績を残している。

平成 19 年度、「キャリア教育優良取組団体」として文部科大臣表彰、「環境学習及び地

域温暖化防止取り組み等」において環境大臣表彰及び東京都教育委員会表彰を受けた。

14
都立墨田工業

高等学校
江東区

全

機械科（35）

自動車科（35）

電気科（70）

建築科（35）

全日制は、4 学科を持つ工業の専門高校として、自治・勤労・敬愛を校訓に掲げ、技術

力を身につけた社会に役立つ人材の育成を行っている。資格取得や検定合格など実践的

な教育に取り組み、進路希望達成率 100％を常に維持している。100 年を越える歴史と

伝統を持ち、多くの卒業生が産業界をはじめ各方面で活躍している。

定時制においても全日制と同じく進路希望達成率 100％を実現しており、生徒主体の実

践的教育に取組んでいる。定 総合技術科（30）

15
都立総合工科

高等学校
世田谷区

全

機械・自動車科（70）

電気・情報デザイン科

（70）

建築・都市工学科（70）

平成 18 年 4 月に世田谷工業高校と小石川工業高校を発展的に統合して開校。全日制では、

大学進学に対応した教育課程を編成するとともに、学科の枠を越えた魅力ある学校設定

科目を多く設定することで、充実した専門教育を行なう。海外修学旅行も含めた国際理

解教育の推進と、部活動推進指定校として、部活動の振興を図る。

定時制では、資格取得を中心に、2 年次から自動車、電気・メカトロ、建築コースの 3 コー

スが選択できる教育課程を編成している。また、高等学校卒業程度認定試験、技能審査

及び都立砂川高校通信制課程併修等の学校外における学修により、3 年間での卒業が可

能な三修制を実施する。
定 総合技術科（60）

16
都立田無工業

高等学校
西東京市 全

機械科（70）

建築科（70）

都市工学科（35）

本校は、機械科、建築科、都市工学科の三科からなる工業高校である。都市工学科は全

国でも数少ない学科であり、建築科は多摩地区の工業高校では唯一本校に設置されてい

る。「地域との連携」や「資格取得」に重点を置いた教育を推進しており、どの科も地

域に根ざした技術者の育成を目標としている。

17
都立多摩工業

高等学校
福生市 全

機械科（70）

電気科（70）

環境化学科（35）

・ 昭和 38 年、西多摩地域に唯一の工業高校として開校、平成 21 年度で 47 年目を迎えた。

平成 13 年度、時代とともに進展する生徒の多様化、産業社会のニーズ等に対応するた

め、工業化学科を都立高校で唯一の環境化学科に学科改変した。

さらに、地域産業を担う人材の育成、生徒個々の進路希望に応えるために、学科ごと

に類型コース制を導入し、合わせて教育課程の改変を行った。

・ 全校を上げての環境教育、環境活動が環境省が提唱する「エコアクション 21 環境経営

システム・環境活動ガイドライン」の要求事項に適合するということで平成 19 年 3 月

「エコアクション 21」に認証・登録された。

・ 平成 21 年度文科省「人権教育研究指定校」。

・ 平成 21 年度東京都教育委員会「スポーツ教育推進校」。
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18
都立中野工業

高等学校
中野区

全 総合技術科（175）

大正 2 年に設立され、幾多の変遷を経て昭和 21 年に創立されたものづくりを通して専

門技術を育成する工業高校です。

平成 5 年「総合技術科」に学科改編、全日制課程は、機械類型・食品工業類型・工業化

学類型を設置し、2 年次より、設計製図系、電子機械系、食品工業生産系、食品生物化学系、

生活環境化学系の 5 コースで専門性を高め、生徒一人ひとりの進路希望の実現を確実に

果たしている学校です。

定時制課程は、機械類型・食品工業類型を設置し、ものづくりを通して専門技術を学び、

課題研究の実践や地域社会との連携で成果を上げています。

定 総合技術科（30）

19
都立練馬工業

高等学校
練馬区 全 キャリア技術科（175）

平成 18 年度から、生徒の「やる気」を応援し頑張りを励ます学校として、工業高校初

のエンカレッジスクール「キャリア技術科」をスタートしました。基礎の基礎から学び

直すことができ、工業分野の幅広い知識・技術を体験的に学びながら適性を見つけ、そ

れを将来の進路選択に生かせる学校です。就業体験や資格取得にも力を入れ、3 年生で

は 6 系列（機械加工技術、オートメカニック技術、設備技術、コンピュータ技術、デザ

イン・DTP 技術、インテリア技術）から選択して、より専門的な学習を行います。

20
都立八王子工業

高等学校
八王子市 定 募集停止 平成 21 年度、第 4 学年のみ。平成 22 年 3 月閉課程・閉校。

21
都立府中工業

高等学校
府中市 全

機械科（35）

電気科（70）

情報技術科（35）

工業技術科（35）

都教委より「高度資格取得型リーディングテクニカルハイスクール」の指定を受け、各

種資格取得に向けた指導に積極的に取組んでいる。

部活動推進指定校の指定も受け、野球部を中心にバスケット部、卓球部、陸上部、自動

車部など活発に活動し実績をあげている。

22
都立本所工業

高等学校
葛飾区 定 総合技術科（30）

・ 少人数指導の特色を生かし、きめの細かい・わかりやすい指導を推進している。

・ 生涯にわたるキャリア設計に基づいた進路実現が図れるよう支援する。そのための技

能・資格取得の指導が充実している。

・ 平成 18 年に新校舎が落成。平成 19 年度にグラウンド、人工芝テニスコートも含め、

全面改修工事完了。

23
都立町田工業

高等学校
町田市 全 総合情報科（175）

総合情報科は、情報デザイン、アプリケーション、情報システム、電気システム、機械

システムの 5 つの系列からなり、1 年生では系列に関わりなく同じ学習内容を行います。

2 年生から自らの興味関心、進路希望等により各系列にわかれ勉強します。選択科目も

多く、充実した施設・設備を活用し、自分にあった教育課程が選択できます。

24
都立向島工業

高等学校
墨田区 定 募集停止 平成 21 年度第 4 学年のみ。平成 22 年 3 月閉課程・閉校。

▽工業に関する学科（単位制）

25
都立六郷工科

高等学校
大田区

全

プロダクト工学科（70）

オートモビル工学科（35）

システム工学科（35）

デザイン工学科（35）

平成 16 年 4 月に開校した、都立高校で初めての単位制・二期制の工業系高校である。東

京都初の東京版デュアルシステムを持ち、夜間定時制課程も設置されている。全日制課

程には、機械系のプロダクト科、自動車 3 級整備士資格取得可能なオートモビル科、電

気電子情報系のシステム科、コンピューターグラフィックスとプロダクトデザインが学

べるデザイン科の 4 科がある。各科ともに、一年次から「工業技術基礎」を中心に工業

分野の基礎・基本を学べる。普通科目も 1 学年と 2 学年の英語・数学を習熟度別クラス

編成にしたり、進学に必要な自由選択科目を用意している。

デュアルシステム科は、将来のものつくりを担う人材育成のために設置された全国で唯

一のデュアルシステム専門の科である。地域の企業と学校で連携して生徒に技術指導す

る。企業での長期就業体験を最大 29 単位卒業の単位として認めている。

夜間定時制には、単位制と 3 修制を取り入れた生産工学科と普通科の 2 科がある。

定
普通科（30）

デュアルシステム科（30）

生産工科（30）

▽科学技術科

26
都立科学技術

高等学校
江東区 全

科学技術科（210）

専攻科（40）

都立高校改革推進計画に基づき設置された新しいタイプの進学型の専門高校です。平成

19 年度から文部科学省のスーパーサイエンスハイスクールに指定され「科学技術と人間」

などの特色ある学校設定科目の設置、分野選択制、理系進学に対応した豊富な学習量と

少人数指導などを特徴として、大学や研究機関と連携を図りながら、理論、実験（実習）、

研究の 3 ステップ学習による科学技術教育を行っています。

▽商業に関する学科

27
都立赤羽商業

高等学校
北区 全 商業科（210）

社会を構成し運営するとともに自立した一人の人間として生きていくための総合的な力

である【人間力】を培いつつ、生徒の目的意識を育成・高揚させ、その特性を伸長させ

る取り組みを重視した教育活動を展開している。その上で、【資格の赤商】【部活の赤商】

【ボランティアの赤商】の 3 つの柱を中心に、多彩な学びや体験活動を通して、就職や

進学など生徒の多様な進路実現を支援する学校を目指している。

28
都立足立

高等学校
足立区 定

普通科（90）

商業科（30）

学級数 16、在籍生徒数約 300 名の大規模な夜間定時制課程で、商業科は 4 学級ある。英

語科で習熟度別授業を実施するとともに、芸術科では 2 名の専任教諭により豊かな情操

を育てている。定時制のコンピュータ教室は 18 年度最新機種に更新された。学校規模

を生かし文化祭やスポーツ大会など数多くの学校行事が行われる一方、部活動もさかん

である。
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29
都立荒川商業

高等学校
足立区

全 総合ビジネス科（210） 平成 18 年度より文部科学省「目指せスペシャリスト」スーパー専門高校に指定（3 年間）

され、特色ある教育活動を展開している。地元商店会の PR フラッグのデザインを考案 

（年 4 回更新）したり、生徒のデザインによるラッピング都電（外装塗装）を、平成 18

年 10 月 1 日より現在まで通常運行させるなど地域に根ざした教育活動が高く評価され

ている。生徒商業研究発表大会・全国産業教育フェアにも参加。「本年度創立 50 周年」定 商業科（90）

31
都立五日市

高等学校
あきる野市

全

普通科：

　「ことばと情報」の

　コース（80）

商業科（70）

本校は四季折々に変化する武州の山なみに囲まれた静かな五日市にあります。普通科は

平成 17 年度より「ことばと情報」のコースに改編しました。このコースではコミュニケー

ション能力の修得を柱とし 3 年間で「ことばの力」を身につけます。商業科では二年次

に「簿記コース」と「情報コース」に別れ、これからの社会に対応した知識・能力・資

格の修得を目指します。22 年度入学者選抜では、普通科及び商業科ともにバスケットボー

ル女子 1 名ずつの文化・スポーツ特別推薦を実施します。

定時制は面倒見が良い指導で定評があります。進路実現 100％を目指しています。
定 併合科（普通・商業）（30）

32
都立葛飾商業

高等学校
葛飾区

全
商業科（140）

情報処理科（70）
全日制、定時制ともに葛飾区に根ざした地域の専門高校として、キャリア教育の充実を

図り、生徒一人一人の進路実現を確実に果たしている学校です。全日制は 18・19 年度

部活動推進指定校で文武両道を目指しています。

定時制は、マーケティング部はもとより、バスケット、バレー、芸術部門で生徒の活躍

が学校全体の活力になってきています。定
普通科（30）

商業科（30）

33
都立江東商業

高等学校
江東区 全 総合ビジネス科（175）

ビジネス三言語（IT、会計、英語）に力点を置き、実践的な商業教育を核として教育活

動に取り組んでいる。同時に、社会人としての必須のマナーを身につけた生徒の指導を

行っている。さらに、クラブ活動の振興を積極的に図り、学んで楽しい学校作りを目指

している。

34
都立芝商業

高等学校
港区 全 商業科（210）

平成 17 年度より 5 年連続日本商工会議所簿記検定 1 級合格者（大学卒業レベル）を出し

ています。公認会計士や税理士の道が開かれています。このような高度資格取得を基に、

就職と進学にも力をいれています。「天下の芝商」として、商業（ビジネス）教育の先

導的役割を果たしている学校です。

35
都立第一商業

高等学校
渋谷区 全 商業科（210）

東京都の商業高校のリーダーとして、生徒に愛され、地域に愛され、都民の皆様に信頼

される学校として、教職員が一丸となって教育活動をすすめている。

高度な資格取得、大学進学・企業就職の両方に対応した教育課程と進路指導を充実させ

ており、半数以上の生徒が四年生大学進学で、指定校や公募推薦等で現役合格している。

平成 18 年度には、卒業生が公認会計士試験に全国最年少（20 歳）で合格した。ソフトボー

ル部及び簿記部など部活動も活発であり、地域との連携では、各種の学校開放事業、地

域の行事への参加、出前授業等「地域に学び、地域に貢献する学校」として高い評価を

得ている。

42
都立第三商業

高等学校
江東区

全 商業科（210） 全日制・定時制ともにこれからの日本の経済社会を担う人材を育成する学校として常に

商業教育の充実を図っています。良き伝統を継承し、商業教育を幅広く「ビジネス教育」

として捉え、生徒の希望する進路を 100％保証できる新たな三商（SUN 商）として、リ

スタートしました。

今後も大学進学や就職に十分対応できる教育課程の点検・改善に鋭意取組んでいきます。定 商業科（30）

43
都立第四商業

高等学校
練馬区

全
商業科（140）

情報処理科（70）

平成 21 年度 70 周年を迎える。伝統と歴史を受け継ぎ、資格取得を基本にビジネス社会

での自立を目指す。就職は、100％の実績を継続している。

ポスター制作、web ページ制作等、地域連携も始まった。全日制過程は部活動が盛んで

あり、今年度女子バスケットボール部は都大会ベスト 8 を達成した。公式野球アーチェ

リー部の活躍もめざましく、珠算部は昨年に続き今年度も全国大会に出場する。定時制

課程は今年度閉課程となる。
定 募集停止

44
都立第五商業

高等学校
国立市

全 商業科（210）
全日制課程は、「資格の五商」「部活の五商」といわれる伝統校です。生涯にわたる学ぶ

土台となる基礎基本を幅広く身につけ、社会人としてふさわしい感性やマナーを磨く学

校です。

定時制課程は、①基礎基本の学習を大切にします。②生活指導に力を入れて指導します。

③資格取得と進路実現に力を入れます。④一人ひとりの夢を実現するために計画的に指

導します。
定 商業科（60）

45
都立向島商業

高等学校
墨田区 定 募集停止 平成 21 年度、第 4 学年のみとなります。（平成 22 年 3 月閉課程・閉校）

46
都立四谷商業

高等学校
中野区 定 募集停止 平成 21 年度、第 4 学年のみとなります。（平成 22 年 3 月閉課程・閉校）

▽ビジネスコミュニケーション科

47
都立千早

高等学校
豊島区 全

ビジネスコミュニ

ケーション科（210）

・ 英語とビジネス教育に重点をおいた進学型専門高校。

・ 「使える英語」を目指して「多読と発表」を授業に取り入れ、会話もイングリッシュキャ

ンプ（1 年）、海外修学旅行（2 年）と行事で実践。

・ 新しいビジネス教育分野に NPO/NGO を学ぶ学校設定科目として「コミュニティデザ

イン」を設置。ビジネスで社会を学び大学卒業後を見据えた進学を特色とする。
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30
都立大田桜台

高等学校
港区 全

ビジネスコミュニ

ケーション科（140）

平成 21 年度に開校した都内で 2 校目となるビジネスコミュニケーション科の進学型専門

高校です。「本当に英語を使える人」を育てるために約 7,000 冊の英書を活用した「英語

多読」の授業や「アメリカン・キャンプ（1 年生）」「キャリア・アップ修学旅行 in 九州

APU（2 年生）」などの学校行事を行います。また、「キャリア・デザイン」「東京の経済」

「ファイナンス」「ビジネスモデル研究」など多様な学校設定科目により充実したビジネ

ス教育を行います。

平成 23 年度より大田区に全面改築をし、移転します。

▽家庭に関する学科

48
都立忍岡

高等学校
台東区 全

普通科（160）

生活科学科（70）

平成 18 年 4 月 1 日、全日制・単位制、普通科と生活科学科の併置校として開校した。  

学科の目標は、普通科「大学進学希望の実現」、生活科学科「将来のプロフェッショナ

ルとして必要な資質・能力の育成、大学進学希望の実現」である。

単位制を活用して様々な選択科目を設置するとともに、習熟度別授業、少人数授業によ

り基礎的・基本的な学力の定着に努めている。また、大学・専門学校と連携した専門性

の高い授業も実施している。茶道、華道、将棋などの「日本の伝統文化」を自由選択科

目として第 7 限に設置している。

49
都立町田

高等学校
町田市 全

普通科（320）

家政科 H22 年度から募

集停止

戦前からの長い伝統を誇る本校家政科は、一般教養を高めるとともに、被服・食物・保

育等の生活に関する理論と実習、またフードデザイン・ファッションデザイン・被服製作・

発達と保育・家庭情報処理・家庭看護福祉などのユニークな専門科目を通して、高度な

専門的技術・知識の習得、並びに豊かな人間性を育てることを目標に取組んでいる。

▽福祉に関する学科

50
都立野津田

高等学校
町田市 全 福祉科（35）

平成 8 年度より普通科看護福祉コースとしてスタートし、平成 18 年度から学科改編を

おこない、東京都として初の福祉科を設置した。介護福祉士の国家試験の受験資格が得

られる唯一の都立高校である。

▽国際関係に関する学科

51
都立大島海洋

国際高等学校
大島町 全 海洋国際科（80）

「海を通して世界を知る」というコンセプトに基づき、体験重視の国際教育を行い、21

世紀の国際社会の課題を考え、大きな夢と志を形成します。生徒の進路希望を高いレベ

ルで実現させるための学力向上を目指した教育活動を実践しています。

1 年生では英語の基礎力を身につけさせ、海外語学研修を行います。2 年生からは「国

際社会系」と「国際海洋系」に分かれ、本校の国際航海船大島丸による国際航海学習を

行います。前者は文系 4 年制大学を目指し、また後者は理系・海洋系 4 年制大学、海洋

系公務員、海洋系上級学校を目指して取組んでいます。

▽併合科

52
都立大島

高等学校
大島町 全

普通科（80）

併合科（農林・家政）（35）

農林科・家政科で構成されている。約 17 万㎡という都立高校の中で、もっとも広い校

地を所有し、その半分を農林科が実験及び実習地として管理している。平成 18 年 3 月

には、パーソナルコンピューターを 20 台更新し、実業意欲向上プログラムやふれあいロー

ドプログラムに積極的に取組んでいる。

家政科は、大島町の生活産業や社会福祉施設と幅広く連携し、職業人、地域人としての

自覚を促す授業を展開をしている。

53
都立八丈

高等学校
八丈町

全
普通科（120）

併合科（園芸・家政）（35）

八丈島唯一の高等学校として、地域のニーズから左記の各科を設置している。

敷地面積は約 7 万平米（東京ドームの 1.5 倍）を有する。全日制は習熟度別学習や少人

数制を導入し、生徒の学力に応じた授業を展開している（昨年度進路実績 100％）。部活

動が大変盛んで、生徒の約 85％が所属している。

定時制は三修制を取り入れるなど、生徒の要望に柔軟に対応している。島のほぼ中央に

位置し、学校内外、花と緑に囲まれた素晴らしい環境にあり、東京空港（羽田）から空

路約 50 分、1 日 3 便就航。大変至便な学校である。
定 普通科（30）

54
都立三宅

高等学校
三宅村 全

普通科（40）

併合科（農業・家政）（35）

併合科は、農業科または家政科の専門科目を中心に学び、食の生産や加工、生活の改善

などに積極的に取り組む能力を身につけさせる学習を行っている。少人数の長所を生か

し、生徒一人ひとりの個性・能力を伸ばす指導を実践している。

▽産業科

55 都立橘高等学校 墨田区

全 産業科（210） 本校は、キャリア教育を重視し、「ものつくりから流通、販売まで」を総合的に学習して、

産業界で活躍する人材や起業家を育成することを目標予定されていることから、「ものづ

くり・ビジネス・IT」を専門教育の柱に、勤労観・職業観を身に付ける教育を実践します。定 産業科（60）

56
都立八王子桑志

高等学校
八王子市 全

産業科：

　デザイン分野（70）

　クラフト分野（35）

　システム情報分野（35）

　ビジネス情報分野（70）

本校は IT 特区＆学園都市八王子に開校、産業界や地域社会との連携を発展させます。

国家試験をはじめ高度な資格取得や検定合格で自信をつけ将来を切り開き、複眼的に考

える力と専門性を身につけ各界において活躍する人材を育て、広く社会から信頼される

学校を目指します。特色は、桑高ブランド指導計画「千の夢計画」をもって時代の要請

に応える人材育成です。
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▽情報科（単位制）

57
都立新宿山吹

高等学校
新宿区

定
普通科（150）

情報科（65）

都立高校で最初に「単位制・無学年制」の昼夜間開講の普通科と情報科を設置した学校

で、定時制・通信制（通信制は毎週土曜日にスクーリングを実施している）を併設して

いる。また、生涯学習講座も開講しており、生徒も生涯学習講座を受講でき単位認定し

ている 19 年目を迎えた特色ある学校である。生徒は自分の生活スタイルや学習ペース

に合わせて学習に取組んでおり、毎年、国立大学、難関私立大学や専門学校への進学を

はじめ公務員、就職などにも力を入れている学校である。通信制課程では、添削・スクー

リング・定期考査の 3 点セットをクリアーしないと単位認定できない全国でも先進的な

学校である。

通 普通科（110）

▽総合学科（単位制、チャレンジスクール）

58
都立青梅総合

高等学校
青梅市

全 総合学科（240）
平成 18 年 4 月、東京都で初の全・定併置の総合学科高校として開校した。都立高校随

一の広大な校地、大規模改修を行った新校舎、充実した施設・設備を有している。全日

制課程は文科・理科、生命・自然、食品・健康、環境・資源、生活・福祉の 5 系列を設

けている。

定時制課程は生命・自然、生活・福祉の 2 系列を設けている。
定 総合学科（90）

59
都立葛飾総合

高等学校
葛飾区 全 総合学科（240）

平成 19 年 4 月に開校した東京東部地区初の全日制総合学科高校。

国際コミュニケーション、スポーツ福祉、生活アート、環境サイエンス、情報メディア、

メカトロニクスの 6 系列を設置し、生徒の興味関心に応じた幅広い選択科目と大胆な選

択制を採用して、生徒一人ひとりに明確な目的意識を育てつつ、進路実現を図る。

60
都立杉並総合

高等学校
杉並区 全 総合学科（240）

都立桜水商業高校と都立永福高校とを前身として、平成 16 年度に都立で 3 番目の総合

学科高校として開校。国際理解教育やキャリア教育を重視、部活動の推進や学校行事の

充実などと合わせて、生徒の意欲を高め「生きる力」を育て、個性や能力の伸長をめざす。

61
都立世田谷総合

高等学校
世田谷区 全 総合学科（240）

○平成 20 年 4 月開校

○幅広い 6 系列（社会・教養、環境・サイエンス、国際・文化理解、情報デザイン、ラ

イフデザイン、ものづくり）に 100 科目以上を配置し、大幅な科目選択制で、一人ひと

りにきめ細かく対応した時間割を作成。

○生活マナー（身だしなみ、頭髪等）を重視し、自主・自律の態度を育成するために、ノー

チャイム、ノー放送を展開。男女ともに制服を決め、毎日校門指導を実施。女子制服には、

パンツスタイルも採用。

○進路実現をサポートするために、「産業社会と人間」の授業の他、キャリア教育を重視

62
都立つばさ総合

高等学校
大田区 全 総合学科（240）

平成 14 年に新規開校した都立 2 校目の総合学科高校である。国際・コミュニケーショ

ン、美術・デザイン、スポーツ・福祉、情報・サイエンス、生産・テクノロジーの幅広

い 5 系列を持ち、生徒の能力、興味・関心に基づいた個人別カリキュラムで勉強ができ、

大学進学を中心とした希望進路を実現している。ISO14001（国際環境認証）を取得し、

環境教育にも力を入れている。

平成 19 年度「環境大臣賞」を受賞し、地域との連携を深めている。

63
都立晴海総合

高等学校
中央区 全 総合学科（240）

東京都の総合学科高校のパイオニア校として平成 8 年に開校。近代的で充実した校舎・

設備を持ち、「産業社会と人間」の工夫やキャリア教育の充実をベースに、情報システム、

国際ビジネス、語学コミュニケーション、芸術・文化、自然科学、社会経済の 6 系列に

多様な選択科目を設置し、大学進学を視野に入れた生徒の進路実現を図れる学校である。

64
都立東久留米

総合高等学校
東久留米市

全 総合学科（240）
本校は、平成 19 年 4 月に開校した全日制、定時制併置の総合学科高校。

全日制では、学ぶ意欲を育てるための魅力授業や先進的な進路指導により大学などへ

の希望進路の実現を図る。自然科学、人文科学、情報・ファイナンス、スポーツ科学、

看護・福祉、美術・デザインの 6 系列を設置。

定時制では、教養、情報・ファイナンスの 2 系列を設置するとともに、三修制を実施。
定 総合学科（60）

65
都立若葉総合

高等学校
稲城市 全 総合学科（240）

平成 17 年度に開校した、多摩地区最初の総合学科高等学校。自らを「進路指導充実校」

と名づけ、多彩な教育活動により生徒の意欲と力を伸ばし、進路実現を目指す。

人間探究・芸術表現・伝統継承・情報交流の 4 系列を持つ。

教育目標のコンセプト

“TO  BE  AMBITIOUS，ACTIVE，AND  ATTRACTIVE”

※大志を抱き（AMBITIOUS）、生き生きと活動し（ACTIVE）、魅力あふれた

　（ATTRACTIVE）若者を育てる学校

66
都立大江戸

高等学校
江東区 定 総合学科（150）

平成 16 年 4 月開校の三部制総合学科（単位制、定時制）高校。「伝統・文化」「情報・ビ

ジネス」「生活・福祉」の三系列があり、地域に根ざした特色ある教育活動を行います。

体験学習や実習を重視し、少人数の授業で一人一人が分かるまで指導します。「一人一

人の学びを実現する学校」「一人一人のチャレンジを支援する学校」「地域に支えられ育

てられる学校」

67
都立桐ヶ丘

高等学校
北区 定 総合学科（150）

平成 12 年度に開校した、最初のチャレンジスクールで、創立 10 周年を迎えました。

『夢・挑戦・感動』を校訓に①昼夜間開講 3 部制②多様な教科・科目を設置した総合学

科③生徒一人一人が自分の時間割を作る単位制④体験学習の重視⑤充実した相談体制な

ど、特色ある教育活動を展開しています。

情報・ビジネス系列を中心に、資格取得に向けて補習等にも取組んでいます。
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68
都立世田谷泉

高等学校
世田谷区 定 総合学科（180）

「学ぶ時間帯」を選べる三部制、「学ぶ計画」を選べる単位制、「学ぶ科目」を選べる総

合学科のチャレンジスクールといわれる定時制の学校です。「制作・技術」「生活・福祉」

「創作・表現」の三系列があり、たくさんの選択科目や体験学習を用意しています。

69
都立稔ヶ丘

高等学校
中野区 定 総合学科（210）

平成 19 年 4 月に昼夜間開講の定時制、単位制、総合学科のチャレンジスクールとして、

都立四谷商業高校の敷地に開校した。安心してチャレンジするための「学校環境」、チャ

レンジの成果を確実にあげる「科目の積み重ね」、チャレンジを飛躍につなげる「キャ

リア教育」を行う。系列では、情報・デザイン、ビジネス・コミュニケーション、人間・

環境の 3 つの系列を置く。

70
都立六本木

高等学校
港区 定 総合学科（150）

平成 17 年に開校し五年目を迎えたチャレンジスクール。小・中学校において不登校を

経験した生徒、高校を中退した生徒及び、これまでの教育の中では十分に力を発揮でき

なかった生徒が自分の夢に向かってチャレンジしている。教育目標は“見つけて磨いて

未来を拓く”である。演劇・美容・和太鼓・陶芸等、市民講師による特色ある授業も実

施している。三修制により平成 21 年度末には第 3 回目の卒業生が出ます。

▽普通教育を主とする学科（単位制）

1
都立浅草

高等学校
台東区 定 普通科（240）

平成 18 年 4 月開校。生徒のライフスタイルに応じた柔軟な教育課程を持つ、昼夜間三

部制、普通科の単位制高校である。9 階建て全館冷暖房完備のオフィスビルディングタ

イプの校舎と地下に年間フル稼働の温水プールを持つ。学び直しから大学受験まで対応

するカリキュラムと保育体験や介護体験のできる「体験学習」などを特色とする。

国立高校

1

東京工業大学

附属

科学技術

高等学校

港区 全
科学・技術科

（推薦 60、一般 140）

科学技術における基礎学力の充実に重点を置き、高大連携の強化により、先端的な科

学技術を注視しながら、より高度な教育に対応できる多面的素養を身に付けることが

出来る授業を展開している。2 年次から、応用化学、情報システム、機械システム、電

気電子、建築デザイン 5 分野に分かれる。

高等専門学校

1
都立工業高等

専門学校
品川区 全 募集停止

平成 18 年 4 月に工業高専と航空高専が統合し、「産業技術高専」として開校し、工業

高専としては募集停止となっている。現在、5 学年は工業高専の学生として在学してお

り、実践的技術教育を通して、工学的知識・技術の習得の向上と「ものづくりスペシャ

リスト」の育成を目指している。

2
都立航空工業

高等専門学校
荒川区 全 募集停止

昭和 37 年に創立され、現在は航空工学科（40 名）、機械工学科（80 名）および電子工

学科（80 名）から構成されている。平成 18 年 4 月に都立工業高等専門学校と本校が統

合し、あらたに東京都立産業技術高等専門学校となった。同時に航空高専の募集は停

止されたが、現在の在学生が卒業する、平成 22 年度 3 月までは存続する。

3
都立産業技術

高等専門学校

品川区

全
ものづくり工学科（320）

創造工学専攻（32）

工業高専と航空高専が一つになり、本科の“ものづくり工学科”内に新たな教育 8 コー

スを設置するとともに、2 年間の高度な専門知識及び技術を学べる専攻科を加え平成 18

年 4 月に都立産業技術高等専門学校として開校しました。本校では首都東京の産業振興

や課題解決に技術的観点から貢献できる“ものづくりスペシャリスト”の育成を目指し

ています。また、平成 20 年 4 月には公立大学法人首都大学東京に移管し、産業技術大

学院大学との連携による 9 年間一貫のものづくり教育を推進していきます。科学技術の

高度化、複合化、グローバル化に迅速に対応できる創造的で実践的な技術者を育成する

ことを目指し、平成 18 年 4 月に、専攻科が設置されました。現在、産業技術大学院大

学接続コースを含む 6 つのコースがあります。

荒川区

専修学校

1
愛国学園保育

専門学校
江戸川区 昼

幼児教育科（50）

介護福祉士専攻科（40）

本校は、昭和 44 年に設立された伝統のある専門学校である。幼児教育科は、卒業と同

時に保育士資格、幼稚園教諭 2 種免許状が取得でき、介護福祉士専攻科は、卒業と同時

に介護福祉士資格が取得できる。学生は、完備された学園において、斯界の権威ある教

授に囲まれ、楽しく熱心に勉強している。

就職についてみると、幼児教育科は毎年ほぼ 100％の就職率となっており、幼稚園や保

育所などに就職している。介護福祉士専攻科は、毎年 100％の就職率となっており、介

護老人福祉施設などに就職している。

卒業生は勤務先から、専門に精通しており、明るく元気で、礼儀正しく、真面目で就職

後もよく成長するという評価を得ている。

2
青山製図

専門学校
渋谷区

昼

建築工学科（35）

建築設計デザイン科（80）

建築インテリア工学科（35）

商空間デザイン科（30）

建築インテリアデザイン科（65）

建築設計研究科（60）

昭和 52 年に設立以来、設計・製図・デザイン・CAD の技術者を輩出している。現在、

建築・インテリア系の 8 学科を設置。実践的な授業を展開し、産業界のニーズに沿っ

た即戦力となる技術者、国際性豊かな幅広い知識を持った常識ある社会人の育成を目

指している。

夜
建築科（60）

インテリア工学科（30）
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3

国際デュアル

ビジネス専門

学校（新校名）

国際観光専門

学校（旧校名）

台東区 昼

国際観光学科

4 月生（40）10 月生（40）

国際ホテル学科 4 月生（40）

国際ホテルデュアル学科

4 月生（40）

航空貿易学科 4 月生（40）

医薬デュアル学科4月生（40）

実践的な観光、医療及び薬業従事者の育成を目指し、座学と企業実習を組み合わせた教

育を行っている。

現場力のある職業人を養成していく。

平成 22 年 4 月より国際デュアルビジネス専門学校と校名を変更します。

4
国際理容美容

専門学校
荒川区

昼

専門課程⇒理容科（80）

美容科（120）

ビジネス美容科（120）

【修業年限 2 年】

高等課程⇒美容高等科

（40）【修業年限 3 年】
理容師・美容師の育成、ホスピタリティマインド豊かなエステティシャンの養成等で、

本校が半世紀に渡る教育を育んできた、技術教育を超えた「技術者教育」と、心と技術

が織りなす感動を未来へ伝承することができる「美の創造者」を育成することを目標と

しています。
夜

専門課程⇒美容科Ⅱ部

（80）【修業年限 2 年】

通
理容科（40）、美容科（160）

【修業年限 3 年】

5 中央工学校 北区

昼

建築学科、建築工学科、

建築設計科、女子建築設計科、

木造建築科、建築設備設計科、

建築室内設計科、

インテリアクリエイト学科、

インテリアデザイン科、

インテリア科、

工芸デザイン科（140）

エンターテインメント設営科（20）

都市環境学科、土木設計科、

造園デザイン科、測量科、

地理空間情報科（130）

機械学科、

メカニカルデザイン科、

3D － CAD 科（50）

スポーツ健康学科（40）

中央工学校は 1909 年（明治 42 年）に創設し 10 月 21 日に創立 100 周年を向かえた伝統

と歴史を誇る専門学校で、社会に送り出した卒業生は 10 万人を超え、日本の国づくり

をリードしています。

教育理念を『厳しい実務教育』『人間涵養教育』『楽しい学校生活』『誇りの持てる学校』

とし、時代の変化やニーズに対応した教育内容と実習施設・設備を完備し、本格派の技

術者を育成しています。学習面においては、クラス担任制で決め細やかな指導を行い、

教師人も技術革新の時代にふさわしい内容で備えています。学生寮なども充実しており、

地方からの進学者にも安心して学べる環境となっています。

資格についても建築系の全ての学科で卒業と同時に 2 級建築士の受験資格、土木測量系

学科では国家資格の測量士補が卒業と同時に無試験取得できるなどプロフェッショナル

になるためのカリキュラムを整えており、また、資格取得のバックアップ体制も整えて

います。

就職指導においては、全国に広がった卒業生とのネットワークを活かしてクラス担任と

就職指導の担当職員が連携を取り、学生の希望職種に就職できるようにしっかりとサ

ポートしています。昨年度もほとんどの学生が自分の目指す職業に内定を決めています。

「中央工学校＝就職に強い学校』の評判は広く社会に認められています。

夜
建築科（80）

土木科・測量科（30）

6
東京エアトラベル・

ホテル専門学校
小金井市 昼

エアライン科（100）

ホテル科（80）

観光旅行科（40）

鉄道交通科（40）

ブライダル科（40）

国際英語科（80）

昭和 48 年の設立と同時にスイス航空日本人スチュワーデス第一期生の採用と教育を実

施。以来、エアライン、ホテル、観光、ブライダル、英語の各分野に優秀な人材を送り

出している。仕事に直結した豊富な実習や海外研修、インターンシップ実習で企業の現

場を体験したり、ことば遣いや礼儀作法などのホスピタリティ教育にも力を入れている。

こうした教育内容が企業から厚い信頼を得て、高い就職率につながっている。

7
東京工学院

専門学校
小金井市 昼

研究科（40）情報処理科（40）

電機電子学科（40）航空学科（40）

建築学科（40）

インテリアデザイン科（30）

情報システム科（40）

経営情報科（40）

法律情報科（30）

大学併修学科（40）

コンサート・イベント科（40）

放送芸術科（30）音響芸術科（20）

CG クリエーター科（40）

Web クリエーター科（40）

マンガ科（40）演劇・声優科（40）

スポーツビジネス科（40）

ミュージック科（30）

ゲームクリエーター科（40）

アニメーション科（30）

グラフィックデザイン科（40）

メディア文学科（20）

教育専攻科（40）

こども学科（40）公務員科（40）

昭和 34 年、文部省認定唯一のテレビ専門学校「名城大学附属東京テレビ高等技術学校」

として創立。オックスフォード大学をはじめとする海外大学との提携や一流企業の現場

でのインターンシップ体験、各業界で活躍している講師陣による徹底指導など、時代の

ニーズに応える高度な専門性や広い視野を持つ人材を５０年にわたり社会に送りだして

いる。

26 学科 44 コースもの多彩の専門分野から構成される総合学院であり、各専門分野の知

識や技術を習得するのみならず、他の専門分野との学科間、コース間を越えた学びも可

能。それぞれの専門分野が協力して成り立っている社会という形を学校内に再現するこ

とで、学生たちにとっては貴重な経験となっている。一つのキャンパスで様々な専門分

野を学ぶ学生同士が交流できることで、新たな価値観に触れ視野を広げ、コミニュケー

ション能力を養えるのも特長の一つ。

また、４年制大学通信教育課程と連携した W スクールシステムにより、「専門士」と「学

士」の両方の学位の取得も可能。

ビジネスの最先端で求められる力を身につけたスペシャリストの育成を目指している。
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8

専門学校東京工科

自動車大学校

（新校名）

東京工科専門学校

（旧校名）

中野区 昼

1 級自動車整備学科

（4 年・40 名）

自動車整備学科

（2 年・160 名）

エンジンメンテナンス科

（2 年・80 名）

昭和 44 年設立。40 周年を迎える本学園は自動車業界の様々な職種に対応した学科を設

置するクルマとバイクの総合学園です。1 級・2 級自動車整備士（国家試験実技免除）を

はじめとする各種資格取得や、レース参戦などの実践的な力を養うカリキュラムが豊富

で、最新の整備技術の習得を目指します。

平成 22 年 4 月より、専門学校東京工科自動車大学校と校名を変更します。

9
東京誠心調理師

専門学校
大田区

専

門

調理師科 2 年制（120）

調理師科 1 年制（120）

［ 調理技術・洋菓子製パン

介護福祉調理・食養生］

フードコーディネイト専攻科

（40）

1970 年創立。外食の歩みとともに変わりゆく「食」を見据えて取組んでいます。ビジ

ネスとしての「食」をトータルにクリエイトできる人材を養成しています。

2007 年 8 月京急蒲田駅前に新校舎完成。優れた教育環境の中で実践的な教育を展開。

質の高い講師と教育環境で「ホスピタリティ・マインド＝おもてなしの心」を学びます。

高

等

調理師科夜間部

1.5 年制（80）

10

東京テクノロジー

コミュニケーション

専門学校

新宿区 昼

スーパー IT 科（80）

IT・デザイン科（80）

ブリッジ IT 翻訳・通訳科

（80）

本校は、業界が必要とする人材育成を産学協同教育によって行っています。

学科は、IT を核としたエンジニア、クリエイター、デザイナーの育成カリキュラムで構

成されています。資格取得にも力を入れ国家資格、ベンダー資格、業界資格の取得に取

組んでいます。

11
東京美容

専門学校
新宿区

昼

美容総合科（専門課程）

（160）

エステティック総合科

（一般課程）（20）

本校は 1947 年の創立以来、「堅実な学風、先進の技術」という建学の精神を大切に 60 年

の歴史を重ねてまいりました。現理事長、田中みさ子は、約 80 店舗のヘア＆ブライダ

ルサロングループを率い、国内外の美容業界において活躍しています。

また、ヘアではウエラジャパン社、エステではソティスジャパン社といった、世界にお

いてプロ達に信頼されるメーカーとも提携し、教育システムにおいても多くのサポート

を受けてきました。こうした伝統を踏まえ、常に「時代と共にある美のスペシャリスト、

時代を超える美しさ」を模索しながら、ハートフルな美容師育成に専心し、そのために

必要な施設、カリキュラムを充実させております。
通

美容通信科（通信）（120）

エステティック通信講座

（16）

12

東京ホテル

ビジネス

専門学校

豊島区 昼

ホテル科（160 名）

　マネジメントコース

　料飲サービスコース

　ブライダル＆

　　ビューティーコース

接客＆ホテル業界に的を絞った専門教育を展開。客室、ドア・ベルパーソン、フロント

を中心に全般的ホテルビジネスを学ぶマネジメントコース、料飲部門（料理・飲料）の

サービススタッフを育成する料飲サービスコース、ホテルの宴会・婚礼ビジネスを総合

的に学び、ブライダルのコーディネーターの仕事とビューティーに関する知識・技術の

学べるブライダル＆ビューティコースがある。

13
日本電子

専門学校
新宿区

昼

コンピュータグラフィックス

科（160）、高度コンピュータ

グラフィックス科（40）、CG

映 像 科（40）、 ゲ ー ム 制 作

科（160）、ゲーム制作研究科

（120）、ゲーム CG デザイン

科（80）、ゲーム企画科（80）、

アニメーション科（80）、ア

ニメーション研究科（40）、

Web デザイン科（80）、グラ

フィックデザイン科（80）、

コンピュータミュージック科

（40）、Web 総合技術科（40）、

オープンソースシステム科

（40）、組込みシステム科（80）、

コンピュータネットワーク

科（80）ネットワークセキュ

リティ科（80）情報セキュリ

ティ科（80）情報処理科（120）

情報システム開発科（80）高

度情報処理科（80）IT スペ

シャリスト科（40）電子応用

工学科（40）電気工学科（50）

電気工事技術科（50）ケータ

イ・アプリケーション科（40）

「電子技術を核とした創造性豊かな技術者の育成を通して世界に貢献する」という建学の

精神により、現在は「最先端の技術をいち早く実学として取り込み、個性を生かせる教

育環境の中で、国際社会に貢献することのできる感性豊かなスペシャリストを育成する」

を教育理念として掲げ、独自の教育システムを構築している。

電気工学科、電気工事技術科および情報分野の学科では、経済産業省、国土交通省、総

務省などから設定を受け、各種資格取得に有利な免除制度が充実している。

東京ゲームショウや米国におけるシーグラフなどの世界的な展示会・イベントに学生作

品を出展、産業界から高い評価を受けている。また、技能五輪全国大会や各種ロボット

競技会などへの参加を奨励し、多くの入賞実績がある。教育活動の一環として、こうし

た学外の活動にも積極的に取組んでいる。

平成 19 年、専門学校の取組としては初となる特定非営利活動法人私立専門学校等評価

研究機構による「第三者評価」を受け、47 に渡る全ての評価項目に合格の評価を受けた。

1951 年創立、これまでに 9 万名を超える技術者を輩出、産業界との強いつながりを持つ。

夜

コンピュータグラフィックス

科（40）、ゲーム制作科（40）、

ネットワークセキュリティ科

（40）、組込みシステム科（40）、

情報処理科（40）、電気工学

科（50）、電気工事士科（50）

キャラクターデザイン科（40）
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学校名 所在地
課

程

平成 22 年度募集

学科及び募集人数
学校の概要・特色

14
二葉栄養

専門学校
武蔵野市 昼

管理栄養士学科（40）

栄養士科（120）

調理師科（300）

二葉栄養専門学校は開校以来数多くの調理師、栄養士の養成をしてまいりました。

平成 14 年より管理栄養士学科を東日本地区にて第一番目に設置し、平成 20 年には第 3

期生の 87.8％を合格者として輩出いたしました。栄養士科においては 2 つのコースを 2

年次に選択し、希望の就職先に合わせた教育により就職希望者に対する就職率 100％を

実現しています。又、調理師科においては基礎衛生知識と食の安全を中心に学習、調理

技術実習は 420 時間設定し、知識と技術をバランスよく学び即戦力に対応できる人材を

育成しています。

15

ホスピタリティ

ツーリズム

専門学校

中野区

昼

旅行学科（80）

観光イベント研究学科（20）

ホスピタリティサービス

学科（150）

航空・運輸学科（130）

当校は旅行・観光業界から「プロを養成してほしい」という要請を受けて設立された「観

光業界立」の学校です。観光・サービス産業で最も大切な「ホスピタリティマインド」

＝「おもてなしの心・相手を思いやる心」を持った業界人を育成するため、「Smile for 

you」を合言葉に、学生・先生すべてが笑顔の絶えない学校を目指しています。

各学科とも企業実習を取り入れ、実践で役立つ資格取得や多くの体験型授業（イベント）

にも取り組んでいます。また、2010 年度から導入する短期留学制度や 1 年間のサンドイッ

チ留学など国際感覚を養う独自の制度も特徴です。夜

旅行学科（70）

ホスピタリティサービス

学科（100）

航空・運輸学科（110）

16
マリールイズ

美容専門学校
新宿区 昼

美容本科（40）

・ ブライダルアーティスト

コース

・ 国際スタイリストコース

本校は、前身であるマリールイズ美容講習所の開設が 1913 年と美容界でも有数の歴史

を誇る美容師養成施設であり、創立者マリールイズ女史の言葉である「一に人格、二に

技術」をモットーに人材育成に努めております。また、関連企業で明治神宮・明治記念館・

目黒雅叙園にある美容室を運営する㈱美容マリールイズの協力のもとに、平成 22 年度

より新たにブライダルアーティストコースと国際スタイリストコースを設置し、実践的

なカリキュラムをくんでおります。

17
武蔵野東技能

高等専修学校
武蔵野市 昼 総合キャリア学科（75）

「理想」～世のために役立ち、人々に必要とされる社会人となる～を校訓に、将来の職

業生活に直接役立つ専門的な知識・技術を学ぶとともに人間的成長を図る。

また、一般教養科目も強化し、スポーツ大会、臨海学習、学園祭などの体験学習を重視

している。

短期大学

1
愛国学園

短期大学
江戸川区 全

家政科：

　家政専攻（50）

　食物栄養専攻（50）

家政専攻では、衣食住の生活環境全般に取組む人材育成を、食物栄養専攻では、健康維

持増進の元になる食生活指導のための人材育成を行っている。

栄養士及び教員免許（中 2 家庭）も取得できる。

平成 19 年 4 月に、実習室増設をはじめ施設設備が充実された。

2
嘉悦大学

短期大学部
小平市 全

ビジネスコミュニ

ケーション学科（150）

本学では、社会で即戦力として活躍するための実践的なビジネス知識・技能を 2 年間で

習得します。

「医療・福祉」「会計・FP」「販売・営業」「観光・ホテル」「広報・企画」「編入学・留学」

など多様な進路に直結した 6 つの育成モデルを用意しています。

3
東京家政大学

短期大学部
板橋区 全

保育科（200）

栄養科（180）

服飾美術科（70）

本学の学びには、社会で活躍するための即戦力となる専門知識と技術の習得、資格取得

に加えて人間性を高め、視野を広める教養教育が備わっている。
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平成 21 年度　会　員　中　学　校

公立中学校

学校数 学校数 学校数 学校数 学校数

千 代 田 区 3 墨 田 区 12 中 野 区 12 練 馬 区 34 調 布 市 8

中 央 区 4 品 川 区 16 杉 並 区 23 足 立 区 37 狛 江 市 4

港 区 10 目 黒 区 10 豊 島 区 8 葛 飾 区 24 東 大 和 市 5

新 宿 区 11 大 田 区 28 北 区 12 江 戸 川 区 33 羽 村 市 3

文 京 区 10 世 田 谷 区 31 荒 川 区 10 武 蔵 野 市 6 三 宅 村 1

台 東 区 7 渋 谷 区 8 板 橋 区 23 府 中 市 11

都立中学校

都立白鷗高等学校附属中学校

都立両国高等学校附属中学校

都立武蔵高等学校附属中学校

都立小石川中等教育学校

都立桜修館中等教育学校

都立立川国際中等教育学校

私立中学校

愛国中学校

武蔵野東中学校

国立大学法人

筑波大学附属中学校
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東京都産業教育振興会会則

　第 1章　総　　則

第 1 条　この会は、東京都産業教育振興会といい、事務所を東京都教育庁内におく。

第 2 条　この会は、産業界、教育界及び行政当局が一体となって相互に連絡協調し、本都における国公

私立の中学校、高等学校、高等専門学校、短期大学及び専修学校などの産業教育の改善・進歩をはか

り、もって産業経済の自立発展に寄与することを目的とする。

第 3 条　この会は前条の目的を達成するために、次の事業を行う。

　（1）産業教育振興運動の推進に関すること。

　（2）産業教育の調査研究に関すること。

　（3）産業教育の普及理解に関すること。

　（4 ）産業教育、就職問題などに関する懇談会、講演会、研修会などの開催並びに、これらについての

資料の頒布、情報の連絡に関すること。

　（5）産業教育振興に関し、関係機関への建議に関すること。

　（6）関係行政機関の施策に協力すること。

　（7）産業教育に関する教職員の研究奨励に関すること。

　（8）産業教育に関する生徒の就学並びに学習の奨励に関すること。

　（9）その他本会の目的を達成するのに必要なこと。

　第 2章　会　　員

第 4 条　本会は次の会員をもって組織する。

　（1 ）団体会員　会社、工場、本都内における学校及びこれが振興を目的とした団体を代表するもので

本会の趣旨に賛同したもの

　（2）個人会員　本会の趣旨に賛同したもの

　（3）名誉会員　産業教育又は本会に功績があった者で会長が理事会の議を経て推薦したもの

　第 3章　役員及び職員

第 5 条　この会に会長 1 名、副会長 3 名、理事 25 名以上 35 名以内及び監事 3 名をおく。

第 6 条　会長、副会長は理事会で選出する。会長は会務を総理し、本会を代表する。

　 2． 　副会長は会長を補佐し、会長事故あるときはこれに代る。

第 7 条 　理事は東京都教育委員会教育長、東京都教育庁都立学校教育部長、東京都教育庁都立学校教育

部高等学校教育課長の職にある者のほか、総会で選出する。

　 2．  　理事長は東京都教育委員会教育長の、常任理事は東京都教育庁都立学校教育部長及び東京都教

育庁都立学校教育部高等学校教育課長の職にある理事をもって充てる。

　 3． 　理事長は会務を掌理するとともに理事会を代表し、常任理事は日常の会務を執行する。

　 4． 　理事は理事会を組織する。

　 5． 　理事会は理事長が招集し、重要なる会務を処理する。

第 8 条 　監事は東京都教育庁都立学校教育部高等学校教育課管理係長の職にある者のほか、総会で選出

する。

　 2 ．  　監事のうち 1 名は常任監事とし、東京都教育庁都立学校教育部高等学校教育課管理係長の職に

ある監事をもって充てる。

　 3． 　監事は会計を監査し、総会に報告する。

第 9 条　この会の役員の任期は 1 年とする。ただし再任を妨げない。
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第10条　この会に顧問参与をおくことができる。

　 2． 　顧問は会長の諮問に応じ、参与は理事会、総会に出席して意見をのべることができる。

第11条 　この会の事務を処理するために事務局をおく。事務局には事務局長、書記その他の必要な職員

をおくことができる。

　 2． 　事務局の職員は理事長が任免する。

　 3． 　事務局長は日常の事務を総括処理し、書記その他の職員は日常の事務を処理する。

　 4． 　職員は有給とすることができる。

　第 4章　総　　会

第12条　総会は年 1 回会長が招集する。ただし、会長が必要と認めるときは臨時招集することができる。

　 2． 　総会は会長を議長とし、事業方針、予算決算その他重要なる会務を審議する。

第13条　総会の決議は出席者の過半数によって定める。

　第 5章　部会分会

第14条 　この会には部会又は分会をおくことができる。部会又は分会に関する規定は理事会の議を経て

会長が定める。

　第 6章　会　　計

第15条　この会の事業執行に要する費用は会費、寄付金及びその他の収入をもってあてる。

第16条　会費は次の通りとする。

　（1）団体会員

　　ア　産業界会員　　　　　　　　　　　　　　　1 口　年額 1 万円

　　イ　学 校 会 員

　　　○高等学校全日制

　　　○高等専門学校　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
1 口　年額 6 千円

　　　○短期大学

　　　○専修学校

 　　　○高等学校定時制・通信制　　　　　　　　　1 口　年額 3 千円

　　　○中　学　校　　　　　　　　　　　　　　　1 口　年額 2 千円 

　（2）個人会員　　　　　　　　　　　　　　　　　1 口　年額 5 千円

　　ただし、総会の決議により臨時会費を徴収することができる。

第17条　本会の会計年度は毎年 4 月 1 日から翌年 3 月 31 日までとする。

　第 7 章　支　　部

第18条　この会に支部をおくことができる。

　第 8章　会則の変更及び解散

第19条　この会の会則の変更及び解散は総会の決議を経なければならない。

　第 9章　付　　則

第20条　本会則実施に必要な細則は会長が理事会の議を経て定める。

　昭和 30 年 5 月 20 日制定

　以下の総会で一部改正

　　　　昭和 46 年度、52 年度、58 年度

　　　　平成 18 年度：副会長 2 名を 3 名に変更

　　　　平成 20 年度：教育庁の組織改正により “ 学務部 ” を “ 都立学校教育部 ” に変更

｝
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本会への入会のご案内

　本会は、「産業界、教育界及び行政当局が一体となって相互に連絡協調し、東京都における国公

私立の中学校、高等学校、高等専門学校、短期大学及び専修学校などの産業教育の改善・進歩を図

り、もって産業経済の自立・発展に寄与する」ことを目的としています。

　産業に教育に関心のある方、ご入会いただける方、新会員をご紹介いただける方は、本会事務局

までご連絡ください。

（問合せ先）　　〒 163-8001　東京都新宿区西新宿 2－8－1
　　　　　　　東京都新宿区教育庁都立学校教育部高等学校教育課内

　　　　　　　　　　　　　東京都産業教育振興会　事務局

　　　　　　　　　　　　　TEL　03-5320-6729　FAX　03-5388-1727

編集後記

・  本年度も、会誌の特集テーマとして「企業や地域と連携した学校の取組」と題して各学校

の実践教育活動を昨年度に引き続き執筆をお願いしました。

・  産業界及び教育界が一体となり産業を支える人材を育成していくことは今後、ますます重

要なものとなっていくと考えますが、その意味でも企業と地域と連携した各学校の取り組

んでいる実践活動と企業の方からの経営理念の報告を今後に活用していただき、産業教育

の改善に役立てていただければ幸いです。

・  お忙しい中、本誌への執筆協力をしていただきました皆様に感謝し、御礼を申し上げます。

・  今後とも、本会へのご支援、ご協力を賜りますようお願いします。

ホームページアドレス　　http://www.tosanshin.org/

東京の産業教育　第47号

発　行 平成 22年（2010年）2月 26日　発行

東京都産業教育振興会

〒163-8001

東京都新宿区西新宿2-8-1

東京都教育庁都立学校教育部高等学校教育課内

TEL　03（5320）6729　FAX　03（5388）1727

印　刷 株式会社小薬印刷所

再生紙を使用しています　
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要なものとなっていくと考えますが、その意味でも企業と地域と連携した各学校の取り組

んでいる実践活動と企業の方からの経営理念の報告を今後に活用していただき、産業教育

の改善に役立てていただければ幸いです。

・  お忙しい中、本誌への執筆協力をしていただきました皆様に感謝し、御礼を申し上げます。

・  今後とも、本会へのご支援、ご協力を賜りますようお願いします。

ホームページアドレス　　http://www.tosanshin.org/
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印刷とともに80年

長年にわたり培ってきた信用が当社の

財産です。安心してお問合せ下さい。

自費出版（教科書,教材,自伝など）、学会誌、

研究会・講演会録、句会録・歌集



貸切バス・修学旅行・クラブ合宿・遠足

観光庁長官登録旅行業第1385号

国内・海外旅行　お問い合わせ下さい



東京デンハン株式会社





学校見学・入学相談は随時受付！

体験入学・学校説明会も開催中！

日程など詳しいお問い合わせはこちらまで…

創立100周年記念館「RISE」

建築設計・木造住宅・建築設備・店舗設計・施工管理

インテリア・デザイン・家具・舞台美術・ステージ設営

土木・測量・造園・機械設計・ＣＡＤ・スポーツ

１.伝統校ならではの驚きの求人数！

２.資格取得を目指す！

３.クラス担任制で細かいサポート！

※測量士補・測量士
  無試験取得学科あり





渋谷駅から１駅

http://www.shokuryo.ac.jp/dietitian

〒154-8544
東京都世田谷区池尻 2-23-11
TEL：　03-3424-9113

「感動と美と歓びを創出する」スペシャリストの養成

【２年制】

【２年制】

【２年制】

「食と美と技」のスペシャリストの養成

【２年制】

【１年制】

【1.5 年制】

「食と栄養と健康」のスペシャリストの養成

【４年制】

【２年制】

【２年制】

国家試験に向け全力サポート

管理栄養士、栄養士、栄養教諭、３級
レストランサービス技能士、フードア
ナリストなどの職業に必要な専門知識
を習得できます。

http://www.tokyocook.ac.jp

〒160-0023
東京都新宿区西新宿 7-11-11
TEL：　03-3363-9181

東京ホテルビジネス
専門学校

http://www.hotel.ac.jp

〒171-0022
東京都豊島区南池袋 1-13-13
TEL：　03-5911-4111

はじめは、誰もが初心者

専門調理師、調理師、パティシエ、製
菓衛生師、料理研究家などのプロをめ
ざすあなたを基礎からしっかりとサポ
ートします。

合言葉は『習うより慣れよう』

ホテリエ、ブライダル、ネイル、色彩
プランナー、サービス技能士など、あ
なたの目標に向かって全力でバックア
ップします。

海
外
の
提
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海
外
の
提
携
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